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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　セカイのカケラ




　そこは、なんていうか。

　虚きよ無むと頽たい廃はいと浪ろ漫まんに意味不明をかけて三で割った感じに奇き々き怪かい々かいな場所で──。思わずハロー・マイワールド！　とか叫さけびたくなるような。

　て、これ、マジありえなくない？

　滅ほろび去った神々の遺い跡せき。地下迷めい宮きゆう。地下神しん殿でん。

　神だ。

　滅び去った神様が、たくさんいる。

　飛天、クリシュナ、ヤクシニー、文もん殊じゆ菩ぼ薩さつ──

「チェリー、ここなんですの？」

　突とつ然ぜん背後からマリーの声。

　中学校の地下にあるはずがないのにあった七不思議のひとつにあたしはすっかり圧あつ倒とうされていて、マリーのその言葉は──ごめん。ナチュラルに耳から耳を通過した。

「え？　なに？」

「本当に、この先にあいつはいるのか、と聞いたのですわ！」

　マリーがどこか涙なみだ声ごえで叫ぶ。

「そんなことわかんないよ。だけど──」

　この闇やみは──はっきり言って怪あやしすぎる。微び妙みような魔法質量マギグラムがある。

　そもそも、こんなところに来るハメになった事件。いつの頃ころからか、あたしたちの通う大お度ど城き学がく園えんの影かげでひっそりと進行していた事件。まだほとんどの生徒は気がついてもいないし、これから先、気がつくこともない深度でじわじわとカーペットに血が染しみ込んでいくようにとめようもなく、ある種絶望的に進行中の事件。ようするに、『理科棟とうの魔ま女じよ』事件と別の七不思議が、こー、微妙に絡からまっちゃって、ややこしくなって、おまけにあたしたちの個人的な問題も絶妙に絡まっちゃって──結局、ここに、いる。あたしたちは、ここにいる。

　真っ昼間なのに、外は春の日差しうららかな桜舞まい散る季節だというのに、暗く、じめじめとした、カビ臭くさい、コンクリートの、あるはずのない回かい廊ろうを彷徨さまよっている。

「『夜、紡つむがれるピアノ』『鏡の中で踊おどる少女』『歩く二にの宮みや金きん次じ郎ろう像』『理科棟の魔女』『五分進んだ時計塔とう』『トイレのタカシくん』」

　ちょ、ちょ、ちょ、バイオレットさん、そんな話、こんな暗闇でしないでよ、別にあたしは怪談が得意なわけでもなんでもないんだから──

「……そして最後のひとつ『幻の封ふうじられた地下回廊』──『本校舎と理科棟は昔、地下で繫つながっていたが、ある理由が元で封ふう鎖さされた』……『大度城学園七不思議』のひとつと言われたありえないものがここに存在する。さすがに、思いがけず──これは目を疑うね」

　ぜんぜん、あたしに構わず淡たん々たんと話すバイオレット。てか、

「バイちゃんの声のトーン、ここにマッチしすぎじゃない？　てかてかむしろ、オチも何もないじゃんよっ。ある理由ってなんなの？　お話の出所は？　作りっぱなしのうわさ話ほど迷めい惑わくなもんはないといまこの状じよう況きよう下かのあたしは思いっきり思う！　そんな根も葉もないうわさ話ほど、どこかに信しん憑ぴよう性せいがあったりするのがまた怖こわい。だー！　いま、何か水すい滴てきみたいなの首筋に落ちた。落ちた！　ひー、せっかくテンションあげてごまかしてたのにっ」

「チェリー、うるさい」

「でも、でも、魔法少女たるあたくしたちにはなんの意味もありませんわっ」

　マリーが高らかに宣言。おお、いけすかないと思っていたけど、頼たのもしい。ていうか、声が微妙に震ふるえているのがナイス。

「マリーに賛成っ。こーゆー状況下ではポジティブさこそが我らを救う！　そう、あたしたちは魔法少女なのだ！　魔法少女といえば、ふりふりで、くるくるで、美少女で、派は手でなのだ！　誰だれをも魅み了りようし、とろとろにして、パンチラなのだ！　しかも、最後は勝つし、必殺技わざだってたんまりある！」

　あたしはここぞとばかり、マリーに同調し、叫ぶ。叫びまくる。バイオレットは頭を抱かかえてたりするけど、構うもんか。だって喋しやべってないとコワいんだもん。でもでもひとつね、重大に深刻に間ま違ちがっている箇か所しよがあるけど、それについてはいまは考えまい。暗くなるし、怖くなるし、いま考えても何も前に進まないからね！　という思いが不意に結けつ晶しよう化かし、あたしは提案した。

「よーし盛り上がってきたここらでひとつ、決め台詞ぜりふにいかない？」

「──は？」

　バイオレットの冷たい返答があったけど、もちろん、あたしはくじけない。

「だって、だって。魔法少女といえば決め台詞じゃない？　んー、ほら、月に代わってなんとやらとか、あるときは学生、あるときはカメラマン、しかして、その実態はなんとやら！　とかとか」

「チェリー、ひょっとして、そーゆーの好きだったりしまして？」

　マリーの冷たい指し摘てきにもあたしは動じない。

「あのね、何が怖いって、この闇じゃないと思うんだよね！　んー、心の方の闇！　そこにとり込まれちゃうと、やっぱり折れちゃうじゃん？　心。心が折れたら力でないよ！　そこにつけ込まれちゃうよ！　体力の限界は千ち代よの富ふ士じほどの世界であって、やっぱり精神の限界が凡ぼん人じんの限界！」

「なに言っているかわからないけど、要するに、景気づけていきたい、ということ？」

「さすが！　バイちゃん頭いー！　そそ、それでいこうよ！」

「で、なにを決め台詞にするつもりですの？」とマリー。

「考えたんだけどね──ほら、あたしたちがこの姿に変身するときのキーワード」

「え？」「えぇ？」

　ふたりは闇の中、素すっ頓とん狂きような声を出す。

「決めた！　いいの、それでいこう！　だってそれしかないってくらい魔法少女っぽいと思う」

「チェリー、頼む、やめよう、あれは」

「あたくしも反対ですわ、あれ、恥はずかしすぎます」

「あのね、あたしだって、恥ずかしいよ。だけど、恥ずかしいことをみなで言った時、この急造トリオは何かひとつになれるんじゃないかって思うんだよね！」

　もー、あたしは止まらない。強ごう引いんにいく。

「いい？　みんなで声そろえていくよ！　いっせーの……」

　こ──

「心に翼つばさ！　瞳ひとみに勇気！　愛はすべての悪を断たつ！」

　うん！

　この時、あたしたちはひとつになった☆……と、思う。




　　　　一




「いったい、なんだってぼくが、こんなことをしているのだろう？」

　四月──中学二年となった、ぼく、佐さ倉くら恭きよう一いちは、もうすぐ明日あしたになろうという真夜中、大お度ど城き学がく園えん中学校へと続く、つづら坂を上っている。

　春とはいえ、まだ夜はうすら寒い。懐かい中ちゆう電灯の光を頼たよりに、むき出しになった根っこを避さけつつ、息を切らし、夜の坂道をひた進む。

　と、突とつ然ぜん──

　きほほほほほほ。

　どこかで奇き妙みような声が聞こえる。

　一いつ瞬しゆん、びくっとしたけど……夜鳥だ。夜鳥に決まってる。

　ぼくは幽ゆう霊れいや妖よう怪かいや、世間にあまねく怪異なんてものをこれっぽっちだって信じていな……

　──うわ!?

　ふと、ツツジの木こ陰かげから何かが覗のぞいているような気がして、慌あわてて目をそらした。待て、ぼく。意識を集中しろ。ここは、いつも上っている通学路でしかなくて、ただの山道だ。日が昇のぼれば、なんてことないただの田舎いなか道みちなんだ──そう唱えつつ、ぼくは、ただひたすら足早に坂を上る。上り続け──やっと見えた。前方に大度城学園の本校舎が浮うかび上がる。夜の闇やみの中、ぽうっと漆しつ黒こくの輪りん郭かくが顕あらわになる。

　ぼくの通う都立大度城学園中学校は、創立百年を超こえる学校だけあって、その校内には、さすがに古いものが多い。本校舎はそれこそ、二十年ほど前に改築されたから、そんなに古いものではないのだけど、通つう称しよう『理科棟』と呼ばれる特別準備棟なんて、しっくいで塗ぬり固められたその趣おもむきは明治の洋風建築物を思わせる。いまでこそ、近代的な中学校として存在しているけど、いわくありげなものが何なに気げに多い。

　そんな、深夜の大度城学園をひとりで訪おとずれるなんて──普ふ通つうありえない。




「恭一。今日の夜、ヒマだよね？」

　そもそもは、この断定的な言葉が始まりだった。

　授業の終わりを告げる鐘かねが鳴り、ざわついたクラスの中。

　ぼくが席でひとり帰り支じ度たくをしていると、澄すんだ声で話しかけてきたのは、水みず野のひなた──ぼくの幼よう稚ち園えんの時からの幼なじみ。すらり、とした脚あしを短めのスカートから覗かせ、いつもの陽光を思わせる笑え顔がおで立っている。

「……今日の夜？　何時くらい？」

　ぼくが聞き返すと、中学になってさらさらのショートボブにした幼なじみはにんまりとした。ひなちゃんは、笑うと小さなえくぼが出来る。そして、このきらきらとした目つきは、何事かたくらんでいる目つきなわけで──嫌いやな予感がする。
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「零れい時くらい、かな」

「…………」

　何でもないことのように言うけれど──思いっきり深夜じゃないか。

　そんな時間、普通に用事が詰つまっている中学二年生がいたら会ってみたい。

「そんな遅おそくに何を」

「そんなに脅おびえるなよー」

　幼なじみは、あはは、と明るく笑う。それから、誰だれもが授業からの解放感を満まん喫きつしているクラスの中をきょろきょろと見回し、もったいぶった口調でそっとぼくの耳元で囁ささやいた。

「……理科棟に忍しのび込むのだ」

　ぼくも彼女に顔を寄せ、囁き返す。

「いやだ」

「あ、そーゆーこと言うんだ？」

　ひなちゃんはいたずらっぽい目線でぼくを見る。

「こんなかよわい女の子ひとりで行かせるわけだ？」

　──う。

　この強ごう引いんな手法。小さな頃ころから何度、この手でひどい目に遭あったことか。

「何をするか教えてくれたら考える」

「いいこと。すごーく、いいことがあるの」

　いいこと。

　そのお決まりの言葉には幼稚園から続く、悪夢のような思い出が詰まっている。

「あのさ、ひなちゃん。忘れているなら言うけれど──ひなちゃんにいいとこ連れていってあげる、なんて言われていままでぼくはろくな目に遭っていないのだけど」

　そう、例えば──

　ザリガニがいる、と言われて行った底なしかえる沼ぬま。

　誰も住んでいないお屋や敷しきと言われて忍び込んだ、ヤクザの組長さんの家。

　果ては、草むらに潜ひそむ異次元空間と言われて、落ちた……深い枯かれ井い戸ど。

　中でも、この枯れ井戸事件はひどかった。

　ふたりして落ちたぼくらは、まる一日、見つけてもらえなくて、町内会総出の探たん索さく＆国家警察まで出動、という大おお騒さわぎになった。さすがのひなちゃんも、救出された時は涙なみだ目めだった。

「恭一。今度は信じて」

　ひなちゃんは、ぐっと真面まじ目めな目つきで言う。

　信じられるか、と言い返すより早く──

「いいね？　零時。校門前。懐かい中ちゆう電灯持参。よろしく☆」

　啞あ然ぜんとしているぼくに、マシンガンよろしくそう言い放つと、足取りも軽く、幼なじみは教室から出ていった。

　……はあ。

　こうやって、人のペースに乗せられるぼくはホント成長がない。

「水野、スタイルよくなったよなあ……あの、暴力女がなあ……」

　ひとり自己反省に入っていたぼくに、そう声をかけてきたのは──小学校五年からなぜかクラスが別にならない土つち屋や耕こう介すけ。

　て、なんだ、その髪かみ形がた。

「どう？　今日はすこしパンク風にしてみたんだけど」

　耕介は、ポケットからブラシを取り出し、そのショートモヒカンもどきな微び妙みような髪形を丁てい寧ねいにセットした。こいつは、自分でもバンドを組んでいて、その時々で影えい響きようされたアーティストの髪形を真似まねる。そして、たいていそれは似ても似つかない微妙なものに成り果てている。

「で、水野と何の話をしてたわけよ？」

　耕介は馴なれ馴れしく、しまりのない顔を近づけてきた。

「──いや別に」

　……こいつにだけは言えない。

　深夜、学校で待ち合わせ、なんて言えない。

「教えろよ、おまえは知らないだろうけど、水野のファンってさいきん多いんだぜ？　この俺様の美少女ファイルにもランクＡ登録させようと思ってんだから」

　……ファン？　美少女？

　ぼくは一度軽く耳に触ふれた。信じがたい発言に対するぼくの癖くせ。

「協力しろ。ささいな情報も網もう羅らしてこそ、こいつに値段がつくってもんなんだ」

　そう言いつつ、耕介は、年季の入ったノートをぱんぱんと叩たたく。

　……ていうか、売りものだったのか、それ。

　呆あきれて見上げると、耕介はぼくの肩かたを叩く。

「よし、わかった、この交こう渉しよう上手め。おまえには特別にとっておきの写真を見せてやろう」

　……いや、いいって。

　そう言う間もなく、耕介は数枚の写真を胸ポケットから取り出す。

「じゃじゃーん☆　なんと水野の隠かくし撮どり体操着＆水着写真！」

　……水着。

　いや、ちょっと待て、耕介。

　ぼくが、思わず手を伸のばすと、耕介は写真を頭上高く掲かかげた。

「見たい？　見たいだろ？」

　耕介はなんとも嬉うれしそうだった。

「ひひーやっぱ男の子だな、おまえも。孤こ高こうきどってたって、みんな女の子に興味あるわけよ。言え。水野と顔寄せ合って何の話してたんだよ？」

「…………」

　……ダメだ。こいつとぼくは脳の周波数が異なるに違ちがいない。

　ぼくはひとつため息をつき、うつむいてみせた。

　それは、いかにも迷っている、とでもいった雰ふん囲い気き。

　んん？　と耕介は顔を寄せてくる。

　……ぼくとひなちゃんが、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったりしていたのは、それこそ小さい頃だけだ。つまり、最近の発育著いちじるしいひなちゃんの裸ら身しんに近いものなんて、このぼくですら見ていない。そんなものをこの鬼き畜ちくが所有しているなんて不条理以外の何物でもない。つまり──

　ぱしっと、油断していた耕介からその写真を奪うばうと、ぼくはくしゃくしゃに丸めて、ポケットにねじ込んだ。

「あ～～～っっ!?」

　しつこく食い下がる耕介をなんとか引きはがし……ぼくは鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえ、勢いよく教室から飛び出した。

　背後からぼくを呼ぶ耕介の声を無視して、廊ろう下かに溢あふれる生徒たちをかき分けるように、階段を駆かけ下りた。下げ駄た箱ばこで靴くつを替かえる。

　風が、吹ふいた。

　外は、桜の回廊だった。

　舞まい上がるように、舞い降りるように──渦うず巻まく、春特有の季節風が、ぼくの周りに桜の花びらを舞わせ──無数の花びらが絡からみついてくる。

　まったく──桜、桜、桜。

　どこもかしこも桜だらけだった。

　日本人の大多数が、愛めで、慈いつくしみ、出会いと出発の象しよう徴ちようとするこの樹木。

　確かに、綺き麗れいではあるのだけど──いったい、いつからぼくは、桜の花が好きでなくなったのだろう？　見ていると、なぜか不安になった。残ざん酷こくで、儚はかなげで、そのくせ何かを言いたがっている。無む性しように胸の奥がかきむしられる。頭を振ふり、逃にげるように、丘おか沿いの枝道を駆け抜ぬけ──街を一望できる公園にたどり着いた。ようやく息をつく。ベンチに腰こしを下ろした。

　──水野のファンってさいきん多いんだぜ？

　耕介の言葉が頭から離れない。

　ひなちゃんに……ファン。

　そりゃあ、いまの水野ひなたの評判はクラスでも悪くない。

　面めん倒どう見みがよく、世の不条理を許さない、正義の味方気質。

　だけど、小さい頃ころを知っているぼくにとって──それは、おせっかいで、強ごう引いんで、女王様気質なわけで……ぼくは、といえば、自分の気持ちを表現するのが苦手なせいで、ずっと下しも僕べなわけだった。

　ポケットの中には、くしゃくしゃの写真。ちょっとためらったあと──出して広げてみる。写真の中ではひなちゃんが笑っていた。

　水しぶきをあげ、顔いっぱいで笑う、水着姿の水野ひなた。

　周りを華はなやかにする笑えみを浮うかべる、体操着姿の水野ひなた。

　なんだ、そんなにきわどい写真じゃないじゃないか。

　と、安心しつつも──ちらり。

　水着姿のひなちゃんの胸むな元もとに目を落とす。一度見て、慌あわてて目をそらした。

　まったく……女の子の第二次性せい徴ちよう期きってやつはすごい。

　っていやいや、そうじゃなく。

　確かに、最近ひなちゃんは変わったと思う。なんというか……身体からだが丸みを帯び始めた。髪かみがさらさらになって、唇くちびるが妙みように目に付くようになった。

　深夜の学校なんて冗じよう談だんじゃない、とは思うけど──ひなちゃんとふたりきりのイベントなんて久しぶりだった。

　で、約束の時間まで行くべきか、断るべきか、悶もん々もんと悩なやみ続け──結局、ぼくはここにいる。深夜のつづら坂を懐かい中ちゆう電灯を手に上っている。

　まったく……成長がない。




「恭ちゃん、遅おそいのです！」

「こっちだ、こっち！　早くしろ」

　だけど、校門前にたどり着いたぼくを待っていたのはなぜか──

　飛び跳はねる小こ柄がらな身体と、その横にもうひとつノウテンキな顔。

　春はる野の桃もも香かと土屋耕介だった。

　ふたりの横に腕うで組ぐみしたひなちゃんが立っていて、ぼくの姿を認めると、おす、とだけ言った。

「さあ、これにて隊員がみんな揃そろったので、これより理科棟探検へ出発なのです！」

　長い黒髪を翻ひるがえし、桃ちゃんこと、春野桃香が胸を張る。

「…………」

　話がさっぱり見えないぼくは、黙だまってひなちゃんに救いを求めた。

　ひなちゃんは、えぇと、とどこか言い訳するように言う。

「──まあ、そういうこと？　桃にね、誘さそわれたの。学園七不思議を検証するんだって。ほら、女の子ふたりじゃ……あれじゃん？」

　……あれってなんだよ。

「恭ちゃんも知ってるはずなのです！　大度城学園七不思議！　『幻まぼろしの地下回かい廊ろう』とか、『五分進んだ時計塔』とか！」

　すかさず、桃ちゃんが言い添そえた。

　眉まゆ毛げのところで揃えた前髪が、大きな瞳ひとみをより大きく見せるこの子は、彗すい星せい並なみの天然暴走娘むすめとして知られている。耕介同様、彼女も小学校から一いつ緒しよの腐くされ縁えんクラスメート。

「で、今回はこの『理科棟の魔ま女じよ』を検証するのです！」

「…………」

　……帰りたくなってきた。

　ぼくの落らく胆たんぶりなんてわずかにも解さず、桃ちゃんは、かわいらしく眉根をひそめるとわざわざ声のトーンを落としてみせた。

「なんでも、その魔女さんは、あの古びた理科棟の、ふつうは行くことの出来ない階にいて──」

「なんと運良く会えると、なんでも願い事を叶かなえてくれるってそーゆーわけだ！」

　耕介が割り込んだ。

　ぼくが不ふ審しんげに耕介を見ると、桃ちゃんが嬉うれしげに紹しよう介かいしてみせた。

「耕介くんに話したら、ぜひ参加したいってことなのです！　知的好こう奇き心しん旺おう盛せいな隊員はいつでも大だい募ぼ集しゆうなのですっ！」

　……はあ。

　つまり、小学校からのいつもの集団がここに結成、というわけだった。

「でもさ！　ホントに魔女さんに会えたらどーする？　願い事考えとかないと！」

　いや、ひなちゃん、魔女もいないし、願い事なんて叶えてくれるわけが……

「おれ、ギブソンの渋しぶいギターだな」と、耕介。

「あ、あたし新しい竹刀しないかな、いや、なんでもだもんね……洋服にしてもらおっかな」

　ひなちゃんが続くと、すかさず桃ちゃんは──

「桃ちゃんはもちろん、決まっているのです☆」

　勢いよくひなちゃんの腕に抱だきついた。すりすりと、頭をひなちゃんに擦こすりつけている。

「こ……こらっ！　桃っ！」

　それは、いつもの見慣れた光景であるわけで。

　そう。なぜか春野桃香は、ひなちゃんに惚ほれている。桃ちゃん曰いわく、小学一年時の初対面で運命の雷かみなりが落ちたらしく、それ以来、ひたすらひなちゃんにひっついている。

「ひなちゃん、つれないのです！　桃ちゃん真しん剣けんなのに！」

「だから、怖こわいんだって！」

　まだ魔女なんて会えてもいないのに、三人が三人とも大おお騒さわぎしていた。

　めでたい。めでたすぎる、この連中。

　断言しよう、魔女なんていない。幽ゆう霊れいや魔法なんてものも存在しない。まして只ただで願い事を叶えてまわる魔女なんてありえない。うさんくささもここまで来ると突つっ込みようがない。

「恭ちゃんはお願い事はないのですか？」

「いや、こういうネクラなやつに限って、すごいもの望んでたりするぜ、絶対」

　桃ちゃんと耕介に左右から突っ込まれ──すこし考える。

　願い事。

　そりゃ、あるけど。

　ぼくの願い事なんて、ひとつしかない。

　そして、それは絶対叶わないことだけがわかっている。たとえ魔女なんてものが存在したって、叶うわけがない。

　だけど、それは誰だれにも言えない、言ったところで誤解されるし、理解されるはずもない──ぼくだけの欠損。ぼくだけの闇やみ。いつだって、ぼくだけがセカイから外れてしまう、その理由は──

　突とつ然ぜん、ぽん、と背中を叩たたかれた。

「…………え？」

　ウェルカム・バック・ザ・ワールド。

　かろうじての、ぎりぎりで、ぼくは世界の端はしっこにぶらさがる。

　ひなちゃんは、何事もなかったかのように、桃ちゃんたちと笑いさざめいている。ぼくは──ただ、ぽかん、と幼なじみの横顔を見つめていた。ひなちゃんが、ぼくの傾かたむいた気持ちを戻もどしてくれたことに気がついたのは──しばらくしてからだった。

　そうなのだ。不思議なことに、水野ひなたという少女には、昔からこういうところがある。すうっと人の気持ちを読み、さりげなく支えることがある。そのくせ恩に着せるわけでもなく、説教がましいことを言うわけでもなく──ただ、なぜか、ぼくの傾きを察知し、そっと修正してくれる時がある。

　それは言うなれば──飴あめとムチ。

　いくら、おせっかいで、強ごう引いんで、女王様気質だろうと。

　いくら、子供の頃ころからめちゃくちゃな目に遭あわされようと。

　こんな突発的ネガティブ症しよう候こう群ぐんのぼくにとっては、救世主に思える瞬しゆん間かんがあるのは確かなのだった。




　夜の校内は、しん、と静まり返っている。

　昼間の喧けん騒そうの残ざん滓しがそこかしこに漂ただよっていて──それが心の闇を刺し激げきする。脳の中であらぬ妄もう想そうを膨ふくらませてしまう。

　つまり、一言で言うと、薄うす気き味み悪い。

　幽霊や魍もう魎りようや、超ちよう常じよう現象などの非科学的挿そう話わを頭から信じていない、ぼくにとっても薄気味悪いものは薄気味悪い。宿直の先生に見つからないように、懐かい中ちゆう電灯の明かりを足あし下もとに集中させ、ぼくらは理科棟の入り口まで進んだ。

　そそり立つ、洋風建築物。

　理科棟の本来の名めい称しよう、特別準備棟というのは、その名のごとく、理科の実験とか、家庭科の実習とか、図書室とか、通常の授業の枠わくから離はなれたことに使用する施し設せつ類が多々設けられている……にも拘かかわらず、理科棟と呼ばれるのは──一階の理科準備室の妙みように精せい巧こうな人体模型やホルマリン漬づけの各種生物見本の印象が強きよう烈れつなせいかもしれない。

「さて、いよいよ探検なのですが！」

　桃ちゃんが、理科棟正面で、ぼくらを呼び止めた。

「まず、魔ま女じよ伝説についておさらいするのです！」

　そう言うと、彼女はポケットから折り畳たたまれた紙を取り出し、広げた。

「えぇと──時は明治初期。当時、桜さくら岡おか村と呼ばれていたこの土地に、ひとりの女性がやってきたのです。彼女は敬けんなクリスチャンで、異人のお医者様だったご主人と息子むすこさんを不ふ慮りよの事故で亡なくし、哀かなしい思い出とともに、この村に現れたのでした」

　突然、意外な昔話が始まって、みな、それに聞き入った。

「──そして、村の人々とすこしずつ広がる交流の中、彼女が笑え顔がおを取り戻しかけた、その時。事件は起きたのです。村を襲おそう、流行はやり病の猛もう威い。大人も子供もばたばたと死んでいきました。ところが、彼女だけは、それが天てん然ねん痘とうであるということを知っていたのです。天然痘は、一度かかるとかかりません！　なので、彼女は種しゆ痘とうを村の人々に勧すすめたのです。が、病気に自分からかかる、ということがどうしても納なつ得とくいかない村人の中の口さがない人たちは、彼女が病気を持ってきたのだ、と言うようになりました」

　息を吞のむひなちゃんが、胸の前で手を組んだ。

「そして──悪夢の夜がきました。暴発した村人が、彼女の館やかたを襲しゆう撃げきしたのです。たいまつを手に、館を襲います。当時の村長は必死に村人の暴発を抑おさえようとしましたが──子供や家族を天然痘に奪うばわれていた村人たちは収まらず──女性を殺害しました。疫えき魔まの魔女、と叫さけびつつ……」

　うへぇ、と耕介が指を嚙かみつつ声をもらす。

　ぼくは──言葉もない。

　この話は初耳だった。

「その魔女とされてしまった哀しい女性の家が──この大度城学園、理科棟の原形らしいのです。ずっと後になって彼女に対する誤解を悔くいた村人は、手厚く弔とむらい、彼女の住んでいた館を再建したそうなのです。それが、昭和の始め、大度城学園に譲じよう渡とされた、この理科棟だったのです。だけど、女性は夜な夜な自分の館に似たこの理科棟を彷徨さまようようになり……そして、彼女を呼ぶ呪じゆ文もんで彼女本来の家に繫つながる、らしいのです」

　一同、しばらく言葉もなかった。

　しん、と静まり返る。

「桃、そんなことどこで聞いたの？」

「桃ちゃん、郷土史の先生に訊きいたり、図書館行ったりしたのです」

　ひなちゃんが訊くと、えっへんと胸を張る天然彗すい星せい娘むすめ。

　それを知って改めて見ると、この建物が別なものに見える。

　いや、魔女なんて信じていないけど──それらしくも見えたりするから、人間の脳って怖こわい。

「さて──ではでは、噂うわさを検証なのです」

　桃ちゃんが、錠じよう前まえの壊こわれた引き戸を開け、ぼくはそっと棟内を窺うかがった。当たり前だけど人の気配なんてない。

　暗くら闇やみの中、正面右にある階段を見上げ、ぼくは桃ちゃんに訊いた。

「これを上ればいいのかな？」

「まずは──そうなのです」

　まずは？

　桃ちゃんはポケットから別の紙を取り出し、ペンライトで照らした。

「えぇと……時は子ねの刻。東の階段を一度いちばん上まで上り、屋上に出る。そこで呪文を唱え……すみやかに西の階段を降りれば、魔女のすみかの入り口となるであろう……とあるのです！」

　……理科棟であった哀しい出来事はともかく。

　その情報の出所はどこなのだろう？

　訊きたいような、訊くのも馬鹿らしいような。

　まあ、こんなイベントさっさと終わらせるに限る。

　普ふ段だんは何の気なしに使用している古びた石造りの階段が、上に向かってひっそりと延びていた。あんな話聞いたせいか──なぜか今が明治時代にも思えてくる。

　いやいや──怪かい異いなんてない。幽ゆう霊れいなんて存在しない。

　ひとつ息を吐はくと、ぼくは勢いよく階段を上り始める。

　みな、さささ、と慌あわてて付いてきた。

「き、恭ちゃん足早いのです……！」

「ちょっと、耕介、へんなとこ触さわらないでよっ！」

「おい、いま、なんか変な音しなかったか？」

「……ちょ、待ってよ、恭一怖くないの？」

　ひなちゃんが珍めずらしく涙なみだ声ごえで叫んでる。

　ぼくだって、怖くないことはない。だけど、こうまで背後にへっぴり腰ごしの集団にぴったり抱だきつかれるとかえって腹が据すわるというものだった。

　二階、三階……特に何事もなく、石造りの階段を上りきると、屋上への入り口となる鉄製の扉の前に行き着いた。

　扉を開け放つ。

　途と端たん、ひゅう、と風が吹ふき抜ぬけた。

　人目につかぬよう、懐かい中ちゆう電灯のスイッチを切り、みな我先にと屋上に駆け出た。

　密閉された、どこか不ふ吉きつな空気のたまった室内から解放されたせいか、わあ、とひなちゃんが髪かみを押さえ、屋上を駆かける。桃ちゃんも嬉うれしそうに後を追った。

　もう、零れい時過ぎだというのに駅前のネオンは、まだこれからとばかりに瞬またたいていた。高台に立つ大度城学園の屋上から見み渡わたせる景色けしきは、ぼくも気に入っている。よく、授業をさぼって訪おとずれる。

「きれいだねぇ！　気持ちいい！」

「さいこーなのですっ！」

　幼なじみの少女たちは、あはは、と夜の屋上を走り回り、あちこちから夜景を楽しんだりしている。

　引いん率そつの先生になったかのような気持ちのぼくは、魔女探しはどうなったんだろうか、なんて思ったけど──ひなちゃんたちの嬉しそうな笑顔を見ていると、こういうのも悪くないかなという気がしてきた。

　ぼくも手すりまで近寄る。確かに春の夜風は気持ちよかった。

「なあ、恭一」

　ふと、ぼくの横に耕介が立つ。

「ホントに、魔ま女じよはいるのかな？」

　……いや、いるわけないだろ。

　ぼくが呆あきれて耕介を見ると、耕介は力なくうなだれた。

「どうしてなんだろうな。うまくいかないよな……」

　そう言うと、耕介はふう、と息をつく。

　ため息なんていつもの耕介らしくない。

「さて──続き、と行くのです！」

　夜景を堪たん能のうした桃ちゃんとひなちゃんがぼくらの横に駆けてきた。

　桃ちゃんは、再び、ポケットから紙し片へんを取り出す。

「えぇと……じゃ、呪文を唱えるのです！　よいですか？」

　みな、無言で頷うなずいた。

「お、大いなる精霊よ、その、か寛かん厳げんなる微笑ほほえみよ。御み言ことの命ずまま、その門を開きたまへ。我らを招じ入れたまへ──」

　ところどころ詰つまりながら、桃ちゃんはその言葉を朗読する。

「……この呪じゆ文もんは何？」

　ぼくがそっと訊きくと、ひなちゃんは囁ささやき返してくれた。

「これ、アニメのやつらしいよ」

　……おい。

　だけど桃ちゃんは真しん剣けんで──なぜか耕介も神しん妙みようこのうえない。ぼくは夜風にさらされた腕うでをさすりながら、ただ呪文とやらが終わるのを待った。待ちながらも、先ほどの話を思い返す。

　魔女、か──そんな哀かなしい謂いわれがあったことなんて知らなかった。だけど、いくら不幸な出来事が過去にこの場所であったとしても……幽霊や怪かい奇き現象なんて非科学的なものがこの世に存在するとは思えない。

　呪文、とやらが終わる。

　で──やっぱり、というか。当たり前、というか。

　何もない。

　何も起きない。

　西の階段にも変わった様子はない。

「あれぇ……？」

　桃ちゃんが首をかしげ、どこかほっとしたようなひなちゃんが息をつく。

「ど、どうしよう？　西の階段を降りてみる？」

「ですねー」

　桃ちゃんが、しょげた声で答えていると──

「おい……も、もう一回唱えてみないか？」

　耕介が囁いた。

「え……やめようよ」

　実は、ドキドキだったひなちゃんの言葉に──

「や……やめるわけにはいかないんだよっ」

　耕介の強い声。

　そんなにギブソンのギターが欲しいのか？

　ぼくが耕介の顔を窺うかがうと、不意に──耕介の顔が赤く照らされた。

「──え？」

　ぼうっと──月も雲に隠かくれた闇やみ夜よの中、不自然な光がどこかから届いた。互たがいの姿が浮うかび上がっていた。

　…………。

　ぼくは、懐中電灯なんて点つけていない。ていうか、誰だれも点けていない。

　その怪あやしげな光は、西の方向から注いでいて──

　ぼくは、顔を向ける。みな、その光の方向に目を向けた。

　西の階段へと続く、鉄てつ扉ぴの中央。

　曇くもりガラスの向こうに、明かりが灯ともっていた。

　鬼おに火びのように、ゆらゆらとガラスの向こうで……何かが揺ゆらめいていた。

「で、で、でたのですっっ！」

「きゃあ～～～っっ」

　次の瞬しゆん間かん、ひなちゃんと桃ちゃんは、元来た東階段へと駆かけ出す。ドタバタと凄すさまじい音を立て、扉とびらを開け放つと、きゃあきゃあと叫さけびながら駆け下りていった。

　ぼくは──動けない。目を奪うばわれる。夢じゃなく──確かに、ゆらゆらと扉の向こう、曇りガラスに何かの燃える灯あかりが浮き立っていた。

「マジか……？」

　耕介が震ふるえる声で言う。

　耕介は横にいた。逃にげずにそこにいた。

「……マジだよな？」

　いや、確かに夢じゃない。だけど、なんだって現実的に説明出来るはずなのに、ぼくは答えられず──納なつ得とくいく説明をなんとかひねくり出そうとしていた。

　が、説明なんてつく間もなく、赤い光は唐とう突とつに消えた。

　再び、辺りは闇となる。

　しん、と静まり返る中、ぼくと耕介は同時に唾つばをごくり、と吞のんだ。

　西側の扉向こうに、何かの気配があった。

　開けちゃいけない──不意にそう思った。

　それは、ほとんど直感だった。

「……繫がったんだよ、恭一」

　耕介がふらふらと前に進み出た。西の階段へ、歩を進めていた。

「やめろ、耕介」

　ぼくは耕介の肩かたをつかむ。だけど、耕介はぼくの腕を払はらった。

「魔ま女じよがいるんだ」

「…………」

　魔女なんているわけない──けど……けど、やめたほうがいい。

　そう言うつもりだった。だけど、ぼくの口からはなんの言葉も出てこなかった。耕介の表情はとんでもなく真剣で──その瞳ひとみは魔女の存在を信じたがっていた。そんな耕介に届く言葉なんて、何も思いつかなかった。

　ふと、耕介の声が耳に届く。風に散らされそうなほどの微かすかな呟つぶやき。

「マキと終わるわけにいかねぇんだ」

　──え？

　一度、耕介はぼくの方を見た。

「ギブソンなんていいんだ。俺、マキと最近うまくいってなくてさ。だけど、あいつが好きなんだ」

　マキちゃん、というのは、たしか耕介の彼女だった。

　もう、耕介は扉の前に着いていた。把手とつてに手をかける。ぼくは──動けず。

　耕介は扉を開けていた。

　耕介の脇わきから覗のぞかれる、階段。そこにはただ闇があるだけだった。だけど──ありえない。吸い込まれそうなほどの濃のう密みつな闇。塗ぬりつぶされたかのような、闇。わずかの踊おどり場ばすら窺えないなんて不自然だった。

　不意に、耳の奥で、ジリジリとノイズ音が聞こえた。と──闇の中、何かが浮き立つ。何かがせり出してくる。そして、それがゆっくりと姿を現した。もう、ここがどこだか──いつだか、わからなくなっていた。

　ぼくの視界に映ったモノ。

　それは──真白い、女の手だった。闇から……すう、と赤く塗られた爪つめ、形良くのびた指が、耕介に向けて差し出されていた。

「……さあ、願いを叶かなえろよ」

　耕介の震えた声。それは闇に向かって、〝魔女〟に向かって告げられていた。

　ぼくは、叫ぶ。

「耕介、よせ、やめろ。それは──」

　間ま違ちがっている。決定的に何かが間違っている。だけど──

　その何かってなんなのか。どう伝えたらよいのか。

　気がつくと、バタン、という猛もう烈れつな音とともに、扉は耕介を飲み込んだ。ゆっくりと、ノイズ音が去っていく。

「耕介……」

　何が──起きたのか。

　これは、夢じゃないのか。ぼくはいま、家のベッドに入って、こういう夢を見ているだけじゃないのか。何もかもが非現実的で、あらゆる知識がまるで意味をなさなかった。

　ぼくは、どれくらいそこに立ち尽つくしていたのか。

　やがて──震える足を叱しつ咤たし、扉に近づいた。ひとつ、息を吸い。

　扉を開ける。

　だけど、そこは……ただの変へん哲てつもない、石造りの階段があるだけだった。

「耕介──？」

　ただ、静せい寂じやくが返ってきた。

　──魔女なんて、いない。何かの間違いだ。この世に不思議なんて、ない。それはもう意地だったのかもしれない。ぼくは、懐かい中ちゆう電灯を点つけ、階段を下った。一歩、一歩、正確に。懐中電灯の光が切り裂さく闇を睨にらみつけながら。

　下りる、下りる、下りる──

　三階の図書室、二階の家庭科実習室、一階の理科実験室──すべて鍵がかかっている。

　どこにも耕介の姿はない。すこし拍ひよう子し抜ぬけがした。

　耕介は、そのまま、この理科棟から出ていったのだろうか。

　そのまま、廊ろう下かを進む。元来た階段まで戻もどり、引き戸を開けた。

「恭一？」

　ひなちゃんと桃ちゃんが、駆かけ寄ってくる。理科棟の前で寄り添そいあうように、待っていてくれたみたいだった。だけど──

「……耕介は？」

　──え？

　ひなちゃんの言葉が遠く響ひびいた。

「ずっと理科棟を見てたけど……誰だれも出てきてないよ？」

　そんな──馬鹿な。耕介は、西側の階段に消えて……ぼくはその階段を下りてきた。途と中ちゆう、隠かくれるところなんて……ない。

　ぼくはただ力なく振ふり返った。

　夜の闇の中。理科棟は、うっそうとそびえ立っていた。その古めかしい様式は何もかもを飲み込む怪かい物ぶつのようにただ黙だまって佇たたずんでいた。

　そして──土屋耕介は戻ってこなかった。




　　　　二




「馬鹿馬鹿しい」

　吉よし住ずみ怜れいは、長めの前まえ髪がみを払はらい、そう斬きって捨てた。

　明くる日──ホームルームの前。

　ひなちゃんたちが興奮気味に昨夜の事件を相談すると、この鋭するどすぎる眼光を持つ長身の学級委員はそう冷たく言い放った。

　腕うでを組み、ため息までついてみせる。

「魔ま女じよなんかいるわけがない」

「ホントなのですっ！　階段で、鬼おに火びがゆらゆらで、ひーっっと逃にげて、気がついたら、耕こう介すけくんは魔女に連れていかれたのですっっ」

「夢でも見たんだろう」

　興奮気味の桃ももちゃんに、吉住はにべもない。

「でも、耕介いつもと違ちがうよ！」

　ひなちゃんも言い添えた。

「夢なら、家で見てくれ」

　吉住はそう無ぶ愛あい想そに言い放つ。

　まあ、昨晩ならともかく、いまとなっては吉住がこう言うのも仕方がない。

　ぼくは、教室の前の方に目をやった。

　そこには──昨夜、理科棟に消えたはずの土つち屋や耕介の姿がある。

　耕介は、はしゃぎながらクラスメートたちと馬鹿話に興じていた。

　そう──なぜか、耕介はいつものように今日、学校に来ていた。あの後、ぼくらが心配して校内を一時間も捜していたにも拘かかわらず。

　朝、登校し、耕介の姿を見かけるなり、ひなちゃんが怒いかりモードで、問いただすと──

「わりいわりい。でも、一時間も待ってるなんて、アホじゃね？」

　そう馬鹿にしたように、耕介に、うかか、と笑われた。

　その様子は、どこかいつもの耕介と違って見える。でも、それは昨晩の奇き妙みような出来事を経験した、ぼくとひなちゃんと桃ちゃんだけなのかもしれない。
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「何にしても」

　吉住は言う。

「探検なんてものはほどほどにしておけ。うわついているからそんなふうに思えるんだ」

　一刀両断、だった。

　ぶー、と頰ほおを膨ふくらませる桃ちゃんを尻しり目めに、吉住が席に戻る。

　その時、「どいて」と無愛想に、昨日のテレビの話題で盛り上がっていた女子たちの間を通り抜ぬけたけど──どかされた女子たちはといえば、ほう、とため息をついたりしてるから始末が悪い。

　そう──今年同じクラスになった吉住怜は、十人が十人振り向く容姿をもつ。少年期の面おも影かげと、身に付けつつある精せい悍かんさの絶妙なブレンド。やや長めの黒髪は無造作なくせに、自然と流れていて、切れ長の目は鋭く理知的だった。おまけに、成績優ゆう秀しゆうで、家は江え戸ど時代から続く居い合あい道どうの名家ときてる。

　が、吉住怜が吉住怜たる主成分といえば──

　この誰もが一度は引く、無愛想加減。無感動、と言ってもいい。笑え顔がおなんて誰も見たことがない。ぼくとは別の意味での、世界から外れた存在な気がする。

　が、その超ちよう然ぜんたる態度にファンが多いのもまた事実なわけで──ひなちゃんまでもが、どこか上うわ目め遣づかいで、どぎまぎとその様子を見守っているのが腹立たしい。

　だけど──うわついている、か。

　ぼくは、両腕を交差させ、そこに頭をのっけたまま考える。

　怪異なんて、ない──そのぼくの思想は揺ゆらいでいない。

　耕介に関しては、昨晩ぼくらとは別ルートで家に帰っていた、ということはまあ、有り得る話だった。

　だけど──ぼくだけが見た、闇やみから生じ出たあの白い、女の手。

　真夜中の学校であんなものどう説明したらよいのか。

　突とつ然ぜん、ぼくの肩かたが、どん、と叩たたかれる。

「寝ねてないでよ」

　顔をあげると、ひなちゃんだった。

「恭きよう一いちはどう思ってるの？」

「どう思うって──耕介はあんな感じだったような気もするし」

「耕介じゃなくて……あの、火の玉だよ」

　ひなちゃんは、口に出すだけで寒気がする、といった面持ちで言った。

　火の玉。雨が降ると、人骨から浮ふ遊ゆうした燐りんが発光し、人ひと魂だまに見える──そんな話は聞いたことがある。だけど、あの日は、雨も降っていなかったし、人骨なんて屋上にあるはずがない。

「みんな、見たじゃん？　ありえないよ！」

　火の玉だけで、男まさりのひなちゃんがこんなに脅おびえている以上、白い手のことなんて口には出せなかった。




　で、昼休み。

　ぼくが、購こう買ばい部に向かおうと立ち上がると……背後からひなちゃんにぐぐい、と捕つかまえられ、教室の外にまで引きずり出された。

「なに？」

「いまから、もう一度、あの階段行くよ」

　やばい──ひなちゃんの瞳ひとみが燃えている。

「いまから？」

「昼間ならきっと鬼おに火びも出ないし、それに昨晩の謎なぞが解けるかもしれない」

　そうかな──と思うけど、同時にぼくのお腹なかがなった。

「お腹空すいているのはあたしだって一いつ緒しよだけど、恭一だって、気になるでしょ？」

　ひなちゃんの一本気気質がいかんなく発揮されているようだった。

　ぼくとしては、とりあえずもう忘れようかと思っていたのだけど。

「なんか──やっぱ耕介おかしいよ。隣となりの席のコに聞いたんだけど──授業中ぶつぶつ何か言ってるんだって。まるで意味わかんないこと……めーかい？　とか王様になるとか……なんか耕介じゃないみたいって」

　校舎の階段を下へと下りつつも、ぼくはひなちゃんの横顔を窺うかがう。

　その顔は、本気で耕介を心配していて、真しん剣けんに昨夜の事件を解決する気でいる。ひなちゃんのエンジンに火が入る様子は何度も見てきているけど、その度たびにこの子はホントに正義の味方気質なんだな、と思う。

　困っている人が見過ごせない。不条理な物事が許せない。相手が先生だろうが、世の中だろうが、猪ちよ突とつ猛もう進しんする。その生き方は、まったく怖こわい物知らずで、不ふ干かん渉しよう主義のぼくとしては、実にひやひやする。

「……ちょっと、恭一？　聞いてる？」

　ふと気がつくと、ひなちゃんは、ぼくを睨にらんでいた。

「あ……ごめん」

「もうっ！　つまり、恭一の言う通りだとすると──耕介が西の階段に消えて、恭一は、耕介の後を追って西の階段を下りたんだよね？　後ろから恭一。前にはあたしたち。それで消えちゃうなんておかしくない？」

　……うん。おかしい。

「ということは──途と中ちゆうで恭一やあたしたちとは別の道で外に出られるはずなんだよ」

　ぼくは、考えていたことを述べてみた。

「理科棟って階段がふたつあったよね？　入り口すぐの東階段と耕介が消えた西の階段。耕介は、二階か三階で廊ろう下かを横切り、東側の階段に行ったんじゃないのかな」

　ひなちゃんは、んー、と腕うでを組む。

「それにしたって出口はひとつじゃん？」

　確かに。よくわからない。

　購買部についた。

　ふたりしてあんぱんと牛乳を買うと、そのままひなちゃんに引っ張られるように理科棟方面に向かう。

「ひとつ……謝らなきゃ」

　中庭に出たところで、ひなちゃんがぼくの方を振ふり返り、言った。

「あたし……誘さそっておいて、先に逃にげ出しちゃった。ごめん」

「別に、慣れてるから」

　ひとりになるのは慣れている。

　それより、他人ひとといることの方が気を遣つかう。相手の気持ちばかりに気を遣ってしまって、結果気に障さわるようなことをしでかしてしまうから。

　それは、そういう意味だったのだけど。

　え──？　まずい。ひなちゃんのまなじりが上がっている。

「いや──」

「あたしがいつも先に逃げるってこと？」

「そうじゃなくて」

「あたしがいつも、恭一を変なことに巻き込んでいるってこと？」

　それは、そうだけど──いや、だけど、そういう意味じゃなくて……

　なんて言うべきか、ぼくが迷っていると、直情径行型の幼なじみは、ショートボブと短めのスカートを翻ひるがえし、もういいよ、とぼくに背を向けた。

「……もういいって？」

「あたしは気になるから、ひとりで調べる。他人のことなんか興味ない恭一はご飯食べてなよ。ごめんね、巻き込んじゃってさ！」

　そのまま、あんぱんをくわえ、ひとりぷりぷりと理科棟へと入っていってしまった。

　ぼくは、ぽつん、とひとり渡わたり廊下に取り残される。

　他人に興味がない、のじゃないのだけど。ぼくは他人のことを気にかける前に、自分の言葉に、佐倉恭一という存在に、自信がないだけなのだった。

　耕介の様子がおかしいというのは、実のところ、ぼくも感じている。あの時──西の扉とびらが開いた時。塗ぬりこめたような闇やみの中から白い手が伸のびた時。ぼくは、耕介を引き止められなかった。確信にも近い思いで、耕介が行ってはいけない領域に踏ふみ出そうとしているのを感じていたくせに、止められなかった。

　ぼくにもっと意思を伝える能力があれば。

　ぼくがもう少し、この世界の人たちと意思疎そ通つうがうまければ。

　ひなちゃんだって怒おこらせずにすむし、耕介だって止められたかもしれない。

　……ふう。

　ホント、世界から──外れてる。

　こういう時、本当にそう思う。

　ぼくだけが世界から外れている、と思う気持ち。

　だけど、それには明確な理由がある。

　それは──ぼくには、四歳から前の記き憶おくがない、ということに由来する。

　何もかも憶おぼえていない、というわけではなく……両親の顔は浮うかぶし、断片的な情景も浮かぶ。だけど、いつもそこには何か大きな白い欠損が存在している。巨きよ大だいな白い闇が横たわっている。

　その白いところに何があったのか。それを考えようとすると、頭が割れそうに痛み、堪たえ難がたい恐きよう怖ふに襲おそわれる。両親に訊いても、別に幼少期事故にあったわけではなく、何か心理的外傷トラウマを受けるような事件もなかったらしい。

　──ああ、キミくらいの年ねん齢れいにはよくある悩なやみだよ。

　たまに、物分かりのいいやつにそう言われる。そうじゃない。そんなものではない。何かが間ま違ちがったまま、止めようもなく、成長してしまったような気持ち。周りの何もかもに連帯感を感じなく、共感できない、ぼくの欠損。こんなこと説明しても誰だれもわかってくれなかったし──

「ほらほら。コーラ飲みな」

　……説明しないと……て、え？

「ね。いいから。コーラ飲みな」

　いきなり、つやつやと水すい滴てきの光るストローつき紙コップを渡された。

「ほら、早く。ぐぐぐいっと。げっぷが出るまで！」

　ぽんぽん、とあられの如ごとく浴びせられる勢いのよい言葉に、ぼくは思わずストローから咽のどを焼くような炭酸飲料を流し込んだ。

「おお～っ☆　いい飲みっぷりだね！」

　せき込む。

　涙なみだが滲にじんだ瞳ひとみで、目の前を改めて見ると──見知らぬ女性がいた。




「タバコ吸うけど、いいかな？」

　校内は当たり前に禁きん煙えんです、と言う間もないうちに、その女性はポケットからとり出したメンソールに火をつけた。

「あ～～っうまい！　やっぱタバコはお天てん道とうさまの下がいちばんうまいな！」

　……なんなんだろう、この人？

　ぼくと、その──明るい色の長い髪かみをパイナップルのように頭上高く結ゆった奇き妙みような女性は理科棟横のベンチに腰こしを下ろしていた。

　原色鮮あざやかなキャミソール。大きめのベルトに、革かわのミニスカート。長い脚あしを自然にすらり、と組む。酒場辺りによくいる感じのお姉さん、といったらわかりやすいかもしれない。赤の眼鏡めがねをかわいらしく鼻にひっかけ、いたずらっぽい視線でぼくを見る。

「よろしく。御み門かどあずさ。あずさ、でいいよ」

　いきなり、握あく手しゆしてきた。

「──佐さ倉くら恭一です」

　握にぎり返した彼女の手は、温かくて、柔やわらかくて──

　マニキュアが──赤い。

　たしか、昨日闇から出た白い手も、こんな感じの爪つめをしていた。

「佐倉、恭一くんね。憶えた」

「あの」

　ぼくは、いつまでも持っていたコーラのコップを御門あずささんというその女性に返すと、訊きいた。

「どなたなんですか？」

「それよりさ──」

　あずささんは、ぼくの質問なんて軽くスルーして尋たずねてきた。

「ここらで、わっか見なかった？　チョーカーなんだけど。首に嵌はめる」

　──チョーカー？

　そんなもの、見ない。

「見てないです」

「そっかあ……」

　途と端たんにがくっと首を垂れる謎なぞの女性。肩かたもがっくりとしていて、見るも哀あわれだった。

　ぼくは──ひとつ、カマをかけてみた。

「探し物ですか？　あ、それで昨晩、理科棟にいたんですか？」

　すると、このパイナップル頭の妙な色気をもつ女性は、つい、とぼくを見た。

「きみ、昨日の夜、理科棟にいたの？」

　その視線には先ほどまでの気楽さがなかった。

　ぼくが気け圧おされるように黙だまっていると、

「ダメだよ、あんなとこ夜来ちゃ。よい子は寝ねてる時間でしょー？」

　そうは言いつつも、うはは、とあずささんは豪ごう快かいに笑う。

「で、何してたの？　深夜の学校なんて。肝きも試だめし？」

　まあ、そんなものです、とぼくが答えると──

「やったやった、わたしも学生の時！　いやあ懐なつかしいなあ……」

　あずささんは優やさしい目をして遠くを見つめた。

　春風に、額の後おくれ毛がふわりと揺ゆれていた。

　ぼくはその様子をなんとなく眺ながめたあと、この人は何者なのだろう、と考えていた。年ねん齢れいもよくわからない。大学生には見えないし、二十……五？　六？

「きみらくらいの年齢はいろいろとあるんだろうけどさ」

「はい？」

　不意に、あずささんが、ぽつり、と呟つぶやいた。

「だけど──この理科棟は、あまり感心しないな」

「なんでですか？」

　ぼくが訊くと、あずささんは、んふふ、とかわいく笑ってみせる。

「……魔ま物ものが出るから」

　──魔物？

　この人もこんなことを言うのか。

　そう思っていると、あずささんは、どこか哀かなしげな目つきで背後の理科棟を振ふり返る。
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「この理科棟とうはいろいろと因いん縁ねんがある建物なんだ。大お度ど城き学がく園えん七不思議。知ってるでしょ？　時計塔とう、理科棟、音楽室、部室棟のトイレなどなど──まあ、だいたいは取るに足らない噂うわささ。だけど、噂も度が過ぎるとね、〝場〟を作ってしまう」

「場？」

　ぼくはあずささんの横顔をみつめた。その顔はまた別の表情を見せる。今度は、見た目以上に年齢を感じさせた。

「そう。人の魔ま性しように対する興味が〝場〟になる。そうするとね、集まってしまうんだ。浮ふ遊ゆうする哀しい想おもいが」

　……意味がわからない。

「まあ、この理科棟なんてね、やばいわけさ。そう、地下なんか特にやばい。授業で使うのは仕方ないにしても、地力が低くなる夜なんか近寄らない方がいいね」

　要するに……彼女は、深夜の公共施し設せつに忍しのび込むな、と言っているのだ。

　大人の常じよう套とう手段。子供に行かせたくない場所には、怪かい談だん話を設定する。

　きっと学園関係者なのだろうけど、なんだかとんでもなく子供扱あつかいされたようで、馬鹿馬鹿しくなった。一いつ瞬しゆん、どこか他ほかの大人たちと違ちがう何かを感じたぼくが馬鹿だった。

　ぼくは立ち上がる。

「コーラご馳ち走そうさまでした」

「もう行くの？」

「ええ。疑問も晴れましたし」

　ぼくがそう言うと、座ったまま、あずささんはまじまじとぼくを見上げていた。その、何もかもを見通す視線は──ぼくを裸はだかにするようで、どぎまぎとする。落ち着かない気持ちにさせる。

「な……なんですか？」

「うん」

　にこにこと、パイナップル頭を揺らし、彼女は頷うなずく。

「キミ、面おも白しろい心の形してるな」

　──心の……形？

「瞳ひとみに勇気をたたえろよ、少年」

　そう、あずささんはにっこりと笑う。そのまま立ち上がると、あずささんは肩かた口ぐちで手を振り、去っていった。ぼくは、ぼう然とその後ろ姿を見送る。

　瞳に──勇気。

　意味不明なうえに、とことん、子供扱いだった。

　もう、いいや──三十歳に決定。




　……夢を見た。

　ゆるく風の吹ふく、夜の理科棟。

　ひなちゃんがいる。桃ちゃんがいる。耕介がいて──なぜか、あの御門あずさという人がいる。

「どうして？」

　ひなちゃんがしつこく涙なみだ声ごえで叫さけんでいた。誰だれに何の疑問をぶつけているのかはわからない。ただ、あずささんと桃ちゃんは哀しげにうつむいていた。

　耕介は、といえば──笑っていた。

　見たことないような表情だった。ここまでおかしいことが世の中にあるなんてぼくには想像出来ない。だけど、心底おかしそうに、耕介は腹をよじって笑っていた。

　その時、階段へと続く鉄の扉とびらが音も無く開く。

　扉の向こうから何かが出てくる。

　見てはいけない──

　誰かが言った。

　ぼくは、見ないようにした。だけど──首が回せない。瞳を閉じることが出来ない。そのまま、目が闇やみの奥に吸い寄せられる。

　何かが、出てくる。

　ここは──異界だ。

　あずささんがぼくの肩に手をかけた。

《吞のまれるな》




　そこで目が覚めた。

　勢いよく、がばっと起きたせいで……ひなちゃんが、桃ちゃんが、クラス中が、ぼくを見ていた。現国の教きよう諭ゆ、荒あら井い正せい十じゆう郎ろうが、じと、と冷たい目でぼくを見ていた。

「あほ」

　ぼくの後ろの席──ひなちゃんが小さく呟つぶやく。

　何事もなかったように、体勢を直すと、ぼくは適当に教科書を開き直した。

　昨日、耕介事件のせいで、家に帰ってもろくに眠ねむれなかったせいか、いつの間にか眠りについていたらしい。

　変な夢だった。

　さっき会った、御門あずささんという女性の印象が思ったよりも強かったのかもしれない。それに、昨晩の理科棟の出来事も。

「コホン。では──春はる野の、本文を朗読」

「は、はいなのです！」

　荒井が指すと、桃ちゃんは立ち上がり、教科書を手に朗読を始めた。

　──いや……

　頭の中で、何かが引っかかっていた。

　誰かが言った、何かの言葉。

　──別の道で外に出られるはずなんだよ。

　その言葉は、確かひなちゃんだ。

　──特に地下なんか、やばい。

　この言葉は、あずささんだった。

　あとひとつ、何かがひっかかっている。

　桃ちゃんのたどたどしい朗読が耳に入ってくる。

「えぇと……メロスは激げき怒どした。必ず、かのじゃとも？　ぼうぎゃくの、王を除かなければならぬと……」

「……それは、じゃちぼうぎゃく、と読む。邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくの王とは、悪わる知ぢ恵えに長たけたとんでもない政治をする王様、ということだな」

　荒井の指し摘てき。桃ちゃんはあたふた、と読み直した。

　って……待てよ──王……？

　桃ちゃん……何か、桃ちゃんが言った言葉──

『幻まぼろしの地下回かい廊ろうとか、五分進んだ時計塔、とか』

　そうだ──数あるくだらない、学園七不思議のひとつ。

『幻の地下回廊』──たしか理科棟と本校舎は、地下で繫つながっているとかって噂うわさじゃなかったか。

　ぼくは、席についている耕介をそっと見た。

　何かをぶつぶつと言っていた。

　ひなちゃんは、なんと言っていた？

　めーかい……王になる……

　地下回廊──めーかい。めーかいって……冥めい界かいじゃないのか？

　ぼくは、再び、立ち上がる。

　また、クラス中が見た。

　背後で荒井の怒ど鳴なり声が追ってきたけど──

　何かが、繫がりかけていた。

「早退します」

　ぼくは、教室を飛び出していた。




　理科棟三階にある、図書室には数人の生徒がいるだけだった。

　おそらくは自習となったクラスの生徒たちが、それぞれ閲えつ覧らん机で思い思いの本を読んでいる。ぼくは、貸し出し机の奥に座っていた、司書らしき女の人に訊いてみた。

「すみません、授業で郷土史があって──この学園の土地について調べているのですが」

　女性は、無言でにっこり笑うと、図書室の奥を指さした。

「あそこにいる男の子もそう言ってたわよ」

　──え？

　見ると、ふわふわの髪かみをした小こ柄がらな男子生徒が何かの本を見ている。

「あの子が見ているのが、大度城学園と桜さくらヶが丘おかの歴史。あなたもあの子と同じクラスの生徒さんかしら？」

　いや──あんなやつ見たことがない。誰だれだろう？

　ぼくは、司書の女性にお礼を言うと、そいつに近寄った。

　そいつは、ぼくの方をちら、と見た後、黙だまってまた本に視線を下ろす。

　いけすかない、嫌いやな目つきだった。

「あの」

　近寄り、ぼくが声をかけると、そいつは顔も上げずに言う。

「この本なら貸さないぞ」

「…………」

「まったく……暇ひまだな。おまえも魔ま女じよ伝説とかに首を突つっ込んでるのか？」

　──なんだ、こいつ。

　ぼくがむっとしていると、そいつは構わず話し続ける。

「さっき、昼休みに水野とかいう変な女が来た。その本見せろ、とか人が見ているのにずうずうしく言うから、ふざけるな、と言い返した。そしたら、なんだあの女。貸せこら、とか言ってボクからこの本を奪うばった。ありえねーだろ？　人が読んでるんだぜ？」

　それは間ま違ちがいなく、ひなちゃんだろう。目に浮うかびすぎる。

「キミは？」

　ぼくが尋たずねると、そいつは、ちら、とぼくの襟えりもとの級章を見た。

「おまえと一いつ緒しよ。二年三組──森もり井い透とおる。ああ、昨日今年初めて登校したから知らないだろうけどな。クラスメートだよ、いちおー」

　ふわふわの柔やわらかそうな髪をうるさげにかき上げると、舌打ちせんばかりにそう自己紹しよう介かいする。

　こいつが。

　ひとり、うちのクラスに引きこもっているやつがいるって聞いてはいたけど──こいつだったのか。

「まったく、暇だな、おまえら。言っておくけど、この本は見せないぞ。ボクが先に見ていたんだ。ボクの後にするんだな」

　こいつ、つくづく口が悪い。吉住といい、この森井といい、今年のクラスメートはひたすら感じ悪い。

「じゃあ、一緒に見せてもらうわけにはいかないかな」

「お断りだね。男と顔寄せて本読むなんて、ありえねーだろ」

　なんか……ひなちゃんが本を奪い取った気持ちがよくわかった。

　とりあえず、他ほかにこの建物や大度城学園に関する本がないか探してみたけれど、森井の手の中にある、それ一冊だけのようだった。

　理科棟に地下が本当にあるのか。それがどこに繫つながっているのか調べたかったのだけど──仕方ない。

　ぼくは図書室を出て、先に昨日の階段に向かうことにした。図書室の奥に裏口があって、そこを開けるとその階段に出る。

　やっぱりこちらは誰も使わないらしく、埃ほこり臭くさい、独特の香かおりがする。

　一度、上に上ってみる。

　ここは、三階なので、すぐ屋上入り口へと行き着いた。石造りの踊おどり場ばには何も変わったものなどない。

　ひとつため息をつくと、そのまま階段を下った。

　三階、二階、一階──

　代わり映ばえのしない石造りの景色。

　だけど、その代わりどこにも階数表示がないので、しっかり意識していないと、ここが何階かわからなくなる気もした。

　あれ──？

　一階まで下りて、気がついた。

　廊ろう下かの窓から外の景色が見える。外は中庭で、そのむこうに保健室がある。

　だから、ここは確かに一階だった。

　だけど、下りきった階段の横をぐるっと回るとまだ先がある。

　その時、何かが頭の中でちかり、と光った。そうか──

　幻まぼろしの地下回廊──理科棟と本校舎は地下で繫がっている。

　昨晩……白い手の女と耕介は、この先に進んだのではないか。なのにぼくは、一階だからそのまま出口に向かった。それなら、ぼくが後を追ったのに耕介が行ゆく方えしれずになった謎なぞは解ける。

　その考えは当たっている気がしていた。ぼくは、その先に進んでみた。

　薄うす暗ぐらく狭せまい廊下の先──また階段があった。ひとつ、ごくり、と唾つばを吞のむ。どうせ、ボイラー室か何かに決まっている。そう、自分に言い聞かせ、その階段を下った。

　下りきった階段の先には鉄の扉とびらがある。ぼくは、そこまで行き着くと、ひとつ息をついて、把手とつてに手をかけた。回す。鍵かぎはかかっていない。

　開けた。

　ただの闇やみがあった。

　この闇には見覚えがある。ねっとりとした絡からみつくような、闇。

　何も……見えない。

　さっき見た夢──あずささんの言葉。

　──見てはいけない。

　──ここは、異界だ。

　いや。ここは、二十一世紀の日本で、世の中に怪かい異いなんてなくて、すべてが科学で説明できるはずだった。ぼくまで吞まれてどうする、そう自分に言い聞かせた。

　手を壁かべ沿いに這はわせ、ぼくは明かりのスイッチを探した。冷たく硬かたい存在感が手のひらに跳はね返ってきて、なかなかスイッチらしきものが見つからない。

　と──

　ふと、手に何かが触ふれた。

　それは……わっか、だった。

　わっか？

　なんだ、これ？

　刹せつ那な。

　凄すさまじい光の奔ほん流りゆうが周囲を制圧し、何かが首に絡みついた。温かく、人工的な、何か。脳内に碧みどりの文字が溢あふれ出す幻げん覚かくに襲おそわれ。

　一いつ瞬しゆんだけ、桜の花びらが視界いっぱいに広がって。

　誰だれかの懐なつかしい笑え顔がおが……頭の中いっぱいに広がった。




　　　　三




　どれくらいの時が過ぎたのだろう？

　意識を取り戻もどしたことすらずっと気づいていなかったのかもしれない。

　なにしろ、辺り一面はただの塗ぬりつぶされたかのような……闇だった。

　無意識と有意識の境界線がはっきりとしない。だけど、冷たいコンクリートの感かん触しよくが頰ほおに触れていること、それに漂ただよう埃ほこりの匂においが、ここは現実だ、と訴うつたえていた。

「……う」

　倒たおれた時、身体からだのどこかを打ち付けたらしく、腕うでと腰こしに痛みが走る。

　だけど、その声もどこか反はん響きようする。ここが室内だとわかる。

　そうだ──ぼくは、理科棟の地下へと下りて……明かりのスイッチを探していて……何かに触れた。光が辺りを包んで……

「──起きれるかい？　坊ぼうや」

　その声は突とつ然ぜん過ぎて、心臓が止まるほど驚おどろいた。

　不意に、ぼうっと辺りの様子が浮うかび上がる。空間にノイズが走った気がした。

　ていうか。ありえない。

　ここは──

　それは無限回廊という言葉が思い浮かぶほどの広こう壮そう空くう漠ばくな空間で……先が見えない。室内であるはずなのに、見えなかった。天てん井じようは遥はるか上にあり目を凝こらすと、周囲には見たこともない巨きよ大だいな太古の神々の像が鎮ちん座ざしていて──ぼくを見下ろしていた。

　その中央に──場ば違ちがいと言って、これほど場違いなものもないだろう──赤の１９６５フォード・マスタング・コンバーチブルが停とまっている。

「いらっしゃい、ぼーや」

　そのマスタングの扉部分に寄り掛かかるように──微笑ほほえむ、黒スーツの美女。

　どこに目をやっていいのかわからないほど、大きく開けた胸むな元もとにはスカル・アクセサリー。長い脚あしを優ゆう雅がに交差させて、軽く腕を組む。赤い豪ごう奢しやな髪かみが胸元にまでなだれ落ち、凶きよう悪あくな輝かがやきを放つ両の眸ひとみは大きく見開かれている。

「ようこそ、基子シエル回廊クラスタへ」

　ルージュの唇くちびるを開き、女が微笑む。

　──シェル……クラスタ？

　この人が──魔ま女じよ？

　いや……いや魔女なんているわけが──

「あーあ。界層内素体と干かん渉しよう。事態はよりまずくなってくね」

　ガラスを鳴らすような声が響ひびく。

　女の背後──

　マスタングには、さらにふたりいた。助手席に銀ぎん髪ぱつの小こ柄がらな少年が頰ほお杖づえをついていて、その背後には、マスタングの馬鹿広いバックシートが手て狭ぜまに見えるほどの巨きよ漢かんが、どっしりと腰こし掛かけている。

「てかさ」

　女は苛いら々いらと豊かな髪をかきむしり始めた。

「なんで、空間閉じとかないわけ？」

「僕に言わないでよ」

　やれやれ、と少年は肩かたをすくめる。「この界層は朱しゆ璃りさまが、関かかわるなって、ここだけは関わるなって、あの普ふ段だんは寝ねてるんだか、惚ぼけてるんだか、わかんない、あのひとが唯ゆい一いつお面の下の目をギラギラって光らせるくらい、口すっぱくして言う場所じゃない？　この界層に来たのは、ミルファの意思なわけだし、僕とドディは巻き込まれた、という見解が正しいと思うのだけど」
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「るさいわねっっ！　あんたはいつも小こ理り屈くつばかりこねるのよっっ！　デバイスをちょいいじるくらいなんの手間でもないじゃん？　いくら間が悪いあんたのセッティングにしたって、納なつ得とくできるわきゃないでしょーが！　何回失敗してんのよっっ」

　なんか……仲間割れしてるようだった。

「接続なら遮しや断だんするけど──」

　少年は女に反して終始冷静に、ぽつり、とそう言うとぼくを見た。

「そいつ、どうするの？」

　女も、ぼくを見る。

「仕方ないでしょ。まだ、この状態じゃ障害も残らないわよ」

　──障害。

　銀の髪の少年は、また肩をすくめた。

「まあ、記き憶おくの欠けつ如じよなんて珍めずらしくもないか。りょーかい」

　──記憶の欠如。

　──たいしたこと、ない？

「ふざけるな」

　ぼくが言おうとした、そのセリフは、だけど、ぼくの背後から響いた。

　振ふり返ると──あの、怪あやしげな水商売系フェロモン女性、御み門かどあずささんがいた。

「人の記憶をなんだと思ってるのよ、ミルファ」

　コツコツと地下世界に、ハイヒールの靴くつ音おとを大きく響かせ、その輪りん郭かくを顕あらわにする。

「あんたらこんなところに、回かい廊ろう作ってたわけだ？　この学園にこれだけ〝場〟が多いのはおかしいって思ってたけど──ふざけんじゃないよ。土つち屋や耕こう介すけに蟲レウを憑つかせたのは、あんただね？」

　あずささんに、昼休みのお気楽な雰ふん囲い気きはない。別人と見まごう厳しい顔つきでそう言い放った。

　やれやれ、と女性は髪をまたかき回した。

「そっか──あんたなんだ、プルコ。こんな捩ねじれ、ひび割れた界層に好き好んで配属を希望した監かん査さ官って」

　──訳がわからない。何を話しているのかも、この人たちが誰だれなのかも。ただ、わかるのはぼくが限りなく場ば違ちがいだ、ということだけだった。ぼくは間違って、ここにいる。いてはいけない場所にいる。

「大度城学園七不思議のひとつ──理科棟の魔女。その言い伝えを利用して、土屋耕介の心の隙すきを突つく。心のフィルターを破る。そこに、蟲レウを取り憑かせたってわけだ？」

　あずささんの指し摘てきに──ミルファ、と呼ばれた赤い髪の女性は言う。

「あはは……いーじゃん、すこしくらい。この界層、恋天使ラブエルがいないんだろ？」

「すでにオペラは、派は遣けんされている」

　あずささんが睨みつけると、ミルファという人はくすくすと笑った。

「いや、どこかで行ゆく方えしれずになったって聞いてるぜ？　こんな歪ゆがんだ界層に届くもんか。届いたところでその機能がまともに働くとも思えないね。その証しよう拠こに──恋天使は現れていない。土屋耕介の蟲レウはもう覚かく醒せいしているというのに」

「覚醒……まさか」

　もう、これ以上は無理だ。

　ぼくは、駆かけ出していた。

　関わらない方がいい──ここは、ぼくがいていい場所じゃない。

　背後から、待て恭きよう一いちくん、とあずささんの声が響ひびいた。だけど、待ってなんかいられない。ここは、異界だ。ぼくの常識がまるで通用しない。ダメだ、これ以上ここにいたら、ぼくは本当に壊こわれる。壊れないよう、必死に守ってきたものが、壊れる。

「外は──……界だっ」

　何か、聞こえた。異界？　いいや、外はふつうの世界のはずだった。あなたたちこそが異界の魔物で、こここそが、異界なんだ。

　ぼくは駆け続け、扉とびらを開け放った。そのまま、転びそうに階段を駆け上がる。日の光が目を眩くらませた。明めい順じゆん応のうする間も惜おしく、ぼくは廊ろう下かを駆け抜ぬけ、理科棟から脱だつ出しゆつする。

　理科棟から、渡わたり廊下を越こえ、花か壇だん横の水飲み場まで一気に駆けて、足がもつれ、コンクリートの水飲み口に寄り掛かかって止まる。息を切らし、それから勢いよく水を出し、顔を洗う。水を思いきり咽のどに注ぎ込んだ。

　どこかで車のクラクションが聞こえる。犬の鳴く声がする。

　激しく咳せき込みながら、ぼくは、空を見上げた。

　何かの冗じよう談だんみたいに、よく晴れていた。ちぎれ雲がゆっくりと青空を横断し、初夏を思わせる日差しが降り注いでいた。風がそよぎ、花壇の横にある桜の木が、花びらを舞まい散らせていた。

　ぼくは頭を抱かかえて、座り込んだ。

　もう自分の頭が信用出来なくなっていた。それでも、どこかで、まだしがみつく。乗り遅おくれたくせに、世界にしがみつく。連続して起きる非現実的な出来事を、懸けん命めいに解明しようとしていた。

　そうだ──地下室で、壊れたスイッチに触ふれたぼくは、激しくショートした光に気を失った。ひょっとしたら、電気そのものに触れてしまったのかもしれない。気を失っていたぼくが見ていた、夢なのかもしれない。そうだ、そうに決まっている──

　学校の地下が、際限なく広い回廊だなんて、誰が信じる？

　アジャンタのような遺い跡せき群の中に、フォードのマスタング？

　おまけに、明らかにイっちゃってる格好した三人組がふつうにぺらぺらと日本語を話して──

　──土屋耕介に蟲レウを憑かせたのはあんただね？

　あずささんの言葉が蘇よみがえる。

　土屋耕介に──蟲レウ？

　辺りをゆっくりと見み渡わたした。

　顎あごから滴したたる水すい滴てきを手の甲こうでぬぐい、本校舎を、花壇を、保健室を──見回した。まだ、五限の授業中で……みんな教室の中で授業を受けている。ふと、見上げると、三階の廊下が見えた。あそこで──ひなちゃんも、桃ちゃんも、耕介も、誰もかれも授業を受けている。それが、当たり前で、それが日常だ。

　──戻もどろう。

　珍めずらしく、今のぼくは人々の中にいたい、と思っていた。日常に戻りたい、と思った。

　掲けい示じ板ばんの部活動の勧かん誘ゆうチラシ──階段の壁かべ沿いに貼はってあるイベントの告知。校舎に入ると、新入生目当てのこの季節の風物が、風に揺ゆれている。踊おどり場ばの窓が開いていて、そこから春の風が注ぎ込んでくる。

「こんにちわ」

　すれ違ちがった女生徒に柔やわらかく微笑ほほえまれた。

　……誰だれだっけ？

「やあ」

　また、微笑まれる。今度は男子生徒。

　それから階段を三階まで上る間──すれ違うみながぼくに親しげな挨あい拶さつをしてくれた。理想郷。そんな言葉が頭に浮うかんだ。光が妙みように強調され、露ろ出しゆつが開かれた写真のような世界。そこに住むエゴなき人々──

　奇き妙みような居心地いごこちのよさと、直感的に感じる、人工的な気配。

　踊り場を回ったところで、ごつ、と何かを踏ふんだ。

　それは、腕うでだった。

　肩かた口ぐちから切り取られた、血にまみれた腕だった。

　…………。

　声を出す間もなく、次の物体が目に入る。

　三階を望む階段を見上げると──そこには、無数の人間であったモノが転がっている。腕、身体からだ、足──そして、首。渇かわき、黒くこびりついた血の跡あとがそこかしこに見えた。その中を、楽しげに笑い、生徒たちが往ゆく。無機質な微笑みを浮かべた、理想郷の生徒たちが往く。

　いままでも、ついていけない、とは思っていたけど──

　これは、とてもぼくが住んでいい世界じゃない。

　そのまま、ふらふらと階段を上っていた。ごろごろと散らばる手足を避さけ、三階についた。廊ろう下かを進む──通い慣れた、二年三組へと続く道。

　教室の入り口が見える。

　中からは楽しげな笑い声が聞こえてくる。

　あそこに行けば──この悪夢は終わる。あそこには、ひなちゃんがいて、桃ちゃんがいて、クラスメートがいて──日常があるはずだった。

　乗り遅れてしまったけれど、まだ間に合うかもしれなかった。そのための努力もしてきた。なるべく、自分の意見を言わないように。ただ、にこにこと人の話に合わせるように。人を不快にさせないように。そして、頭のおかしい、ぼくの闇やみが誰にも気がつかれないように。

「そこから先は、やめておきなさい」

　不意に肩に手がかけられた。

　振ふり返ると──女の子がいた。

　綺き麗れいな、底の見えない海の青を思わせる瞳ひとみでぼくをみつめていた。

　アオザイのような衣い装しよう。黒く長い髪かみを腰こしまで伸のばし、手には、なぜか身の丈たけを超こす、槍やりを携たずさえた、美しい少女だった。

　透すき通った肌はだに浮かぶ、厳しさは誰かに似ていた。

「──きみは」

「わたしのことはいい。それより、戻りなさい。ここはあなたの世界じゃない」

「ここは、ぼくのクラスで、ここにはぼくの幼なじみもいる」

　ぼくが言い返すと──

「そいつ、まだ熾ヴイ界ジヨンに吞のまれていないようですわね」

　もうひとつ、声がする。

　槍の少女の背後に──黄色のバレースカートをふわふわと翻ひるがえした、貴婦人のような格好の小こ柄がらな少女がいた。くるくるとカールされた黄金色の髪を豊かに伸ばし、肩ではレースの日ひ傘がさなんかくるくる回している。

　大きな瞳には意地の悪そうな光が宿っていた。

　青の少女と、黄の少女。

　このふたりは、なんなんだろう？

　もう、何が出てきても驚おどろくことがなくなっていた。

「プルコは、三人揃そろわなければ、戦ってはいけない、と言った。けど、もう限界だと思う」

　青の少女が黄の少女に言う。

「まったく──いつまで待たせるのやら……頭来るのですわ」

　黄の少女は苛いら々いらと口元を羽う扇せんで隠かくした。

「きみらは何があったか知って──」

　ぼくが尋たずねようとした時……教室の中から、声がした。

「あれぇ？　恭一じゃん！　おまえどこ行ってたんだよ？」

　その声は──耕介だった。

　よかった。耕介がいる。ぼくが知っているやつがいる。

　ぼくは、青の少女の手を放し、そのまま、教室の中へと足を踏み入れた。

　だけど──そこには。

　そこには──倒たおれ伏ふす、幾いく多たの死体。それを踏みにじるように、机が祭さい壇だんのように積み重ねられ、女生徒たちが笑いさざめいている。

　数多あまたの美しい少女たちだけが、いた。

　昨年、ミス大度城学園に選ばれた、先せん輩ぱいの粟くり生ゆう真ま里りさんがいる。清せい楚そで有名な白しら鳥とり百ゆ合り枝えさんがいる。陸上部の華はなと謳うたわれる有あり賀がみきさんがいて、手芸部の魔ま術じゆつ師しと呼ばれる神かん流なみつるさんがいる。他ほかにもいっぱいぼくが名前すら知らない美少女たちだけでこのクラスの女子が占しめられている。ぼくのクラスに所属しない女子生徒がみな、いつものことであるかのように教室で戯たわむれている。

　そして、その中央──

　土屋耕介が、ずっと欲しがっていた赤のライダースと細身のジーンズ、髪形はいままで見たことがないほどハイセンスに整えられ、ご機き嫌げんに笑っていた。

　その笑い顔は、夢で見た耕介の壊こわれた笑え顔がおだった。

「どこ行ってたんだよ！　おまえはこの王国にいていいんだよ、ばか！」

　どこか調子の外れた高い声で、耕介は言う。

　限界だ、と思う。

　もう、ぼくは疑っていない。ぼくの頭はおかしいのだ。それ意外に説明のつけようがない。

　早く、ひなちゃんに、そっちに行くな、と言ってもらいたかった。

　戻もどってこい、と言ってもらいたかった。

　それだけですべては終わるはずだった。

「恭一、どうした？　何してんだよ？　こっち来いよ」

　耕介は手に、奇き妙みような形をしたナイフを持っていた。テレビで見たことがある──ブワカ族の投げナイフ。刃は先さきからはまだ血が滴したたっていた。

「これは──耕介がやったの？」

　ん？　と周りを見み渡わたす、土屋耕介。

　血まみれの楽園。そこに興じる、裸はだかの王様。

「そうだよ？　なんかよ、無敵なんだわ、俺。どうしようもないくらい、身体からだの底から何かがわき出てきてよ。なんでいままでこうしなかったんだろうってくらい。ちょいと力を解放してやっただけ」

　…………。

「このセカイの皇おうは俺なんだから。俺よりかっこいいやつはいらないだろ。俺より成績いいやつもいらないだろ。俺がかわいいと思う女の子だけでいいだろ。俺が話すの楽なやつだけでいいだろ。むかつくやつなんて、生かしとく価値ないだろ。そじゃない？　恭一」

　いっせいに耕介の取り巻きの少女たちがけたたましく笑った。

　ただ常じよう軌きを逸いつしたような笑い声が教室に響ひびいていた。

　ふと──その足あし下もとを見る。

　見覚えのあるショートボブの少女が倒れていた。

「……ひなちゃん」

「ああ──水野か」

　耕介は、耳の穴に小指をねじ込むと、言い訳するように言った。

「そいつ、おかしいんだわ。皇たる俺さまに意見しようとしたからよ。ぶった切ったはずなんだけど──斬きれねえ。なんでかな」

　斬ったのか。

「どうしてかな、そいつだけ、ここが間ま違ちがっているとか言うわけよ。しっかりしろ、とか言うわけよ。ありえねーだろ？　ここ以上のセカイなんてどこにあるって──」

「斬ったのか、耕介」

「だから、斬れなかったって──わからねーやつだな」

　耕介は、机から飛び降りる。そのまま、倒れ伏していた、ひなちゃんの顎あごをつかみあげると、ほら、とひなちゃんに向かって──ナイフを突つき下ろした。

　その後──何が起きたのかわからない。

　気がつくと、腹部にじん、とした痛みが走った。熱い。というか、焼ける。

「うひゃひゃ！　おまえ、ばかじゃねえの？　何してんの？」

　耕介のナイフが、深々とぼくの胃の上あたりに刺ささっていた。

　力がみるみる抜ぬけていく。体重がすごい勢いで減少していく。視界が──白くなる。

「馬鹿だなあ、いま、楽にしてやるよ」

　ぐりぐりと耕介はぼくの中でナイフの刃先をかき回した。

「──残念だよ、恭一。おまえは別にいてもよかったのに」

　その声の主を見る。耕介の目にはぼくが映っていない。いや──ぼくではなく、ただの無意味な有機物を見下す色を冷ややかにたたえていた。

　かん高い笑い声が耳じ朶だを打ち、世界が歪ゆがむ。

　が──背後から。

　突とつ然ぜんつかみ支えられ、ぼくは一いつ瞬しゆんで廊ろう下かに担かつぎ出されていた。

「だから、言わんこっちゃないのですわ！」

　黄色の少女が叫さけんでいた。

「動かないで」

　青の少女が、ぼくの上着を剝はぎ、傷をみていた。

「ぼくは──」

「喋しやべらないで」

　ぼくの言葉を青の少女がきつく制した。

「──放してよ……ひなちゃんが、まだ、中に……」

　すべてが色を無くしていった。夢の中にいるみたいだった。

「あの子を救いたいか、少年」

　その声は──さらに高いところから降り注いできた。

　必死に、顔を向ける。そこには、魔ま女じよがいた。スカートのポケットに手を突つっ込んだ御門あずさがいた。その横に──ありえない。銀色のたまごのようなものが浮うかんでいる。まだ、やっぱり夢なのだ。現実じゃない。

「あの子を救いたいか、と訊きいている」

　その問いは──当たり前すぎて、答えられない。改めて問いただされる意味がわからない。

「ちょっと、プルコ！　あなたいいかげんにしてほしいのですわっ！　あたくしたちはいつまで待機ですの？」

　黄の少女が叫んだ。

　青の少女も冷静に──だけど、より冷たく言い添そえる。

「忍にん耐たいにも限界があるわ、プルコ」

　ふふん、とあずささんは笑った。タバコを取り出して、火をつけた。うまそうに吸い、まずそうに吐はいた。

「ホントね──この界層……非常事態とは聞いていたけど、ここまでイレギュラーな事態が続くとはわたしも驚おどろいている」

　悠ゆう長ちようにタバコを吸うあずささんに反発するように、青の少女が立ち上がる。

「わたしは、もうこれ以上待てない」

　手に槍やりを携たずさえ、彼女がそのまま教室へと足を向けたその時──

「待ちなさい、バイオレット」

　あずささんは、紫し煙えんをくゆらせ、言った。

　青の少女はするどい眼光をきらめかせ、振ふり返る。

　だけど、あずささんはその視線を正面から受け止め、微笑ほほえんだ。

「我が慢まんしろ、なんてもう言わないわ。最後のピースが揃そろったから」

　その言葉に、黄の少女は唾つばを飛ばすように聞き返す。

「じゃあ、〝赤〟が見つかったのですわね？　どこ？　どこですの？」

　その言葉に答えず──あずささんは、ぼくの横に屈かがむ。

「まったく──前代未み聞もんさね。十年前、この界層で起きたことが原因とはいえ……次から次によくもまあ……しかし嘆なげいても始まらないしね──この界層がそういう選せん択たくをしたのなら──わたしに出来ることはない。いいかい？　恭一くん、よく聞いて。キーはすべて揃った」

　……キー？

「まさか──」

　バイオレットと呼ばれた、青の少女がぼくをみつめた。

　あずささんは言う。

「いいかい？　キミは自分が嫌きらいだ。消え去りたいほど、たくさん抱かかえているものがあるのもわかる。だけど、いまキミはこの熾ヴイ界ジヨンで友達を守るために身体からだを張った。水野ひなたのために身体を張った。そういうことが出来る子なんだ。だから、すこしだけでいい──キミを認めてやれ」

　ぼくを……認める？

「ほんのすこしだけ、認めてやれ。そうすれば、この状じよう況きようは打ち破れる。天使が舞まい降りる。キミのために現れ、キミのために力を奮う天使が舞い降りる。あのコは──キミがキミを認めないかぎり、降りてこられない」

　……あのコ……？

「一瞬でいい。水野ひなたを守りたい、というその気持ちが正しいと理解しろ、少年。大だい丈じよう夫ぶ、わたしが保証する──」

　あずささんの瞳が柔らかく、細まった。

「キミの頭はおかしくなんかない」

　いつの間にか──ぼくの両目から涙なみだがこぼれ落ちていた。

　ぼくの首もとが温かく感じられ、前まえ髪がみが目にかかる。いつもより、妙に目にかかっていた。

「自分に何が起きたのか。自分は何をすべきなのか。少々わたしもたまげたけどね。まあ、この界層じゃ不具合も起きるさ」

　あずささんは立ち上がる。

　その眼まな差ざしは、千年の邂かい逅こうを遂とげた人を見るかのような。

「だけどね、起きちまったことに考えを馳はせるのには露つゆ程ほどの意味もないし、起きちまったからには意味があると思って進んだ方が賢けん明めいだとあたしは思うね」

　意味が──わからない。

「いいや」

　あずささんはぼくの考えていることを読むかのように言う。

「わかっているはず。だって、キミはもう──」

　刹せつ那な──

　光が弾はじけた。

　首もとに嵌はまる、円の結けつ晶しよう──それは、あの時、理科棟とうの地下でぼくに絡からみついた、正体不明の物体。

　ぼくの──ぼくの髪かみが伸のびていた。赤く、紅あかく、染まっていく。目の中に躍おどる碧みどりの文字──回る。揺ゆれる。螺ら旋せんする。

　そして──正しく、何かがあるべき場所に収まり、精せい霊れいは舞い降りる。

　その言葉は、ぼくの意思を無視して紡つむがれた。

「心に翼。ミクステル瞳に勇気。スフアーマ愛は──リア・ダロすべてのステロスフ悪を断つアーダリア」

　首もとに光る輪から拡散する光が、全身を包んだ。

　肩かた口ぐちから、腕うでの先に──そこには、日の光こう彩さいを纏まとう、シースルーグローブ。

　胸から下腹部に──イルカを思わせるしなやかな肢し体たいに。

　すべてが一度、分解され、再構成されてゆく。二つの胸のふくらみを組成。身体を覆おおう学生服は、すなわち、淡あわい桜色のレオタード状の物質に変化する。それを守るように、スカート形のショートガード。長く伸びきった脚あしを光は伝う。そこには、赤のベルテッドリボンブーツが形作られた。

　光の収束──深しん紅くのルミネッセンス、再結晶。

　すべてに身をまかせるように──わずかに開いた唇くちびると瞳。

　あたしは──天使の羽と炎ほのおを象かたどった衣い装しように身を包み、そこにいた。

　ただ、立っていた。

　翼つばさを彷ほう彿ふつさせる、バイオフォトン。紅ぐ蓮れんに逆立つ髪──全世界を敵に回して微笑ほほえむ、至上の勇気を携たずさえて。

「ようこそ、チェリー」

　あずささんは言う。

　あたしぼくは。

　あたしぼくは。

「そう。恭一くん。キミが最後のピース、紅くれないの恋天使ラブエルチェリーなんだ」




　　　　四




「……恋天使ラブエル？」

　てか、何？　身体の底から溢あふれ出す、この気持ち。やばい、愛が溢れてる。力がわき出てくる。無限の力を感じる──すごい。なんにも……なんにも、怖こわくない。

「あたしが──え？　あたし？　おお？」

　声を出すと──あずささんはくすり、と笑った。

「恭きよう一いちくん。恋天使プログラムの影えい響きようでね──キミの言葉は見た目同様、自動的に女の子に変へん換かんされている。つまり、恋天使とは──わかりやすく言うと、キミらの世界で言うところの……正義の味方、かな」

「は？」

　ぴゅ～っと口笛が聞こえた。

「うひゃああ～っっ☆　かわい～っ！」

　耕こう介すけが、上半身をのけ反らせるように、教室から廊ろう下かを覗のぞいていた。

　あたしの姿を上から下まで舐なめるように見下ろす。

「うわ、おまえ誰だれだよ？　俺の美少女リストに、キミみたいなコいたかな？　なんだよ、入れよ、教室に。ここ、俺の世界。俺が、このセカイの皇──土つち屋や耕介」

　うはは、と胸を張るけど──なぜか、上半身しか教室から覗かせない。

「プルコ──土屋は、もう？」

　バイオレットと呼ばれていた、槍やり付きアオザイ少女が尋たずねる。

「だね。熾ヴイ界ジヨンが発生して、もう数分たつ。そろそろ変異してもおかしくない」

「もう、いいんだね？」

　にこり、と笑うバイオレットに、

「待たせたね」

　にやり、と笑うあずささん。

　……いや、ちょっと。

　変異ってなに？　てか、あなたたちいったい何者なの？

　うろたえまくってたあたしに、青少女──バイオレットが進み出る。

「よろしく、チェリー。わたしは、バイオレット」

「ど……どうも」

　て──この子よくよく見るとちょーきれい。

「あなたもいろいろと納なつ得とくいかないでしょうけど、いまは忘れて」

　それだけ述べるとバイオレットは、あたしの脇わきをくぐり抜ぬけ──一いつ瞬しゆんのうちに背後に。

　あたしが振ふり返る間もなく、槍をかざし、土屋耕介に斬きりつけた。

「ぐっっ……ってぇぇぇっ！」

　耕介は、もんどり打って、教室内に逃にげ込む。そのまま、バイオレットは、耕介を追って教室に駆かけ込んだ。てか──いま、なんか耕介のおしりに黒くてぬめぬめした尻尾しつぽみたいの見えたんですけど……。

「あたくしは、マリーゴールド」

　啞あ然ぜんとするあたしに、黄の貴婦人少女も寄ってきた。

　いけすかない目つきで、下からじろじろと睨にらみつけ──

「あなたがもたもたしてたから、あたくしたちはこんな変態ちっくな格好させられて、ただうろうろしてるだけでしたのよ？　すこしは責任感じて張り切ってほしいですわ」

　ふん、と鼻を鳴らし、そのままバレースカートを翻ひるがえして、バイオレット同様、教室内に飛び込んでいった。

　いや──責任感じてって……

「てか──てかてか、あなたたちは女の子だからいーじゃんっ！　あたしは、ホントは男の子なわけだから、ぜんぜん納得──」

「チェリー」

　あずささんが進み出た。てか、この人、堂々とタバコの灰を廊下に落とす非常識っぷり。

「いいかい、よく聞きな。ここはね──熾ヴイ界ジヨンという。蟲レウに憑つかれた土屋耕介の負の思念が結けつ晶しよう化かしたセカイ。あくまでも、土屋耕介の妄もう想そうのセカイであって、現実じゃない」

　……現実じゃない？　蟲レウに憑かれた？

　あたしは辺りを見み渡わたした。廊下はいつものままで、ただ死体がたくさん転がってて、こんなの作り物に見えないんだけど？　あずささんはあたしの視線を追うように一いつ緒しよに辺りを見ると、口を開く。

「そりゃそうさ。作り物じゃない。言い換かえれば、土屋耕介の心の中の妄想が現実世界に干かん渉しようした、リアルな世界なんだ。そして、これこそが土屋耕介が望む世界なんだ」

　これが。

　耕介より優すぐれた男の子が殺され、耕介が望む女の子がすべて耕介を崇すう拝はいする、世界。てか、あんにゃろー、わかりやすすぎ。

「まあ、土屋は悪くない。土屋は魔ま女じよを装よそおったやつらに心のフィルターを食い破られただけ。蟲レウに取り憑かれてしまっただけ」

　……やつら？　魔女を装った？

「──あ」

　あの地下のわけわかんない空間で会った黒服三人組が思い浮うかぶ。

「圧あつ澱でん素そ子しの結晶体〝蟲レウ〟というのはね。人の恋こいに目がないんだ。人は恋すると恋スヴ粉ニールという物質を発する。それをエナジーに蟲レウは熾ヴイ界ジヨンを構成する。そして、その蟲レウを退治するのが、キミら恋天使、というわけさ」

　蟲レウ……恋スヴ粉ニール……熾ヴイ界ジヨン。なんとなく、繫つながった。だけど──

　あたしは、言う。目の前の、パイナップル頭で、赤眼鏡めがねの、ずっとずっとあたしの中で魔女候補だった、したり顔の女性に向かって。

「一番わかんないのは、あなただよ。あずささんはいったい何者なの？」

「わたし？」

　ふふん、とあずささんは赤の眼鏡を指でおさえた。ふわふわと浮ふ遊ゆうしていた銀色のたまご体を手に取る。たまごは、羽を納めケータイ型端たん末まつへと変化する。

「わたしは──刻こく時じ機き構こう・第１１７界層監かん査さ官、ユーノ＝プルコ。この界層は、特別監視されてきたのさ。十年前の事件からね」

　……こくじきこう？　もう、話がさっぱりだった。

「わたしら刻時機構は全階層を監査して、その圧澱素子濃度、というものを調整している。だけどね──さまざまな理由から、濃度の調整がうまくいかない界層がある。そういう界層には、監査官が送られる。つまり、わたし」

「あずささんが？」

　あんぐり。てか──学校関係者じゃなかったのですか。

　その時だった。

「きゃああああああっ！」

　悲鳴とともに、凄すさまじい破は壊かい音。たしか──マリーゴールドとか名乗ったふわふわ少女が教室のガラス戸を突つき破り、あたしたちの前に転がった。

「だいじょうぶ!?」

　あたしが助け起こすと、マリーは言う。

「く……あいつ……めちゃ強いのですわ」

　あたしは、教室の方を振り返る。

　破れたガラス越ごしに見た、その光景は──

　蜥蜴とかげみたいな、黒くぬめぬめした姿態をさらした巨きよ大だいな何かと、バイオレットが向き合っている。

「わ……わ！　化け物？」

　あずささんがタバコを投げ捨て、ハイヒールでもみ消した。

「あれが蟲に憑かれた人間の変異した蟲人ヒート…………土屋耕介の変化した姿さ」

　──え？

「ていうか、プルコ？　あたくしたち、ちっとも強くなっていないじゃありませんこと？」

　マリーはあたしの腕うでの中で唾つばを飛ばして抗こう議ぎし始める。この足のばたつかせっぷりは、なんかおもちゃ買ってもらえなくて泣いてる子供っぽい。

「あなた、たしかおっしゃいましたわよね？　〝赤〟が見つかれば、あたくしたちの力は解放されるって。無敵の恋天使となれるって！」

「ああ──言ったさ」

　マリーの文句なんてどこ吹く風、とケータイをいじるあずささん。

「だけど、このチェリーとかいうコが現れたところで全然、何も変わってないですのよっっ？　あいつ──凶きよう暴ぼうすぎますわっ！」

　──凶暴。

　あの、耕介が？　馬鹿明るくて、お調子者で、いつも髪形を気にしていた耕介が──？

　マリーをそっと寝ねかせ──あたしは立ち上がった。

　教室の中には黒々とした背中をこちらに向けた異形の存在がいる。

「耕介」

　あたしは、呼んだ。

　うるるるるる……

　奇き妙みような咽のどの鳴らし方をして、黒蜥蜴が振ふり向いた。

「やっぱ……耕介なんだ？」

　あ──目の中が。

　網もう膜まくに、浮かぶ碧みどりの文字。日本語じゃないのに見たことすらない文字なのに……意味がわかる。意識の中に染しみとおってくる。あたしの知らなかった事実がなだれ込んでくる。

　……そういうこと……だったんだ。

　耕介に意識を集中しつつも、槍やりを構え、バイオレットがあたしに並んだ。

「チェリー、こいつ力も敏びん捷しよう性せいもある。油断すると──」

　そして、あたしの顔をのぞき込み、啞あ然ぜん、とした。

「あなた──泣いて……？」

　あたしの瞳ひとみから、次から次に涙なみだがこぼれ落ちていた。

　耕介が、どうしてこうなってしまったのか。どうして、魔ま女じよを探し求めたのか。すべてがわかってしまった。すべてが、網膜に照射されてしまった。

「哀かなしかったね。辛つらかったと思う。耕介、あたし……そんなことしか言えないよ」

　あたしは、手を伸のばし──

「──危ない」

　バイオレットが止めるより早く、巨大な爬は虫ちゆう類るいのような姿に変異した耕介のよだれしたたる顎あごに手をあてた。

「マキちゃんと仲よかったもんね。耕介、美少女ファイルなんか作ってたけど、必ずマキちゃんも登録していたもんね」

　うるるるるるる……

　耕介──いや、耕介だったものは、身み悶もだえるように筋肉の隆りゆう起きした肩かたを震ふるわせた。

「チェリー、何を言ってるの？」

　バイオレットが聞いてきた。

　あたしは、それには応こたえず──ただ、耕介の頭をさすり、撫なでた。

「……だけどね、耕介。こういうのはいけない。間ま違ちがってる。思い通りにならないことなんて、たくさんあるよ。そして、これからもたくさん、死ぬほどあると思う。そんな時、人を嫉ねたんだり恨うらんだりしてもきっと何も解決しないと思う。人をね、傷つけると──必ず、自分もどこか傷ついているんだよ、耕介」

　耕介の白目が──極きよく端たんに肥大化した瞳のどこかが揺ゆらいだ、その瞬しゆん間かん。

《土屋耕介、おまえは皇じゃないのかい？》

　澄すんだガラスを弾はじくような声が聞こえた。

《そんなきれい事に耳を貸していたら──皇は務まらないよ》

　その声は聞き覚えがある。

　あの地下回かい廊ろうにいた、銀ぎん髪ぱつの少年。

　その声に応じるように──耕介は、突とつ如じよ、跳はね上がった。何かどうしようもなく汚けがれたものを振り払はらうように、身を震わせ──次の瞬間。

　あたし目がけてぶっとく変化を遂とげた拳こぶしが唸うなりをあげた。

「こらっ……耕介っっ！」

　あたしは叫さけび──防ぼう御ぎよ質量予測、対攻こう撃げき展開計算開始。

　あたしは深しん紅くの長い髪かみを翻ひるがえし、頰ほおをかする凄すさまじい風圧ごと耕介のパンチを躱かわして──そのまま腰こしの回転を利用すると、渾こん身しんの発勁パンチを耕介の頰に打ち込んだ。

「ばかっっ！」

　ぶっ飛ぶ、耕介。壁かべにめり込み、黒板が割れた。てか、いいのか、教室めちゃくちゃ。

　崩くずれる壁の中──しばらく自分が何をされたのか理解できず、きょとん、としていた耕介だけど──目の前の女の子が、自分では対処できない生物と認めたのか、脅おびえるように咆ほう哮こうした。で、あり得ない跳ちよう躍やくをみせて、天てん井じようを突つき破ると、ジャンプして消えた。

　濛もう々もうたる白はく煙えんが教室中にたちこめ、コンクリートの欠片かけらが凄まじい音おん響きようとともに崩れ落ちてきた。

「──逃にげた？」

　バイオレットが咄とつ嗟さに構える。だけど──あたしは。

　網膜に浮うかぶ様々な情報をすべて脳内にキャッチ。状じよう況きよう把は握あく。行動展開を予測。最適魔マ法ギ質量グラムを測定──

「ちょ……な、な、な、なんですの、これ？　目の前が碧ですわ！」

　その時、マリーが目を押さえ、ぎゃあぎゃあ大おお袈げ裟さに喚わめきながら、教室内に入ってきた。

　バイオレットも、片目を押さえて片かた膝ひざをついている。

「突とつ然ぜん……目の中の──この文字はなんなの？」

　いつの間にか教室入り口に吞のん気きに寄り掛かかっていた、あずささんは言った。

「それが、数式。正式名めい称しよう、魔ま道どう数すう式しき。はるか初源界層、刻時機構データベースからあなたたちの首もとのチョーカー、〝オペラ〟を通じて貸たい与よされる、恋天使の力の源。ようやく、Ｄダウンロードされたみたいね」

　そう言いつつも、あずささんは忙いそがしく、ケータイ端たん末まつを操作している。

　ケータイを閉じると、あずささんはにやり、と笑った。

「まあ、その説明はまた今度。チェリー、やることわかる？」

「まかせて」

　あたしは頷うなずいた。

　体内の魔法質量マギグラムを両足に集中。目標検けん索さく──敵性素体確かく認にん。上空五十メートル。時速二十五キロメートルでなお上じよう昇しよう中──索さく敵てき開始……ん、よし、捕ほ捉そく！

　──反はん撃げき、開始。

　高まるバイオフォトン──なびく深紅の髪。

　一度、ぺろり、と唇くちびるを舐なめ──一気に、床ゆかを蹴けりつけた。

　あたしは、滑かつ空くうする。

　飛ぶ、飛ぶ、飛ぶ──

　耕介の開けた、屋上までの、天空までの、道筋。そこを一気に飛び抜ぬける──って、あれれ？　飛びすぎ、あたし。いま、抜いたの耕介じゃなかった？

　あたしの真下──十メートルほど。信じられないものを見たように、天敵を本能で認めた野生動物のように……濁にごった瞳を見開いた元・耕介がいた。

「いま、解放してあげる」

　魔道数式データベースより、参照──紅くれない項こう目もくにおいて、雷らい鳴めいの属性。

　目の奥が発光し、その言こと霊だまは自然と紡つむがれた。

　印を結び、印を紡ぐ──

「理り鬼き方ほう鉦しよう、嚆こう矢しの如ごとく──穿うがたれるはただ、悪心のみ。封ふうじられたマーキュリー・ラブの銘なにおいてここに命ず」

　あたしの手に。

　くるくると光が集まり、弧こを描えがき、やがてそれは黄金の弓となる。

「レキナンシア＝ミルテリシテア＝ソルマノナリバノフ＝ウォーケン！」

　バイオレットと、マリーが遅おくれて跳躍してきて──あたしの手に巨きよ大だいな魔法質量マギグラムが集結するのを確認するや、ふたりは慌あわてて散開した。

「《矢や扇せん王おう》ストーン・テンプル・パイロッツ!!」

　左手に輝かがやく、《運ウエー命ル・オのブ・フ輪オーチ弓ユン》から放たれた一筋の矢。それが光を纏まとい、弾はじき、尾おを引いて、耕介の胸を貫つらぬいた。

　貫かん通つうしたその鏃やじりには──黒い、小さな蟲レウが突き刺ささっていた。




「チェリー、どうして、ここに土屋が逃げたとわかったの？」

　バイオレットが尋たずねてくる。

　あたしたちは闇やみの中、一歩一歩注意深く進んでいた。ねっとりとした絡からみつく闇。耕介を飲み込み、あたしがこんなことやらされることになったすべての原因。そう──この闇がすべての始まりだったのだ。

「あなただけ、なんか武器やら、数式やら使いこなしているなんておかしいのですわ！」

　マリーも怒おこってる。

「……ていうか、みんなわかってるのかとあたしは思ってたんだけど」

「初めてなのに、わかってるはずがないですわっっ！」

　マリーに怒ど鳴なられた。

「え、だってバイオレットたちはあたしより先にこんなことしてたんでしょ？」

「たしかにそうだけど──プルコに、まだ戦うことは禁止されていた」

　バイオレットの声が背後から反はん響きようした。だけど──先ほどに比べ、その反響度が低くなってる。天井が、周囲が、拡大しているってことだ。つまり、より広い空間へと足を踏ふみ入れている。

「それは、いまならわかる。三人セットで初めて数式、というものがＤダウンロードされる仕組みらしいね」

　……へぇ。てか、それは辛つらい。それじゃあ、ただのコスプレだ。

「そんなことより。ここ何なんですの？　理科棟とうの地下がこんなに広いわけ……へ、変じゃありませんこと？」

　マリーの声は震ふるえていた。

　そりゃあ、そうだ。あたしだって初めて来た時はたまげた。でも、いまは確信してる。ここは──異界。目の中に回る碧みどりの文字。網もう膜まくに表示される界層情報。この闇には、魔法質量マギグラムが含ふくまれている。

　そして、あたしには確信があった。

　耕介は、きっとここに戻もどってる。始まりの場所に。

「耕介はね、ずっとずっと片思いしていた辻つじ真ま紀き子こ──マキちゃんと昨年から付き合うようになったんだ。すごい喜んでいた。めちゃくちゃ嬉うれしそうだったよ。だけど──この春から三年の先せん輩ぱいとマキちゃんが付き合うことになったらしい。早い話が振ふられちゃったんだ」

「は？　そんなことで？　クラスメート皆みな殺ごろししたわけですの？」

　マリーの呆あきれた声が響ひびく。

　……人はそう言うかもしれない。

　だけど、苦しみなんて人それぞれで──誰だれかにとってはなんでもないことが、誰かにとっては、死ぬほど苦しいことだってある。だから、耕介は、魔ま女じよ伝説なんてものまで信じてしまった。すべてを委ゆだねてしまった。

　あたしは、この地下空間の意味がわかったような気がする。ここは──死なない空間なのだ。人の想おもいが滅ほろびず、堆たい積せきしてしまう場所なのだ。だからたくさんの神様がいる。人々の信しん仰こうを一身に受け続けた思念体の象しよう徴ちようがここに漂ただよっている。

「いた」

　バイオレットの声がして──

　闇の中、ぽつん、と耕介は座っていた。脚あしを投げ出し、くにゃり、と上半身を折り曲げ、ただ、赤子のように泣いていた。

「もう、蟲レウは退治したのですわよね？」

　マリーの脅おびえたような声。

「うん」

　あたしは、迎むかえに来ただけ。

　ただ、傷ついた耕介を迎えに来ただけ。

「耕介」

　あたしが声をかけると、耕介がぶつぶつと喋しやべり始めた。

「もう……誰も好きにならない。誰も……信用……しない」

　耕介の嗚お咽えつが聞こえてきた。

　見える──耕介の心に穴が空いている。まだ、熾ヴイ界ジヨンを形成していた時の、残ざん滓しがそこかしこにある、この、黒い粉ふん塵じんが──圧澱素子。そう網膜に情報が表示される。
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「好きになれるよ、耕介」

　あたしは囁ささやいた。

「きっと、好きになれる。そして、きっとどこかにいるよ、世界中で一番、耕介の魅み力りよくに気がついてくれる子が」

　その言葉に──耕介が震えるように、あたしを見た。

「……ホント、かよ？」

　あたしは、頷うなずく。

「うん。保証する！　必ず！　百パーセント！」

　こんな言葉、いまどれだけ言われても意味がないことなんて、あたしにはわかる。だけど、言い続けることが大事だとあたしは思う。すぐには届かなくったって、言い続けていれば、少しずつ、少しずつ、心に染しみていく。心の穴を塞ふさいでいく。そして、いつか──

「それは、キミかもしれないよね？」

　──え？

　耕介のあたしを見る目がやばかった。

「え？　え？　て、やめっ、耕介っ！　あたしは、違ちがうっ！　断じて違うっっ！」

「いや！　キミだっ！　間違いないさっ！　マキと別れたのは、キミと出で逢あうために決まってる！　一目ぼれってやつ？　俺、本気だよっ」

「てか、耕介……！　穴塞がるの早すぎだから！　やめ……こら、チューするな！　きしょい！　きしょいから！　ひ～～っっ！」

「な、頼む、頼む、俺と──」

　ぽきゅ。

　バイオレットの槍やりが一いつ閃せんし──

　耕介は、ゆっくりと、その場に倒たおれ込んだ。

「早くこの馬鹿連れていきましょう」

　すごい。バイちゃんてば、一刀両断。

「なんか……気が抜ぬけましたわ……」

　マリーもはあああ、とため息をついて、足を出口に向けた。

「待って。あと、ひとつ、やることあるんだ」

「え？」

　あたしは闇やみの奥を振り返る。

「いるんでしょ？　理科棟の魔女さん」

　闇の奥に話しかける。

　塗ぬりこめられたかのような闇の奥が──蠢うごめいた。

　ぼうっと灯あかりがつき──そこには、ミルファと呼ばれた黒服の美女が浮うかび上がる。その背後に、銀ぎん髪ぱつの少年と、巨きよ漢かんが立ち尽つくす。

「へぇ、恋天使か。任命されたわけだ」

「うん。そういうわけだから、もう悪さしないでほしいんだ」

　あたしは、ミルファの燃えるような、凶きよう悪あくな輝かがやきを放つ瞳ひとみを見み据すえて言った。

「宣戦布告ってわけだ」

　くすくす、と銀髪の少年が笑った。この声は……最後に耕介を操あやつった声。

　あたしは、その銀髪の子を睨にらみつけた。

「そっちの子も。もう、こんなことしないで」

　少年は軽く肩かたをすくめ、紅あかい髪かみの美女が一歩進み出た。

「あんた名前は？」

　あたしは、気け圧おされないように足に力を込める。

「あたしは、チェリー。恋天使、チェリー」

「チェリーね、憶おぼえとく。あたしはミルファ。永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやアグリフィスト∥ミルファ」

　紅い髪。グラマラスなボディ。そして、闇すら凍いてつかせる殺気。

　ミルファがあたしの全存在を消し去るほどの迫はく力りよくで聞き返す。

「で、手引かないっつったらどーすんの？」




　だけどどうしてなんだろう？　あたしは、微笑ほほえんだ。

　それだけが出来ることであり、したいことのすべてでもあった。

　その微笑みは三人に届いたのだろうか。

　あたしにはわからない。

　あたしのその微笑みは、この状じよう況きようにとんでもなくそぐわず、だけど、確実にぼくの心のどこかに届いていた。

「嫌いやなら──」

　ぼくの意思をまるで無視して──あたしは言った。

「あたしはあなたの敵になる」




エピローグ　カケラの記憶




「でよ、変な夢見ちゃって。荒井に怒鳴られたってわけだわ、うひゃひゃ」

　土つち屋や耕こう介すけの能天気な声がクラス中に響ひびき渡わたる。

　放課後。ぼくは頰ほおに手をあて、聞くとはなしに聞いている。ていうか、あれだけ声がでかけりゃ嫌でも聞こえてくる。

「いや、マジで。サイコーにサイコな夢だったぜ、ありゃあ。学園中の耕介さま[image: マル秘]ランクでＡクラスの美少女がすべてクラスメートの大奥状態。おまけにモテモテでウハウハなウキウキパラダイス」

　その形容はどうなんだろう。まあ、何にしても──一件落着だった。

「でよ、ここからがすごい！　てか、聞け、おい、恭きよう一いち！」

　ぼく？

　耕介の方を見る。その髪かみ形がたはとっても微び妙みようだ。やっぱりこうでないと。

「おまえもいたんだよ。特別にな、その夢のクラスメートに選んでやったわけよ、このオレさまが！」

　何を言う。それは耕介の独自基準で自分よりイケてない、つまり、十分引き立て役となる能力を有すると目された男子ばかりじゃないか。

　と、思うけど、もちろん口には出さない。

「そーなんだ。ありがとう」

　素す直なおにお礼を言っておいた。

　その後、刺さされたけどね、と、そっと腹部を触さわる。

　しかし、と思う。

　あれが、耕介に寄生した蟲レウが耕介の負の思念を増ぞう幅ふくさせたものであるとして──そこまで深い想念をもって人は生きるものなのだろうか。周りの空間を、現実を、世界を歪ゆがめ、蹂じゆう躙りんし、上書きするほどの想念を持っているものなのだろうか。ぼく以外の人間も──心に闇を抱かかえて生きているものなのだろうか。

「んでよ、その夢のクラスのメインイベントが、もー、すごい！」

　まだ続くのですか。

「チェリーちゃんという！」

　あ──。

「これが、その美少女クラスの中でもすこぶるつきの超ちようＡランク！　もー、目に焼きついちゃって、さっきから胸の高鳴りが止まらない。あの、大きな瞳！　生意気そうな唇くちびる！　モデルみたいなハイプロポーション！」

　気持ちが悪くなって──ふと、ひなちゃんを見る。相変わらずの笑顔。いつも、笑っている。ていうか、耕介がひなちゃんだけは斬きれないって言ってたのはどういうことなのだろう？　熾ヴイ界ジヨンにおいてすら、正義の味方気質を発揮する幼なじみをぼくは、改めて見直した。

　そして──あとふたりの魔ま法ほう少女。

　バイオレットとマリーゴールド。あの美少女ふたりはいったい誰だれなんだろう？

　あの後──あずささんは言っていた。

『キミは選ばれた。選ばれてしまった。そう、誰がどう言おうとも、魔法少女は少女なわけよ。男の子がなるものじゃない。だけど、その首もとのチョーカー〝オペラ〟はあなたを選んだ。それは疑いようのない事実で、ぬぐい去りようの無い現実。光と闇やみは表裏の現象であり、双ふた子ごみたいなもの。毒々しいまでにネクラなキミと馬鹿ポジティブなチェリーでようやく一人前だと思うのね』

　毒々しいとは言ってくれるじゃないか。……いや、確かにチェリーになると馬鹿ポジティブだけど。あれはぼくじゃないだろ。ぜったい。

『いずれわかることだから言っておくけど。この界層は歪んでいる。どうしようもなく軋きしみ、ひび割れ、歪んでいる。恐おそらくはその歪みが蟲レウを引き寄せ、ミルファたちを引き寄せ、オペラをあなたに引き寄せた。そして、それは嘆なげいても、ののしっても、八つ当たりしても変わらない。使命を理解せよ、まっとうせよ、青少年』

　理解出来るか、そんなもの。

　男だよ？　そりゃ、まだ声変わりしてないけど──

　それがなんで──あんなファンシーでマジカルでトゥインクルな……

　え？

　その時、ぼくは見た。

　見てしまった。

　あの、無愛想な吉よし住ずみ怜れいの首もとを。

　あの、いけすかない目つきをした森もり井い透とおるの首もとを。

　──ぷ。

　わき上がるおかしさに口元を押さえる。

　そして──ふたりは。

　机にごつん、と同時にうなだれていた。

　首もとには、ファンシーでマジカルでトゥインクルなオペラがしっかりと嵌はまっていた。




　で、ぼくはどうすればいいんですか？

　ぼくがあずささんにそう尋たずねたら。

『これから？』

　それから、なんとも妖よう艶えんな笑えみをこしらえて。

　見たことのある白衣を勢いよく羽織った。

『だいじょーぶ！　わたしは養護教きよう諭ゆとしてここに残るからさ☆　恋天使ラブエルやらせる代わりに、いつでもキミらの青春相談にのってあげよう♪』

　ていうか。

　ありえない。





第一話・桜舞い降りた（完）









[image: 第二話　覚悟がキラリ☆]








プロローグ　セカイのカケラ




　甘く見てた。

　甘く見てた。

　魔ま法ほう少女だか、恋天使ラブエルだか知らないけれど、変身しちゃえばどーにかなるなんて、甘くて甘くて自分が笑えてくる。てか、誰だれもそんなこと言っていないのに、勝手に無敵になったような、スーパーマンになったかのような、そんな気分で相手に向かうなんて大甘の甘ちゃんだということくらい、わかれよ、あたし。

　だいたい、いま考えてみるとあたしに修しゆ業ぎよう時代なんてものはないし、ある日突とつ然ぜん、ふりふりのくるくるに変身させられて、気がついたら派は手でな魔法使っていて、それすら自覚的ではなく、否いや応おうも無く悪い奴やつらと戦っているけど、その悪い奴らだって本当に悪い奴らなのかどうかさえ全然わからなかったりする。うー、てか、誰か代わってほしい。つくづく、正義の味方ってたいへんなんだから。やっぱり、こーゆーのってそれなりに正義感とか使命感とかある人がやるべきもんだと思う！　そう、無理やりやらせるべきものじゃない。いや、待て待て。正義の味方って、けっこうイヤイヤやらされているパターンが多かったっけか？　やーん、ていうか、これそのまんまじゃん！

　そう、ここまでざっと三秒程度。

　滑かつ空くうしてる間に忙いそがしく考えたりして。

　着地する。

　地を埋うめ尽つくすかのような蟲人ヒートの群れの中。

　バイオレットが宙ちゆう釣づりにされ。

　マリーは地に倒たおれ伏ふしている。

　その背後に。

　ひとつの影かげが佇たたずむ。

　紅あかい髪かみ、モデルみたいなプロポーションで──にまり、と笑う。

　てか、やばい。

　こいつ、強い。

　こーゆーとき、テンションって大事。

　とりあえず、ガン付けだけでは負けないように。

　気持ちだけでは負けないように。

　まー、気持ちだけでどーにかなったらアスリートは練習なんてしないわけだけれど。でもでも、気持ちで負けたら、実力なんて発揮されないわけで、実力なんてものがどれくらいあるのかなんてあたしにはさっぱりわからないけれど、ひとつだけ言えること。

　だいじょうぶ。

　たぶん、あたしは、強い。

　この、沸ふつ々ふつと心の奥底から湧わいてくる奇き妙みような根こん拠きよの無い自信。

　根拠のある自信は、根拠が崩くずれると弱いけど、あたしの場合、根拠がないから問題ない。うん。

　強い、強い、あたしは強い──

　……てか、だめ、ごまかせない。本当はめちゃ泣きそう。

　これって正義の味方としてさりげなく、致ち命めい的てき。

　なんでだろ？

　いやいや。

　あたしは、わかってる。

　わかってるくせに。

　如月きさらぎハニー。

　あなたえらいと思う。




　　　　一




　悪い夢に違ちがいない、の一言で片付けられたらどんなにかよかったろう？

　桜色のピンク・衣装コスチユーム。

　朱色のスカーレツト長い髪・ヘア。

　そして、紅のコード・魔法レツドを駆く使しする少女──。

　あれが、ぼくなんて。

　夢と思いたい。

　夢としか、思えない。

　ぼく、佐さ倉くら恭きよう一いちは、目覚めるたびにそう思う。そして、トイレで、洗面台で、鏡で、否応も無く思い知らされる。

　首もとに光る、マジカルチョーカー〝オペラ〟。

　いまにも喋しやべり出しそうな存在感。

　そいつは現実、としてそこにあった。

　それは──カッターでも、ナイフでも、プライヤーでも切断出来ない、間違いなくこことは違う世界で設計されたオーバーテクノロジーの結けつ晶しようってわけで──

　それを、引っ張って、つまんで、また引っ張って。

　そして、思う。

　ありえないよな、と。

　なんか、落ち着いてみると、無む性しように腹立たしい。

　男の子なのに、魔ま法ほう少女。

　男の子なのに、ふりふり美少女。

　どこかで誰だれかが笑いをこらえているかのような──とてつもない悪意を感じる。まあ、悩なやんでいても、登校時間はやってくる。昨日と同じ日常という名のルーチンはやってくる。

　いつにもまして、低テンションのぼくは──その日も、オペラをＴシャツの下にしまい、その上にワイシャツを着た。制服のズボンを穿はく。靴くつ下したを履はく。髪の毛を軽く整えて──そして、階下へと下りた。

　そう、ここはぼくの自宅だ。佐さ倉くら草そう一いち名義の、ごくごく一いつ般ぱん的な住宅建築物。まあ、普ふ通つうの家と異なっている、といえば一階の表側が母・咲さきの経営する花屋である、ということくらいで──後はなんの変へん哲てつもない、ごくごくありふれた家。

　リビングの扉とびらを開ける。開け放たれたサッシから覗のぞく裏庭を背景に、大きなテーブルの横たわる食しよく卓たくが見み渡わたせて──え？

　そこには。

　なぜか、ぼくの幼なじみ、水みず野のひなたがいた。

「おっす」

「──おす」

　彼女の明るいかけ声に思わず、返事をしてしまった。

「おにーちゃん！　遅おそいよっ」

　ひなちゃんの横でお箸はしとフォークを両手につかみ、わめいているツインテールの生命体はぼくの妹、佐倉小こ梅うめ（９）。今年小学四年生。

「おー、恭一、おはよお。座れ。朝ご飯だぞー」

　佐倉家伝統、無造作ヘア。白い歯をぴかりと輝かがやかせ、かいがいしくエプロン姿で朝食の準備にいそしむのは、主夫であり、父親である佐倉草一（41）。

　母さんの姿はない。恐おそらく、店の準備に追われていると思われる。

　ていうか──。

「なんで、ひなちゃんがいるの？」

「いいじゃん、別に。朝ご飯くらい食べさせてよ」

　いや、そういう問題じゃなく──

「ひなちゃんは、お店のお手伝いしてくれていたんだよねー？」

　小梅が言った。

「そーゆーこと」

　ひなちゃんは幸せそうに、もぐもぐと忙いそがしく口を動かしている。

　白くつややかな輝きを放つ炊たきたてのササニシキ。

　あさりとあさつきとわかめのみそ汁しる。

　駿する河が産キアジの開き。

　ほうれん草のおひたし。

　そして、黄金の卵焼き。

　彼女はまだほっぺたがぷっくらふくらむほど詰つめ込んでいるくせに、じっと手元の卵焼きを見つめている。見つめ続けている。嚙かんでいる最中の彼女の癖くせだ。次の獲え物ものを狙ねらうかのようで、見ていて飽あきない。

　ぼくはひょい、とその卵焼きを手に取り、口に入れた。

「あ～～～っっ!?」

　瞬しゆん間かん、ひなちゃんにとんでもない大声を出される。

「あ、あたしの卵焼きっ！　それ、次、狙っていたのにっ！」

「そうだったの？」

　ぼくはとぼけた。

　ひなちゃんは目に涙なみだを溜ためて、ぼくのほっぺたを睨にらみつける。

「ひどいっ絶対許さないっ！　おじさんの卵焼きは甘くてふわふわしてて、とろとろしてて絶品なんだからねっ！　あたしはそれ食べたくて過か酷こくな肉体労働に耐たえてきたのにっ！　ひどいっ」

　ひなちゃんはまだ口にアジの開きとご飯が残ったまま叫さけび続ける。鼻の先なんか真っ赤になっていたりする。

「ひなちゃん、私の真の理解者はキミだけだよ！　どーだい、佐倉家に嫁よめに来ないかい？」

　──ぶ!?

「あっはっは。やだなー、おじさん」

　ひなちゃんはわずかも気にせず、いま泣いたカラスもどこへやら。明るく笑いながら軽くスルーしてみせた。

「あらあら、にぎやかだこと」

　そこにふっくらした健康そうなほっぺの母さん、佐倉咲（40）が入って来る。

「おばさん！　ひどいんですよ！　あたしが楽しみにしていた卵焼き、恭一がとったんです！」

「こら。恭一。すぐ出しなさい」

　……いや、それは無理じゃないでしょうか。

「いいんだよ、いまからまた、卵焼き作るから」と楽しそうな父。

「あなたの卵焼きはとろとろですものね」といつも笑っている母。

「そーなんですっふわふわなんですっ」とご飯を飛ばす、ひなちゃん。

「おにーちゃん、寝ね坊ぼうしてくるくせにありえないよねー」とぼくを睨む小梅。

　ぼくは。

　そんないつもの食卓の光景をぼんやりと眺ながめていた。

　そして、気がついていた。

　ひなちゃんは、小さい頃ころからずっと当たり前にぼくの横にいたけれど……それが永遠に続くような気さえしていたけれど──

　そんなのありえないことなのだ。

　ひなちゃんだっていつか誰だれかと結けつ婚こんする。それがぼく以外の誰かではないと誰が言えるだろう？　こんな光景はすぐに消え去ってしまう。ある日、なんの前まえ触ぶれもなく、春の桜のように消え去ってしまう。そんなものに過ぎないと、いまさらながらに気がついた。

「あれ？」

　不意にひなちゃんが口をもぐもぐとさせながらぼくを見る。

　え？　と、ぼくもひなちゃんを見た。

「恭一が起きて来たってことは──」

　赤の革かわバンドの腕うで時計を見る。そして、大きな瞳ひとみをより見開いた。

「もう、こんな時間じゃん！」

　わたたた、とご飯をかき込み、みそ汁を飲み干す。そして、足あし下もとの鞄かばんをリュックのように背負って言った。

「恭一！　行くよっ御ご馳ち走そうさまでしたっ！　行ってきますっ☆」

　ぽんぽんと挨あい拶さつを述べたあと、ぼくは、ほとんど拉ら致ちされるかのごとく摘つままれる。慌あわてて、鞄と上着を手にするのが精せい一いつ杯ぱいだった。「行ってらっしゃ～い！」という家族の声を背に、ぼくとひなちゃんはいつもの通学路に進んだ。




　で、通学路を進みつつも。

　まだ、ひなちゃんはぷりぷりと怒おこっている。

「あれは尋じん常じような卵焼きじゃないよ？　あんなの作ろうったってそうそう出来ないんだから。あたし一個しかまだ食べてなかったのに。最後のひとつはご飯がなくなるのと同時に口に含ふくんで、含んだまま、あさりのみそ汁で嚙み締しめる予定だったのにっ！」

　喋しやべっているうちに感情が高ぶり、目が潤うるむのもいつものひなちゃんだった。

「ごめん」

「恭一は、恭一は、ぜったい、わざとだもん！」

　そんなことない──ことないか。

　晴れた空。

　のどかな気候。

　気持ちのいい、一日。

　どこかこの世界から外れているぼくにしても、それは悪くないものだった。

　その気候に誘さそわれたわけじゃないけれど。

　すこしだけ素す直なおになったぼくが「ごめんなさい」と、もう一度謝った、その時──。

　背後から、ドロロロロン、と腸はらわたに響ひびく重低音を轟とどろかせ、一台の真っ赤なバイクがぼくらを遮さえぎるように停とまる──おお。ドゥカティＳＳ一〇〇〇ＤＳ!?　深しん紅くの流線型を描えがくモンスターバイク。デカい。ホンモノを見たのは初めてだった。

　乗っていた、黒い革ツナギのライダーは一度アクセルを吹ふかしてからエンジンをカットすると、勢いよくヘルメットをむしりとる。

　紅ぐ蓮れんの髪かみがこぼれ落ち──見覚えのある顔がにやり、と笑った。

「いたいた。やっとみつけた！　ここらだってのはまー数式でわかるんだけどさ。おまえだよな？　たしかチェ──」

　ぼくは、慌てて、そのライダーの口を塞ふさいだ。

　ひなちゃんが啞あ然ぜん、としているなか──

　もぐもぐと続きの言葉をぼくの手のひらでこぼすその人は。

　ノスタルジックな美び貌ぼう。

　トップモデル顔負けのグラマラスな身体からだ。

　そして、燃え立つような……凶きよう悪あくな眼まな差ざし。

　この間、理科棟とうの地下──基子シエル回クラ廊スタで勢いよく、チェリーぼくが宣戦布告してしまった──たしか、ミルファ……さん。

「ぷはあ！　放せって、おまえ。わかったよ、秘密なんだろ？　ていうか、こいつー。朝から女の子泣かせやがって。なかなかやるじゃねーか」

　嬉うれしそうに、ぼくを肘ひじ打うちしながら、うかか、と笑う。

　ぼくが言葉もなく、ぼう然としていると、ミルファさんは言った。

「こないだは悪かったね。こちらとしちゃあ、隠おん密みつ行動だったわけだけど、プルコに見つかるわ、朱しゆ璃りさまにはバレるわで、もー大目玉」

　……朱璃さま？

「あー、うちのボス。ぼうっとしているようで、目ざといんだわ、これが……いやいや、ま、そんなことより──」

　ミルファさんは、胸のファスナーを下ろすと、いきなりふくよかな胸の谷間を露ろ出しゆつさせた。

「わ!?」

　ひなちゃんとふたりであせったその瞬しゆん間かん、まるで気にするそぶりもなく、ひとつの封ふう筒とうを取り出した。

「これ。手紙。うちのボスから」

「ぼくに？」

「そ。いいこと書いてあるぜ。是ぜ非ひ読んで検討してくれ」

　ぼくが、きれいに封をしてあるその手紙とやらを手に、開けるかどうか固まっていると、ミルファさんは唐とう突とつに、へぇ、とひなちゃんを見た。

「なるへそ。これが……ね」

「な……なんですか？」

　ひなちゃんは胸むな元もとに手を固めたまま、聞き返す。

　ミルファさんはそれには答えず──あれれ？　と今度はぼくを見る。大きな瞳ひとみをより広げてみせた。

「へへぇ……そういうことか」

　と、言いかけて……まあいいや、と止やめた。思いきり思わせぶりな態度だった。

　……なんなんだ、この人。

「えーとね。伝言がある。朱璃さまから。いま言ってもいいかな？」

　ダメだって言っても、この手の人は、言うに決まっている。

「……どうぞ」
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　ぼくが言うや否いなや。

　不意にミルファさんは赤い豪ごう奢しやな髪をばさり、となびかせ電源が切れたようにうつむいた。イタコみたいに──がくん、と肩かたを落とす。

　やや間があって。

《この間は部下がたいへんご迷めい惑わくをかけました》

　聞こえてきたその声は、確実にミルファさんの声じゃなかった。張りのある、成人男性の声だ。しかもまだ若い。

《言い訳にしか聞こえないだろうけど……僕は、第１１７界層には手を出すなと言っておいたつもりだったんだけど……監かん督とく不行き届きだった。ごめんなさい》

　そこで、あやつり人形みたいにミルファさんは直立不動のまま、ぺこり、と頭を下げた。

《で、謝っておいてなんだけど──この度たび、我々永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやは本格的に第１１７界層に介かい入にゆう決定につき、これからもっと迷惑かけちゃう……ので、前もって謝ります。ごめんなさい》

「……は？」

　ぼくがぽかん、としていると、

「以上☆」

　伝言が終わったのか、ミルファさんはまたばさり、と髪を翻ひるがえし、顔をあげた。

「聞いた？　意味わかった？」

　ミルファさんは楽しそうにぼくの顔をのぞき込む。

　えーと……それは、つまり。

　ずいぶんと慇いん懃ぎんに、そのくせ、ずうずうしい宣戦布告な伝言なわけだった。

「これで、あたしの役目は終わり。なんか質問ある？」

　その目は見下すようで、どこか小馬鹿にしたようで──先週の、もう夢だったんじゃないかとも思い始めていた一連の事件をぼくに思い起こさせていた。

「恭一、誰だれなの？　知ってるやつ？」

　長らく蚊帳かやの外に置かれていたひなちゃんの一本気気質が復活していた。正義の味方気質と言ってもいい。ケンカモードに入っている。

　知っている、というか……知りたくなかった、というか。

　認めたくはないけれど……つまり、この人は、チェリーぼくの敵だった。

「ぼくからも、その朱璃とかいう人に伝言があるのですが」

　ミルファさんは、面おも白しろそうに、へぇ、とぼくを見る。

「聞こうか」

　コホン。

　ひとつ、咳せき払ばらい。

「手を引け、くそやろう、と。お願いします」

「あははははははは」

　ミルファさんは嬉うれしそうに笑う。

「了りよう解かい、了解♪」

　そう言うと、またヘルメットをかぶり直し、ドゥカティに跨またがった。セルを回し、エンジンに火が入り、凄すさまじい排はい気き音が朝の住宅街に響ひびいた。

　ミルファさんは一度行こうとして、ヘルメットのシールドをあげた。ぼくをちょいちょいと引き寄せる。そして、ぼくが顔を寄せると囁ささやいた。

「刃は向むかうなら苦労するぜ、おまえ」

　にまり、と笑う。

「ちゃお☆」

　そして、二本指をすちゃっと立て、騒そう音おん罪もそっちのけのかん高い音を街中に響かせ、ミルファさんは走り去っていった。

「何なの？　あいつ？」

　ひなちゃんが仁に王おう立だちで言うけれど──

「知らない。わけわかんないやつは大勢いるよ」

　ぼくはそう答えるしかなかった。

「でも、恭一、会話成立していたように思えたけど？」

「適当に合わせただけだよ」

「そう？」

　不得心顔のひなちゃんを背に──

　やっぱり、全部夢だった、なんて。

　むしのいい考えだった──と、ぼくはとたんに気が重くなっている。




　　　　二




「恭きよう一いち。こしあずきあん、おごってくれ」

　昼休みの大お度ど城き学がく園えん。

　男子トイレから出てくるなり、そう土つち屋や耕こう介すけにたかられた。

　微び妙みような髪かみ形がた。

　パンクなメッセージＴシャツ。

　どこかしまりのない顔つき。

　耕介はすっかりいつもの耕介だった。熾ヴイ界ジヨン、というのは、どうやら終わるとただの夢としてしか認にん識しきされないらしい。そんなものわざわざ〝蟲レウ〟なんていうものを取り憑つかせてまで作る意味がわからない。

「おごってくれって。あれ、たかだか六十円だろ」

　ぼくは言い返す。

「昨日、DS Lite 買っちまって。お小こ遣づかいパーなわけよ」

　こいつ──DS Lite をぽん、と買えるほどお小遣いもらっていたのか。

「おまけに、本体だけで小遣いなくなったから、ソフトは借り物だしよ」

　そんなこと知るか、と思いつつも。

　こしあずきあんを耕介におごるぼくは甘い。甘すぎる。

「この恩は終生忘れねえ」

　うまそうに、購こう買ばい部の名物あんパンを頰ほお張ばる耕介の横顔を見て──

　ぼくは思い返す。

　先週の事件。

　失しつ恋れんした耕介に憑いた蟲レウの作用により、教室中を血の海と化した熾ヴイ界ジヨン。負の思念が現実に干かん渉しようした、セカイ。

　あの後、あずささんは、

『大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫☆　キミたちが蟲レウを倒たおして熾ヴイ界ジヨンを解放したから、みんなの記き憶おくには残っていないよん』

　とか、お気楽に笑っていたけれど……あの人いいかげんそうだから、わかりゃしない。

　そして、吉バイオ住レツトと森井マリー。

　あの事件以来、ふたりとも気まずいのか話しかけてこない。まあ、もともと引きこもり体質の森井は、学校自体に来ていないのだけど──吉住には意識的に避さけられているような気がする。

　そして、肝かん心じんのあずささんはといえば──一昨日おととい、保健室を訪ねてみたけれど、手書きの『休きゆう診しん☆』とかいうふざけた張り紙がしてあるだけだった。こうまで関係者と会えないと、先週の事件が全部夢だったんじゃないか、と思うのも無理はないだろう。

　しかし、今朝ミルファさんに会ったことで、またにわかに──

「恭一。牛乳もおごってくれないか」

　耕介の声。

　にわかに──ぼくの中の緊きん迫ぱく感かんが消し飛んだ。

　結局、ぼくは耕介に牛乳パック七十円もおごる。

　また、再び同じ問答を繰くり返すのも馬鹿馬鹿しいし、こしあずきあんに牛乳の組み合わせは、ぼく自身も密ひそかにファンであるわけで、気持ちはわかる。だけど、それよりも──

　先週、チェリーに変身した時なだれ込んできた、耕介の哀かなしみの波動。あのセカイを覆おおい尽つくすほどの哀しみが、ぼくには忘れられない。耕介のあんな哀しみがそう簡単に癒いえるとは思えな──

　げふう♪

　こしあずきあんをたいらげ、牛乳を飲み干した耕介は、幸せそうにげっぷをした。

「…………」

「いやー、わりいな、恭一！　んじゃあ、お礼として、いいところに連れて行ってやろう」

「いや、別にいいよ。おかまいなく」

　ぼくは受け流して去ろうとしたのだけれど。お腹なかがとりあえず満たされ、上じよう機き嫌げんの耕介に、いいからいいからと腕うでをつかまれ、引きずられて行ったその先は──。

　体育館への渡わたり廊ろう下か近くにある、女子更こう衣い室しつ。

　いや。ちょっと、待て。

　いいからいいから、と背中を押され──

　扉とびらが開け放たれると、そこには誰だれもいなかった。

「ちょっと！　誰かいたらどーするんだよ！」

「まだいるわけねぇよ。昼休みになったばかりなんだからさ。あのな、ここのロッカーには実は盲もう点てんがある」

　嬉うれしそうに、中にずかずかと入り込む耕介。

　ていうか、こんなところみつかっただけで、一年間は女子に口を利きいてもらえない。

　耕介が、「ここ、ここ」と指差す先にはひとつのロッカー。左右対たい称しように十個ずつくらい並べられたロッカーの端はしから三つ目の特に変へん哲てつもないロッカーだった。

「ここさ。鍵かぎが紛ふん失しつした、とかで使われていないロッカーなわけよ。ほら。ここに使用禁止、と張り紙もしてある」

「それで？」

　ぼくは人が来やしないか、と気が気でない。

「じゃじゃーん」

　耕介が取り出したのは小さな、銀色の鍵だった。

「これが、その鍵。まあ、入手経路は訊きかないでくれ」

　聞きたくないし。

「ほら、ぴったり。つまりだな。女子どもは、ここのロッカーを使う、という概がい念ねんがはなからないわけなのだよ。つまり、開けもしない。ここに誰が潜ひそんでいようと、その可能性にすら思い至らない。うふ♥」

　うふ♥、じゃないだろ。

「恭一、来てみろって！」

「おまえな、これ、犯罪だぞ？」

「いや。これはロマンだ！」

「ここに隠かくれて、着き替がえを覗のぞこうっていうんだろ？　そんなのダメだよ！」

「入りゃわかるって」

　わかるわけないだろ。

「俺の芸術的細工を見てくれ。頼たのむ」

　芸術的って──

「なんと！　外側からはただの空気穴にしか見えないのに、中からはほぼ全方位視し認にん出来る優すぐれもの！　これはおまえにしか教えてないんだからな？　チクるなよ？」

　わけのわからない論理を振ふりかざされ、ぼくはそのロッカーに押し込まれた。

「ちょっ──」

　パタン！

　扉が閉められる。

「覗いてみろ。どうだ？」

　いや、どうだって──えっと……ちらり。

　おお。これはすごい。

「なんて言う訳ないだろ──」と扉を押し開けようとして。

　む？

　扉が開かない。

「耕介？　開けて？」

　返事が無い。

「おい！　耕介！　冗じよう談だんやめろよっ！」

　どたたた、と近くに寄ってくる耕介。ぼくはその姿を空気穴から視認する。

　その顔は泣きそうに歪ゆがんでいた。嫌いやな予感がした。

「おまえ、すっっげえ、ツいてる。ていうか、ありえねえ。後で聞かせろ」

　そのまま、ロッカーの覗き穴の視界から耕介は消えた。

「ちょっと──おいっ！　耕介っ！　開けろ──」

　がちゃがちゃとロッカーを揺ゆさぶっていたぼくの耳に。耳慣れた声が聞こえてきた。

「ありえないよね──、ジュンてさ、またケータイ替かえたんだって」

「えー、そなんだ？　いいなー」

「でも、ひなたケータイほしいの？」

「ほしいよー。でもさ。うちは高校んなって、自分で払はらえるようになるまでダメだってさ」

　この声は。

　ひなちゃん？　そして、クラスメートの由ゆ井い三みつ恵えさん……!?

　なんで、昼休みなのに？

　いや、そういう問題じゃなくて。

　どうしたらいい？

　事情を説明して、出て行ってわかってもらえるのか？

　いや、このままやり過ごして──目を瞑つぶって、何も見ずにじっとしていればいいのではないか？　見つかりさえしなければ、耕介も自分が関かかわっているのだから、おいそれと他言することはないだろうし、だいたい、ここの秘密は耕介もぼく以外には話していないと言っていたし──

　と、ぐるぐる考えているうちに、ひなちゃんと由井さんは、よりによってぼくの正面で着替え始めた。すなわち、ぼくの潜んでいる両側のロッカーを使用する。耕介が言うところのベストポジション。いやいや。そうじゃなくて。これは、まずい。ぼくの品性に関わる。ぼくのアイデンティティに関わる。ぼくに──そんな大層なものがあるとしての話だけれど。

　うろたえまくるぼくの心理状態などどこ吹ふく風、とふたりの少女は着替え始めた。

「ひなた、ごめんねー。体育当番あたしなのにさ。手伝ってもらうの助かるよー」

「いいって。いいって。あたしもすこし早く行って、練習したかったし」

「ひなたうまいじゃん。レイアップとか」

「うまくないよー。こないだ最後あたしが外したんだもん」

「ひなた、負けず嫌ぎらいだよね」

　……うん。ものすごく負けず嫌い。

　ぼくは目を固く固く閉じたまま、心の中で由井さんに頷うなずく。

「あーっ！」

　え？

　突とつ然ぜんの叫さけびに。ぼくは思わず目を開ける。

「ひなた、また胸大きくなってない？」

「な、なってないって」

「うそだっ、ブラのサイズ替えたでしょ？」

　…………。

　再び、目を固く閉じたが手て遅おくれだった。ひなちゃんの下着の残像が目の裏に焼き付いた。

　きゃーきゃー言って、ふざけ合う、ひなちゃんと由井さん。

　いいから、早く着替えて消えてくれ。

　と、そこに──

「あ～っここにいたですっ！　ひなちゃんっ！　みっちゃんっ！」

　この声は──桃ももちゃん。

　また、話をややこしくするキャラが……

「なんで、誘さそってくれないですかっ？」

「だって、桃、ご飯食べていたし」

「ひどいのです！　今朝だってひなちゃんの家に行ったら、恭ちゃんの家に行ったっていうし、恭ちゃんの家に行ったら、もーいないし、途と中ちゆうでかわいそうな猫ねこちゃん見ちゃうしで、桃ちゃんは泣きながら学園の坂を上ったです！」

「かわいそうな猫ちゃん？」

「轢ひかれていたです。桃ちゃん、とりあえず道の端はしに移動させたです」

　──それは、朝からディープだな……。

「ごめんねー、桃」

「とにかくっ！　ひなちゃんが行くなら、桃ちゃんも行くですっ！」

「ひなた、ホント、桃に好かれているねー」

「あはは……好かれて？　いるのかな？」

「惚ほれているのですっ！」

　そう言いながら。

　桃ちゃんはぼくの隠かくれているロッカーの正面に立つ。

　そして、おもむろに扉とびらを引っ張った。

　うおお!?

　慌あわてて、内側から扉を押さえる。タッチの差だった。考えてみたら、耕介はこのロッカーに再び施せ錠じようしていってない。さっきは開かなかったけど、いま開かないという保証はない。ぼくはもう、生きた心地ここちなんていつ味わったろう、というくらい心臓が高鳴りつつ、扉を懸けん命めいに押さえた。それは、もう、手がぷるぷる震ふるえるほど。

「やっぱり開かないですねー」

「ここに使用禁止って書いてあるじゃん」

　そうだよ、そこに書いてあるだろ。

「うー、わかってるですけど。桃ちゃんもひなちゃんたちの近くがいいのです」

　別に、どこでも空いてるじゃないか、桃ちゃん。

　ぼくはロッカーの中で思わず殺気を覚えたりする。

　仕方なく、といった感じで、桃ちゃんはふたりの背後のロッカーを使うことに決めたようだった。う。そこはそこで、やっぱりここからは丸見えになってしまう……ので、再び目を固く閉じたその時。

「あ、ひなた！　魔ま法ほう少女のうわさ話聞いた？」

　その由井さんのセリフにぼくは固まった。

「なに、それ？」

「先週の五限、みんな催さい眠みん術にかかったみたいに寝ねちゃったでしょ？　あのとき、けっこうみんな似たような夢見たじゃん？　そんで、その夢に共通するのが、三人組の魔法少女」

「あはは。魔法少女か」

「いや、マジだって。るっくんも、いーこも見たって言うんだって。こー、赤、青、黄色の三人組。みんな、ひらひらで、パンチラで、ちょーかわいかったってさ！」

　──うそだろ……？

「桃ちゃんも憶えてるのですっ」

「あたし、なんかあんまり憶おぼえてないや」

「きっと、魔法少女に消されたのです！」

「あはは」「きゃはは」

　桃ちゃん、なんか、微び妙みようにするどい。さすが、地球外生物。

「でもさ、みんなで同じ夢見るなんておかしくない？」

「そーいえば……夢の中で桃ちゃんは気になることがあるのです」

　え？

「なになに？」

　思わず、目を開けてしまい──また閉じる。ぎゅっと閉じる。

　今度は、桃ちゃんの後ろ姿が焼き付いた。

　ていうか、桃ちゃん、パンダのパンツ……。

「すごくかわいい赤い髪かみの女の子が泣いていたのです。そのコが泣いたら化け物が改心した夢だったのです」

「なにそれー」「あはは」
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　やばい……この天然彗すい星せい娘むすめ。これは、要注意だった。

　で、ようやく。わいわい言いながら、三人は出て行った。心底、もう、本当に心の底から息を吐はいて。ぼくが出ようとすると、また人の気配がした。開けよう、と扉の内側に手をかけたぼくは再び凍こおりつく。

　……耕介？

　しかし──その人ひと影かげは、モデルのような気取った歩き方で、先ほど桃ちゃんが使用していたロッカーの辺りに立つ。背中からの様子では──とても中学生には見えない。プロポーションがよすぎる。黒のスーツに身を固めた、間ま違ちがいなく大人の女性だった。ていうか──これは、まずい。これは断固目を閉じ続けていないと、ぼくは生しよう涯がい、性犯罪者のレッテルを貼はられてしまう。

「こら」

　そう声が聞こえた。心臓が止まるほど驚おどろいた。思わず目を開けると……

　ぼくのロッカーの前に立っていたのは、ミルファさんだった。

「まったく青春まっさかりだな、おまえ。裸はだかくらい見せてやってもいいけどよ。おまえいちおー、正義の味方なんだから自覚もてよ」

　彼女はロッカーに寄り掛かかり、腕うでを組んだ。にやにやと笑っている。

　ぼくとしては、明確に否定したかったけど。

　ここまではっきりとした現場を押さえられていると何も言えない。

「で、取り引きの手紙は読んでくれた？」

　取り引き？　ああ、今朝の封ふう筒とう──？　っていうか、ポケットに突つっ込んだままだった。

　あれ、取り引きだったのか。

「刻ときは金なり。タイム・イズ・ア・グリップ！　とゆーわけで。本日四時を締しめ切りにさせてもらうぜ」

　ミルファさんは、それだけ一方的に喋しやべると、

「覗のぞきもほどほどにな。青少年」

　ぷぷぷ、と口を押さえながら、ミルファさんは更こう衣い室しつから出ていった。

　一いつ瞬しゆん、放心したあと。

　ぼくは扉とびらを開け、女子更衣室から脱だつ出しゆつした。

　で、脱力した。

　出たところで、どーだった？　とにじり寄ってくる耕介を突き飛ばし──しかし、あ、と思い返して、尻しり餅もちをついている耕介のポケットからあのロッカーの鍵かぎを取り返すと、あ、やめろよっという耕介の制止も聞かず、ぼくはその鍵を排はい水すい溝こうに流して捨てた。

「あ～～っっ」

　という声を背にしたけど。

　知るもんか。




　ようやく。

　ようやく、耕介から解放されたぼくは──ひとりふらふらと本校舎屋上にやってきた。お腹なかもすいたけど、とにかくひとりで、あの手紙を読んで、取り引きというものを知らないとまずい。なんか妙に嫌いやな予感がぷんぷんする。

　ところが──風渡わたる屋上には、先客がいた。

　鉄の扉を開けると、そこには。

　森もり井い透とおるがいて、吉よし住ずみ怜れいがいた。

　図はからずも、少年魔ま法ほう少女三人そろい踏ぶみ。

　森井透は、ぼうっと手すりに寄り掛かったまま、ぼくを見た。

　外国の男の子を思わせる、ふわふわのやわらかそうな髪。

　いけすかない目つき。

　あの事件以来の、また久々の登校だった。

「よお、チェリー」

「その名前で呼ばないでよ、マリー」

「やっ、やめろっ！」

　森井はおぞけるように、全身をよじる。

　……そっちからやったんじゃないか。

　と、思っていたら、コホン、とひとつ咳せき払ばらいをする吉住怜。

「ちょうど良かった。おまえを探していたんだ、チ、佐倉」

　いま、ぼくのこと、チェリーと呼ぼうとしませんでしたか。

「今後のことを相談したい」

　その眼光は相変わらず鋭するどい。全女子生徒憧あこがれの美び貌ぼうをもつくせに、唯ゆい我が独どく尊そん的な思考と眼まな差ざし。しかし、今日はその端たん整せいな顔立ちに深い皺しわを刻んでいる。気のせいか目の下にクマまである。かわいそうに、よく眠ねむれていないのかもしれない。

「相談って？」

「魔法少女のことに決まっているだろ！」

　森井透が代わりに怒ど鳴なった。

「ちがう、恋天使ラブエルだ」

　吉住がすこしばかり頰ほおを紅潮させて冷静に突っ込む。

　どっちも同じだと思うけど。

「それなら、あずささんに相談したほうが早いよ」

　ぼくがそう言うと、森井が唇くちびるをとがらせた。

「あんな女、信用出来るかよ！　養護教きよう諭ゆとかいって保健室行ってもいつもいねぇし、だいたいありえねーだろ？　ボクたち男だぜ？」

　確かに。ありえない。ありえなさすぎる。

「問題は──」

　と吉住が言う。「なぜ、俺たちなのか、ということだ」

　確かに、それはわからない。

「信じがたいし、信じたくもない設定だが……」

　そう、吉住は前置きして屋上の手すりに寄り掛かかった。空を見上げる。空は澄すみ渡わたっていて、気が遠くなるほど上空に筋状の雲がかかっていた。

「この世界が──実は、あずささんの言うとおり界層構造の世界だとして。そして、この界層の状態がヤバくて、恋天使というものが任命されなければならない、として」

　吉住は、鋭い眼差しをさらに細めた。

「だが、恋天使のあの外見は疑いようもなく女の子だ。誰だれが何を企たくらもうと、それに対処する者があの格好をしなければならないのであれば、オペラは、本来、女の子に装着されるべきものじゃないのか？」

　疑う余地がわずかにも存在しない正論、だった。

　もしくは、ぼくらに共通する当たり前すぎる疑問。

「吉住、おまえはまだいい。まだカッコいいじゃないか。許せないのは、ボクだ。マリーだ」

　突とつ然ぜん、森井が突つっ込んだ。

「確かに、日ひ傘がさは、な。勘かん違ちがい入っているかもな」と、吉住。

「ですわって言う口調もすごいよね」ぼくも言った。

「おまえら、喧けん嘩か売ってるのかよ？　傘はセットらしくて、言葉だってあーゆー風に自動的に変へん換かんされるんだよっ！　ボクの意思じゃないっ！」

　森井はぼくより低い身長をめいっぱい背せ伸のびして、喰くってかかってきた。

　吉住は一度ため息をつき、黒ぶちの眼鏡めがねを中指で押さえる。

「最大の問題は、いつまでこんなことをやらされるのか、ということだ」

「それは──やっぱり敵を倒たおすまでじゃないのかな」とぼく。

「敵、とはそもそもなんなんだ？　それに、おれたちが戦わされる理由となる……熾ヴイ界ジヨンというものについてもよくわかっていない」

「それなんだけど」

　ぼくは、ついさっき更こう衣い室しつで思いがけず仕入れた情報をふたりに話した。もちろん、どうして知ったのかは微び妙みように伏ふせておいたけど。

　森井がびっくりして聞き返してくる。

「ていうことは、何か？　人によっては熾ヴイ界ジヨンの中での記き憶おくが残っているっていうのか？」

「別にぼくらが魔ま法ほう少女だっていうことまでは知られていないらしいけど」

「もしそうなら生きていけないな。生きていけない」

　森井がぶつぶつと言う。

「訊ききたいんだけど」

　ぼくはずっと疑問に思っていたことを口にした。

「吉住と森井はいつから魔法少女やってたの？」

　吉住はどこか、どんよりと言う。

「──おれは、おまえがチェリーになる数日前にいきなり変身させられた」

　森井も悔くやしそうに言う。

「ボクは、おまえの一日前。やっぱ突然」

　吉住は首もとに手をやり、オペラを引き出した。

「このおれたちに装着されたオペラというチョーカーは、どうやら熾ヴイ界ジヨンを感知すると作動するらしい。おれたちの意思に関係なく」

　意思に関係なく……ひどい話だった。

「チェリーが現れる前──おれたちは変身させられたはいいが、ひたすら待機させられた。あのプルコ、いや、あずささんが来て、すこし待て、と。あとひとり赤系がいるはずだからって」

「赤系って……いよいよありえねーだろ？　戦隊ものでも赤は主人公じゃないか！　それなのにボクが黄色っていうのがありえない。黄色って言ったらあれだろ！　ほら、肝かん心じんなとこでドジやらかす！」

　森井って……天然かも。

　吉住が構わず続ける。

「あとはこの間話したとおりだ。あずささんがおれたちに戦うな、と言ったのは、恋天使とは三人セットで任命されて初めて、あの魔ま道どう数すう式しきという力がＤダウンロードされる仕組みだったかららしい」

　……そうだったのか。だから、ぼくが最後のピース。

　吉住は悔しそうな顔をして長めの前まえ髪がみをはらう。

「だからいままで熾ヴイ界ジヨンが現れても、おれたちは結局、手をこまねいて見ているだけだった」

「熾ヴイ界ジヨンが現れてもって……他ほかにもあんなことがあったの？」

　ぼくが訊くと、吉住は顔をあげた。

「ああ。二度。誰の記憶にももう残っていないようだが」

　ぼくらが解放した耕介の熾ヴイ界ジヨン。あんなものがいつの間にかこの学園で他にも起こっていた。そのことにぞっとした。

「それで、吉住たちはどうしたの？」

「それだけだ。なすすべもなく、やがて熾ヴイ界ジヨンは消えた」

　熾ヴイ界ジヨンが……消えた？

「……じゃあ、別にほうっておいても熾ヴイ界ジヨンは消える？」

「おれがあずささんから聞いた話では、そうだ。だが、熾ヴイ界ジヨンというものは一度現れると、周囲の人間を巻き込み、巻き込まれた人間の恋スヴ粉ニールを切り離はなすらしい」

　恋粉──そうだ、たしかあずささんもそんなことを言っていた。

　耕介の恋粉。蟲レウというものは、人の恋こい心ごころに目がなくて、恋するエネルギーを喰くって、熾ヴイ界ジヨンを構成する。たしか、そういう話だった。

「あ」

　ふと、思い出して、ポケットをまさぐる。だいたい、これをひとり静かに読むためにここに来たんだった。永中なんとかの、ミルファさんから渡わたされた手紙。確か、取り引きと言っていた。

　手紙を出して読む。読んで──読み進めるうちに。

　頭の中からすうっと血が引いていく思いがしていた。

「佐倉？」

　森井の声に。

　我に返る。我に返ったけど──

　心はいつまでも、その文面に縛しばられていた。そこには──確かに、ひとつの取り引きが提示されていた。

　そう、まさに取り引きだ──何かを得るには何かを失う、現代社会の暗あん黙もくのルール。

　魔法少女から解放されるための取り引き。

　ぼくらからオペラを外すための取り引き。

　それが、書かれていて……だけど、その代わりに──

「佐倉？」

　吉住の声。

「これは……ごめん。ぼくの帰りの夕飯買い物リスト。今日は『舌した平びら目めのソテーサラダ仕立てスペイン産シェリーヴィネガー風味』だってさ。買うものいっぱいだー」

　あはは、とぼくはごまかす。

　自分でもわざとらしいとは思うけど──こいつは、ふたりには言えないと思う。そして、紙を丸めてポケットに押し込むと、森井が叫さけんだ。

「おまえなっ、さてはやっぱり、楽しんでるだろ？　魔ま法ほう少女にされたこと！」

　……なんてこと言うんだ、こいつ。

　ぼくのその視線を受け、森井は続ける。

「だってさ、チェリーは確実にノリノリだったじゃんかよ、こないだの地下迷めい宮きゆうといい、土屋との対戦といい。おかしいんだよ、おまえひょっとして、魔法少女やってもいいかな、とか考えてねえか？」

　そんなわけがない。そんなわけないけど──

「確かに──おれも別の側面でだが、佐倉には疑問がある」

　今度は吉住がぼくに鋭するどい視線を向けてきた。

「土屋が天てん井じようを突つき破った時──なぜ、チェリーだけが敵の位置を捕ほ捉そく出来た？　目の中の数式を理解出来たんだ？　森井もおれも目の中に広がる、数式というものにどう対処してよいのかわかっていなかった。だが、チェリーだけは……初めてあの格好になったようにはおれには思えなかった」

　そんなことチェリーに言ってほしい。

　あれは、ぼくじゃない。ぜったい。

　ていうか、疎そ外がい感かん。

　派生する、孤こ独どく感かん。

　同じトラブルに巻き込まれたのに、ぼくだけおかしい。ぼくだけみなから外れている。そう言われているのだろうか。

　やっぱり、という思いと、またか、という思い。

　恋天使という職務から、ぼくだって解放されたい。

　女の子になって、あんな派は手でな格好をするのもごめんだ。

　そして、そして。

　そこから、解放される手段がこの手紙に書かれている。

　それは──

〝水みず野のひなたの恋粉〟を差し出すこと。

　恋こいをする人が放出するという恋粉。

　ていうことは、ひなちゃんが恋をしている。

　それは──

　だけど──

　とりあえず。

　とりあえず、ぼくをとんでもなく憂ゆう鬱うつにさせていた。




　　　　三




　手紙に書かれていたこと。

　利きき腕うでじゃないほうで書かれたみたいな字体は見ているとくらくらする。

　朱しゆ璃りとかいう人が字体を隠かくす必要があるとは思えないから、単純に字が汚きたないのだろう。

　そこに書かれていることは全部でみっつ。簡潔だった。




　一．我々、永えい中ちゆう科か儀ぎ社しやは、水みず野のひなたの恋スヴ粉ニールがほしい。

　二．代わりに、キミたちの嫌いやがる恋天使ラブエルの任務から解放される数式を教える。

　三．補足……水野ひなたの恋粉は確実にキミに向けられてないから別によいと思うのだよ。




　思うのだよって……この文面の、どこにぼくは憂鬱になっているのか。

　恋粉、とかいう小学校低学年向けの設定はひとまず置いておいて。

　ひなちゃんが誰だれかに恋してる。

　そんなことは、あることだ。

　ひなちゃんだって年とし頃ごろの中学生であるわけで──その恋粉とやらをあげるだけで、ぼくたちはこの馬鹿馬鹿しい魔法少女から解放される。

　それだけで？

　それだけ、は他人だから言えること。

　実際、耕こう介すけは──恋が破れて、熾ヴイ界ジヨンを構成した。

　そして、三つ目の項こう目もく。

　水野ひなたの恋粉はキミに向けられたものではない。

　これだ。

　ひなちゃんが恋している。誰かに、恋をしている。

　それが……思いがけず、ぼくを打ちのめしていた。




　授業が終わったあと。

　すこし、だいぶ、迷った後。

　ぼくは──限りなくぼくと無む縁えんの世界に向かって歩き始めていた。

　すなわち、体育館。

　汗あせの匂におい。

　青春の活気。

　野太いかけ声と、かん高だかい嬌きよう声せい。

　思わず身体からだが縮こまる、充じゆう実じつ感かんの密集地帯。

　入り口を入って──バスケの練習風景を見やりながら奥の階段を上る。二階にある、剣けん道どう場じようへと向かう。途と中ちゆう、何人かの柔じゆう道どう着ぎの部員とすれ違ちがった。みな、どこかすっぱいような、汗あせ臭くささがある。熱い体温を感じる。彼らがうろんな目でぼくを見る前に、ぼく自身、場ば違ちがいという言葉を強く意識する。

　なんとか意識を殺し、ぼくは剣道場へと辿たどり着いた。柔道場と併へい設せつされた、剣道部の道場。その中を覗のぞく。

　三十人ほどの部員たちが思い思いに柔じゆう軟なん体操や、素す振ぶりをしていて──

　その中に目的の人物を見つけた。

「あれ？」

　彼女は気がついてくれた。

　ひなちゃんが近寄ってくる。

　紺こんの袴はかま。

　純白の剣道着。

　後ろで結ばれた明るい髪かみ。

　竹刀しないを片手に──

「どーしたの？　めずらしーじゃん」

　いつもの微笑ほほえみ。

　しかし……ひなちゃんはたいていの服が似合うけど。白の剣道着は、はっきり言ってめちゃくちゃ似合う。中学に入って、いきなり剣道を始めたのはたまげたけど、正解かもしれない。

　いやいや、そんなことはどうでもよくて。なんか、昼休みの下着姿が思い出されて、目が合わせられない。いつもと同じように話せなかった。

「すこし、時間とれないかな」

　ぼくは畳たたみの目を見るかのようにうつむいて、ようやっと切り出した。

「いまから？」

「いまじゃないとまずいんだ。部活始まるところで申し訳ないけど──どうしてもいまじゃないと」

「ふーん」

　しばらく、ぼくの顔を窺うかがっているひなちゃんだったけど、よし、と一言言って、他ほかの女子部員のところに向かった。何やら拝み手で話している。その女子部員もこちらをちらちらと見る。なんとなく、部員全体がぼくを気にしているようで、消え入りそうな気持ちがした。

　間もなく、ひなちゃんは竹刀を置いてぼくのところに戻もどってきた。

「おっけー」

　そのままぼくを引き連れ、道場を出た。そして、奥の非常扉とびらを開き、非常階段の踊おどり場ばに出る。

　そして、階段に座ると、にこり、と笑う。

「なにかな？」

　ぼくは扉を閉め、いま、ここに至るまでなんと切り出してよいかわからない話を急いで頭の中で纏まとめていた。

「ええと──どういうふうに言ったらうまく伝わるかわからないけど」

「うんうん」

　なんて言っていいのか。うまく言えるのか。

　いや、しかし──とにかく時間はない。四時までもう時間はない。

「あの……さ」

　ごくり、と唾つばを吞のむ。

　なぜか──告白みたいで、緊きん張ちようする。そんなことしたことないけれど。

「あの……」

　はやく言え、ぼく。

　時間が立つほど、これはまずい。さらっと言え。

「……ひなちゃん、いま好きなひといる？」

「…………」

　……しまった。

　これじゃあ、ホントに告白みたいだ。

「いや。そうじゃなくて。いや、あの、つまり──」

　ひなちゃんの頰ほおが染まっていた。軽く唇くちびるが開いていて……その瞳ひとみはぼくを見つめていた。形のよい喉のど元もとが軽く隆りゆう起きする。思わず──

　いや、思わずも何も。ぼくがすでに真っ赤だったのだろう、と思う。

「ごめん、変なこと訊きいて。でも、大事なことなんだ。いるならいるでいいんだ。でも、そのひとのこと、本当に大事に思っている？　いや、つまり──ある日、その恋こいがなくなったとして──それは生きて行けないくらい辛つらいこと？」

　意味が通じているのか。

　自分が何を言っているのか。

　何を言いたくて、ここにいるのか。

　そして──なぜ、こんなに自分の頭の中は熱いのか。いつにもまして、ぼくの言葉が出てこないのか。

「──どうして？」

　ややあって、ひなちゃんは小さくそう聞き返してきた。

　当然だ。当然すぎる。どこから説明すればいいのか。

「あの──」

　だめだ。これ以上は心臓が爆ばく発はつしそうだった。

「ちょっと、待ってて」

　一度、体育館の中に戻もどって気持ちを落ち着けよう、と鉄の扉を開いたその時。

「──いるよ」

　ぼくの背中にひなちゃんの声がかかった。

「好きな人、いる」

　ひなちゃんは、頰を染め、唇をぎゅっと結び、そう言ってくれた。

　時が止まったかのような非常階段と体育館の狭はざ間ま。

　ガシャンと、ぼくとひなちゃんを遮さえぎるように、扉は閉まった。

　鉄の扉の冷たさが妙みように無機質に感じられて、たった扉一枚向こうのひなちゃんとの距きよ離りが無限にも感じられた。

　この感情はなんなのか。

　ぼくには四歳から前の記き憶おくがないくせに──ひなちゃんと知り合ってから、すべてを取り返すように加速した想おもい出が思い浮うかべられた。いつまでも、こういう日々が続くわけなんてない。そんなことわかっていたはずなのに──どこに立っているのか一いつ瞬しゆんわからなくなっていた。

　──笑わなきゃ。

　ようやくそう思った。そうなんだ、と笑って──教えてくれたことにお礼を言おう。さらり、と言った方がいいのかもしれない。何にしても、これ以上ひなちゃんを待たせるのは悪い。

　扉に手をかけて。一度、深呼吸をして。

　扉を開く。

　が──そこには。

　そこには、ひなちゃんはいなかった。

　代わりに、白い猫ねこがいた。

　白猫は、ぼくに向けてみゃう、と鳴いた。

「──ひなちゃん？」

　呼んでみる。

　辺りを見み渡わたしてみたけど──ひなちゃんの姿はない。

　ぼくが変なことを訊いたから？

　ぼくが訊いちゃいけないようなことを訊いたから？

　いくら幼なじみだって。

　せっぱつまっていたからといって。

　訊いちゃいけないことはある。デリカシーってやつの問題だ。

　ぼくは、階段を駆かけ下りて──ところ構わず、ひなちゃん、と叫さけぶ。

　嫌いやな予感がする。

　このまま、逢あえなくなるような。

　あの階段で、ぼくを下から見上げて笑ってくれた顔が最後になるような。

　嫌なことが始まった──そんな悪お寒かんにも似た思いが、まとわりついてくる。

　て──あれ？

　非常階段の下。一階の階段入り口に二匹ひき。体育館裏の塀へいの上に三匹。

　あれあれ？

　そして──体育館の裏手から校庭に向けて。

　異様な数の猫がいた。

　校庭のそこかしこにいた。

　誰だれかがまたたびでも撒まいたのかと思うほど、いた。

　これでは猫屋や敷しきならぬ、猫学園だ。いつから、大お度ど城き学がく園えん中学校は、猫学園になったのだろうか。ぼくは──正直、猫好きだ。あの言いたいことがうまく言えなそうなところに妙みような仲間意識を感じてしまう。て、いやいや、それどころじゃなくて。猫はとりあえず、置いておいて、まずはひなちゃんだった。

　園芸部の花か壇だんを越こえる。

　部室棟とうまで行ってみる。

　校庭を見る。

　校舎に入ってみる。

　そして──そのいたるところに猫がいる。

　ていうか……生徒が誰もいない。

　これだけ猫がいるのに、大おお騒さわぎになっていない状態に早く気がつくべきであった。

　つまり、ここは──
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「佐倉！」

　真上から、聞き覚えのある声。

　見上げると──群ぐん青じようのアオザイを翻ひるがえし、バイオレットがすらり、と舞まい降りた。黒く長いキューティクル満点の髪かみをかき上げ、ぼくを見て目を丸くする。

「──？　なぜ変身していないの？」

「いた、いた、いましたわ」

　もうひとり。

　黄金の髪。レースの日ひ傘がさ。金糸黄色の貴婦人風バレースタイル。

　マリーがふわふわと降りてくる。

「あら？」

　マリーもぼくを見て目を丸めた。

　──バイオレットやマリーがすでに存在する、ということは、ここは熾ヴイ界ジヨンなのだ。ていうことは──ぼくはチェリーになっていないとおかしい。

「なんでだろう？」

　ぼくは、シャツからオペラを引っ張り出してみた。オペラは死んだように無反応だった。

「壊こわれた？」

　ぼくの言葉に、マリーが唾つばを飛ばして喰くってかかる。

「じょーだんじゃありませんことよっっ！　どーして、あなただけ解放されるんですの？」

　取り引きが果たされたわけじゃないのに？　ぼくは慌あわててポケットから、ミルファさんに渡わたされた紙を取り出す。が、読む間もなく、ぱっとバイオレットに奪うばい取られた。

「──あ」

　取り返そうとするぼくを片手で軽く押さえ、バイオレットはその紙に目を落とす。そして──読み終わると、ぼくを見て、軽くため息をついた。

「なになに？　なんですの？」

　うるさく騒ぐマリーにバイオレットはその紙を手渡した。そのまま、ぼくをじっと見る。マリーも読み終わるやいなや「ちょっとっ！　これ、どーいうことですの？」と騒ぎ始めた。

　バイオレットは静かにぼくの目を見み据すえた。

「説明してもらえる？」

「ちがう。ぼくは──何も」

「あなた、まさかひとりで、この取り引きに応じたわけですの？」

　マリーも詰つめ寄ってきた。

「ぼくは──ちがう」

「違ちがうって？　あなたのその姿がいい証しよう拠こじゃありませんこと？」

「ぼくは、そんなことしない。ぼくは──」

　どう説明したらよいのか。こういう時、ぼくには相手に伝わる言葉がうまく探せない。

「水野を──売ったの？」

　バイオレットの冷たい言葉。

　その言葉に反発するように、猛もう烈れつな何かが心の奥底から這はい上がってきた。

「売るもんか。売る訳がない。ぼくがひなちゃんを売るなんて──」

「じゃあ、なぜ、この状じよう況きよう下かにおいて、あなたのオペラだけ反応しないの？　なぜその姿のままなのかしら？」

　売る訳がない。ぼくがひなちゃんを売る訳がない。

　だけど、この状況では、そう受け取られても不思議じゃない。

　ぼくでも、そう思うだろう。

「佐倉。キミがそんなやつだとは思わなかった」

　冷たい、そのバイオレットの眼まな差ざしに。

「まあ、誰でも自分がいちばんかわいいということですわ」

　蔑さげすむような、マリーの眼差しに。

　ぼくは。

　ぼくは。

　ぼくは──

　駆かけ出していた。

　背後からぼくの名前を呼ぶ声がしたけれど──惨みじめに、みっともなく、逃にげ出していた。

　弁解なんてめんどくさい。

　説明なんてめんどくさい。

　すこしでも、彼らに連帯感を感じ始めていたぼくが馬鹿だった。

　ぼくの行動なんて、自分でも言葉にできなかった。言葉にした瞬しゆん間かん、違うものになってしまう。ぼくの言葉が本質的なところでは誰だれにも届かない、そんなことはわかっていたことだったのに。わかりきっていたことだったのに。

　きっと、そう……また、ぼくは。

　言わなくてもわかってくれる、誰かを期待してしまった。

　世界から外れているくせに、期待してしまった。




　走って。

　走って。

　走って、走った。

　辺りには至る所に猫ねこがいて。

　その目は、なぜおまえだけが猫じゃない、と訴うつたえているようで。

　どうして、ぼくだけが猫じゃないのか、わからなくなるほどいて。

　一匹ぴき、寝ね転ころんでいた猫を──避よけようとして、ぼくは転んだ。

　起き上がり、駆け、また転びそうになりながら、とにかく、ひとりになりたくて──駆け込んだ先は、理科棟の一階、第一実験室だった。

　扉とびらを閉める。

　薄うす暗ぐらい室内の中、机のひとつを背もたれに、その場に座り込んだ。

　ひとつ、深く、息をつく。息を整える。

　だけど──

　ひとりになりたくて、入ったそこには先客がいた。

　くすくす、という含ふくみ笑い。

　ぼうっと顔をあげると……そこには黒のスーツに、赤くなだらかなウェーブを描えがく髪かみ。凶きよう悪あくな瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせたミルファさんがいた。実験用の大きな机の上に座り、長い足を組んで、挑ちよう発はつするように赤のパンプスをぷらぷらとさせていた。

「よお、青春まっさかり」

　彼女は面おも白しろそうにぼくを見ると、

「そろそろ時間だぜ。答えてもらおーか」

　そう言ってコツコツと、左ひだり腕うでの腕時計を叩たたいて笑った。

　ぼくは──

「こちらとしちゃあ、水野ひなたの恋粉がほしいだけなんだ。まったく怪け我がの功名っつーかね。まさか、こっそり忍しのび込んだ、この歪ゆがんだ界層で──〝クラン〟がみつかるとはね」

「……クラン？」

「だいじょーぶ☆　水野ひなたの恋粉はキミに向けられている恋粉じゃない。だから安心してよこせよ。別にあのコも死にゃあしないし、キミには渡わたりに船だろ？」

　何を言っているのかわからない。

「だから──わかんないかなー」

　ミルファさんの細められた瞳の奥が光る。

「キミの恋粉は水野ひなたに向いてるんだよ」

「…………」

　──まさか。ミルファさんは身を乗り出し、くすくすと笑う。

「ひょっとして自覚無し？　じゃあはっきり言ってやる。おまえは、水野ひなたが好きなんだ。自覚があろうがなかろうが──間違いなく、おまえから恋粉が水野ひなたを対象体として、きらきら出ちゃってる」

　ぼくに──恋粉。

　その言葉はこの日、一番ぼくを打ちのめした。

　言葉を失ったぼくの足あし下もとに、黒猫が一匹、みゃあ、と鳴き鼻をこすりつけてきた。こんなとこにも猫が入ってきている。突とつ然ぜんのミルファさんの言葉がまだ頭の中で消化出来ていないぼくに、黒猫は透とう明めいな瞳を向けてただ甘えてくる。

　こいつは何が言いたいのか。ぼくは何を言うべきなのか。

　頭の中が真っ白で、ぼくは、その妙みように人ひと懐なつこい猫を抱だきかかえていた。

　薄暗い室内に浮かび立つように、赤い髪の彼女は笑う。

「理解したかい、少年。んで、取り引きはどう──」

「あなたたちはいったい何が目的なんですか？」

　ぼくは、黒猫を見つめながら訊きいた。

　は？　と、ミルファさんは、机の上で足を組み直した。

「プルコから何も聞いてないの？」

「あの人は行ゆく方え不明です」

「うはは、あいつらしいな」

　ミルファさんは大口広げて笑ってみせる。

　それからやれやれと、肩かたをすくめて説明してくれた。

「あたしはエージェントなわけさ。あたしら永中科儀社はね。恋粉を採取して売りさばいている、総合商社ってわけ。あくまでも商社」

「商社？」

「そ。金さ。すべてマネー」

　この世は正義とか悪とか、そんなはっきりしたもので割り切れるわけもないと思っていたけど──この戦いの本質は……お金？

「キミらは知らないだろうし、知るよしもないだろうけど、人の恋粉の中に含まれる、とある物質が特に重要でね──その物質の名を、〝ｉ〟という」

　そう言って、ミルファさんは長く綺き麗れいな指先に、ぽっと光を灯ともした。

「〝ｉ〟は何にでも変異出来る黄金要素なんだ。そして、この世のすべての物質を構成している元の元だということがわかった。そして、その〝ｉ〟を制せい御ぎよする方程式が──数式こと魔ま道どう数すう式しきなわけよ」

　そういうと、その指先をそこに放置してあったビーカーにそっと触ふれさせた。

　瞬しゆん間かん、ビーカーは水すい滴てき滴したたる缶かんビールへと変質を遂とげる。ぼくがぼう然とするなか──勢いよくプルを捻ひねり、ミルファさんは缶ビールを呷あおってみせた。

「く～うまいっ♪　まあね、これが数式の力なわけよ。あらゆる物質から〝ｉ〟を抽ちゆう出しゆつし変化させる力。その存在理由を書き換かえる力。〝ｉ〟ってのは出来立てほど純度が高くてね、しかも、ランクがある。低位の〝ｉ〟から超ちようレアな〝ｉ〟までいくらでも。高位の〝ｉ〟は界層自体を生成する力を持つこともある。つまり、高値で取り引きされる」

「まさか──」

「そう。そいつが、水野ひなたの恋粉。高位の恋粉の中でも、特別にレアな、〝クラン〟と呼ばれる恋粉だったってわけさ」

　ぼくは、気になっていたことを思い出す。熾ヴイ界ジヨンを形成した耕介が言っていたセリフ。

『どうしてかな──こいつだけ斬きれない』

　あの悪夢のような熾ヴイ界ジヨンの中で、そう不思議がっていた耕介。

「うちらがわざわざ蟲レウを使って熾ヴイ界ジヨンを作るのはね、人から恋粉を切り離すため。だけどね、低位の恋粉で形成された熾ヴイ界ジヨンには高位の恋粉所有者は吞まれにくいんだ。対象体から恋粉を切り離はなしにくい。つまり、土屋耕介程度の熾ヴイ界ジヨンじゃ話にならない。そこで、あたしら正規の数式保イクスペ持ラ者ーが派は遣けんされたってそういうわけさ」

「ひなちゃんの恋粉を切り取りに？」

「そうさ。正式なプロジェクトになっちまったわけよ。だけど、水野ひなたは恋天使たるキミと浅からぬ関係にある。そこで一応、今回こういう処置がとられた。こちらとしちゃあ礼れい儀ぎは尽つくしているんだぜ？」

　ミルファさんは、そう言うと豪ごう奢しやな髪かみをかき上げ、片目を閉じてみせた。

　ようやく全体像が見えた。恋粉とかいう物質を巡めぐる刻こく時じ機き構こうと永中科儀社の対立。その対立に、ぼくも耕介も、吉住も森井も──そして、ひなちゃんも巻き込まれたわけだった。

「さあ、どうする。キミはどうする？　刻時機構に無理やりあんな格好させられて、ふりふりのくるくるで正義の味方もどきをやるか。それとも、何も知らなかったことにしてオペラを外すか。ふたつにひとつさ。選せん択たくしな」

　ぼくは──

　また黒くろ猫ねこに目を落とした。黒猫は吞のん気きにぼくの腕うでで眠ねむりについていた。飼い主がつけたのか、こま犬のリボンなんかつけている変わった猫だった。この訳のわからない状況に悩むぼくは、素す直なおに代わってもらいたい、と思う。

　ぼくがひなちゃんに恋こいをしていて。

　だけど、ひなちゃんは誰かに恋をしていて。

　そして、こいつらはひなちゃんのその恋を奪うばってくれるという。

　おまけに、ぼくは恋天使から解放される──

　いいことずくめじゃないか。

　なのに、どうしてその取り引きを受けないのか。受けない理由なんてどこにもなかった。恋を守るなんて。世界を守るなんて。ぼくの任じゃない。ぼくにそんな覚かく悟ごはない。

　引き受けろ。引き受ければ──楽になれる。

「ぼくは……」

　だけど、そこから声が出なかった。

　舌打ちが聞こえた。

「まったく──苛いら々いらするな、おまえ」

　ミルファさんは、ぼくを睨にらむ。火のように赤く変色した大きな瞳ひとみがぼくを吞のみ込むように見開かれていた。

「こんだけ時間やって、こんだけ説明させて。それでも、自分がどうしたいかくらいわからねーのか」

「…………」

「この根こん性じようなしが。いつまでもぐじぐじしてろ」

　ミルファさんの衣服が弾はじけた気がした。赤い光が周りの空間をねじ曲げて、ぼくは後ろの壁かべに叩たたきつけられていた。凄すさまじい爆ばく音おんが耳に届いたのは、気を失う寸前だった。
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　気がつくと、辺りは廃はい墟きよのようだった。

　何かざらざらしたものを頰ほおに感じ、目を覚ましたぼくが──そこが理科棟とうの実験室であることを認にん識しき出来たのはしばらく後だった。

　辺りは凄まじい惨さん状じようだった。机は吹ふき飛び、黒板は落ち、天てん井じようは崩くずれ、床ゆかには粉々の廃材が散らばっていた。グリセリンの実験が失敗したかのような嫌いやな匂においが辺りに満ち、ところどころ白はく煙えんが立ち昇のぼっていた。

　ぼくはうつぶせで、口の中には砂を嚙かんだような嫌な味がした。

　その頰を執しつ拗ように舐なめる何かがある。

　顔をあげると──さっきの黒猫がいた。黒猫がぼくの頰を舐めまくっていた。しばらく、ぽかん、と黒猫を眺ながめたあと、起き上がる。床の上にあぐらをかくような体勢のまま、しばらく辺りを眺めた。すり寄ってくる黒猫を膝ひざに乗せ、ぼくは天井を見上げた。

　そうか──

　ミルファさんを怒おこらせたのだった。

　取り引きはどうなったのだろう？　いや、もう取り引きなんてなくなったのかもしれなかった。だいたい、ぼくのオペラは壊れたのであり、おまけにぼくがはっきり意見を言えなかったせいで、ミルファさんを怒らせてしまった。

「根性なし、か」

　ぼくは、ぽつり、と口にした。

　黒猫は何ごとか、とまっすぐぼくを見上げていた。

「いつだって、ほんのすこしの言葉が出てこない。その言葉が引き起こす事態に責任をとる覚悟がないのかもしれない」

　口をついたその言葉は止まらなかった。

「渡わたりに船、というのもわかるよ。ぼくがひなちゃんを好きで。ひなちゃんは他のやつに恋してて。普ふ通つう、引き受ける取り引きなのはわかるよ。だけど、どうしてか、言葉が出てこなかった。それがうまく説明できない」

　黒猫はただ黙だまってぼくを見つめ続けてくれていた。

「なんで、男なのにあんな魔ま法ほう少女なんだ。なんで自分のことで精いっぱいなのに、世界の面めん倒どうまでみないといけないんだ。ぼくには無理だよ。どうして、みんなぼくにいろいろな決断を迫せまるんだろう？　すべてがＡかＢかどちらかなのか？　そんなにこの世の中はすべて割り切れるのか？　すべてが言葉で説明出来るものなのか？」

　身体からだのあちこちが痛かった。ひりひりとした痛みだった。火傷やけどに、打ち傷に、すこしの切り傷。ここは熾ヴイ界ジヨンで、ぼくはオペラにすら見放されていた。

　突とつ然ぜん、ぼくは立ち上がると、力任せに胸のボタンを引きちぎった。首もとからオペラを出す。それを力の限り引っ張った。だけど、オペラはわずかにも外れる気配なんてなかった。それでも、引っ張り続け、その場で暴れ回った。

「いいかげんにしろよ！　ふざけるな！　どうしてこんなものが、ぼくに付くんだ！　何が界層が選んだだ！　何が使命をまっとうせよだ！　出来るわけないだろ？　自分の言っていることがどれだけ無茶なことだかわきまえろよ！　おまえやってみろ。アニメじゃないんだよ。男にこんな馬鹿なことさせて──どこに行ったんだよ、御み門かどあずさ！」

　叫さけび、バランスを崩し、ぼくが床に倒たおれ込んだ時──

《ここさ。屋上》

　その声は、不意にオペラから聞こえた。

《ずいぶん前からコンタクトを試みてはいたんだけどね。やっと繫つながった。お怒いかりモードだね？　恭きよう一いちくん》

　その声が終わらないうちに、ぼくは起き上がり、扉とびらを壊こわすような勢いで開け放つと、廊ろう下かを走る。階段に向かって走り、一足飛びに駆かけ上がった。

《まあ、姿を消してて悪かったよ。すこし調べものがあったんだ》

　踊おどり場ばを廻まわる。階段を駆け上がる。

　二階、三階、そして、屋上。

　鉄の扉を蹴け破やぶるように開けた。

　そこには──

　屋上のベンチには。

　いつものパイナップル頭。赤の眼鏡めがね。スレンダーな肢し体たいに白衣を合わせ、超ちよう現実的な養護教きよう諭ゆがのんびりとタバコを吹かしていた。

「お久しぶり☆」

　ぼくは、そのままあずささんに駆け寄ると、オペラに手をかけた。

「外してください」

「オペラを？　無理だね」

「外してください。こいつはもう壊れている」

　あずささんは、ただ黙ってぼくのオペラを見つめ続け──そして、ぷかりと煙けむりのわっかを宙に浮うかべてみせる。ぼくは言い寄った。

「ありえないでしょう？　ぼくらは男子で、普通の生活を送っていた、ただの中学生で──それがなんであんな格好させられて、恋粉スヴニールを巡めぐる戦いに巻き込まれなきゃいけないんですか？」

「恋粉を巡る戦い──か。まあ、たしかにね。しんどいものがあるよね」

「だったら──」

「だけどね」

　あずささんはぼくを見上げた。

「いままで、突然何の同意もなく、恋天使ラブエルに任命されてきた幾いく多たの少女たちで、そんな泣き言を言った子はひとりだっていなかったさ」

　その目は、厳しく、深く、そして哀かなしげだった。

「それは……それは、彼女たちは女の子で、正義感がきっと生まれつき備わってて……」

「違う」

　あずささんは、タバコを投げ捨てた。

「いいかい？　オペラの力の源をキミは勘かん違ちがいしている。そいつは誰だれにでも力を貸してくれる便利このうえない魔法のアイテムなんかでは断じてない。恋天使の資質は、人のために動ける心をもつことなんだ。何の見返りも求めず、ただ人の幸せを守るために戦える心なんだ」

　それから、あずささんは手を広げ、空にかざした。

「この界層に広がる圧あつ澱でん素そ子しという謎なぞの素子は、いまのところどこから現れ、どういう原理で濃のう度どが増すのかわかっていない。だけど、この圧澱素子が結けつ晶しよう化かすると、あるネガティブな意思を持つ現象が発生することだけがわかっている」

「──〝蟲レウ〟？」

「そう。その〝蟲レウ〟が、なぜ恋粉を狙ねらうのか。同化しようとするのか。そいつは現在刻こく時じ機き構こうの研究室が懸けん命めいに洗い出しているとこだし、いずれ判明するだろうさ。だけどね、そうこうしているうちにも、恋こいが喰くわれる。恋が失われる。そこで恋天使プログラムが開発された。魔道数式というものは極限定理に関かかわる禁断の式なわけだ。それをそのまま界層内で使用すると、界層にも悪あく影えい響きようを与あたえてしまう。だから、数式イクス保持者ペラーと言われる強力すぎる力を持つ者の界層干かん渉しようは極力押さえたい。そこで、蟲レウ退治に有効な数式のみ部分貸たい与よされる存在。それが、キミら恋天使なんだ」

　あずささんの言葉に反発するように、ぼくは睨にらみ返した。

「──ぼくはもう恋天使じゃない」

「いま、恋天使じゃないだけさ」

「違ちがう、ぼくはそんな立派なやつじゃない。ミルファさんの言うとおり、ぐじぐじした嫌いやなやつなんです。言いたいことさえうまく伝わらない。ぼくだってそれなりに努力してきた。なるべく人の話に合わせ、何が面おも白しろいのかさっぱりわからないことにも笑え顔がおを浮かべ──人に合わせてきた。それでも人を不快にさせ、人を傷つけてしまう。ぼくは──」

「あのさ」

　あずささんは白衣からまたタバコを取り出し、火をつけた。

「どうしてそんなふうに思うようになったか知らないけど。人の心なんてどーやったって踏ふむもんなわけよ。生きてりゃね。でもさ、そういうキミはどーやったって水みず野のひなたが好きなわけよ。それは自覚した？」

　……う。

　水野ひなたを、好き。

「キミは、この間、熾ヴイ界ジヨンの中で水野ひなたを守るために身体からだを張った。周りには死体だらけで、自分もああされるのはわかっていたはずなのに、水野ひなたを守るためにナイフの前に身を投げ出した」

「…………」

　あずささんは、にっこりと笑う。

「至し極ごくの恋は忍しのぶ恋とみつけたりってね。この界層の言葉だよ。わたしは好きだね。この言葉。報むくわれる、とか報われない、とか。そんなもんじゃないだろう、人の行動の根っこにあるのは。報われなくても、出る力が恋天使の力の源なんだ。キミは、すでにオペラに選ばれたんだ。言ったよね？　チェリーはキミのために存在し、キミのために力を奮う」

　あずささんは、ただ風に吹ふかれていた。柔やわらかな瞳ひとみで、風の軌き跡せきを眺ながめるように、タバコを吹かしていた。

「でも……吉よし住みずや森もり井いが変身しても、ぼくだけ出来なかった」

　ぼくは、オペラからも見放されて、吉住からも森井からも見放された。

「そう、それが本題だ。わたしはそれを調べにいっていた」

　あずささんは赤い眼鏡めがねを軽く下にずらすと、覗のぞき見るようにぼくを見た。

「よく聞いて、恭一くん。そのオペラには重大なバグがある。おそらくは、歪ゆがんだ界層の影えい響きようだろうけど──オペラを身につけた人の恋が現れたとき。この界層のオペラは制せい御ぎよ不能になっちまう」

「制御不能？」

「つまりね、キミが水野を好きだと。それが水野に知られた場合。キミはチェリーから戻もどれなくなるってこった」

　チェリーから──戻れなくなる？

　佐倉恭一に戻れなくなる？

「そう──言い換かえると、佐さ倉くら恭一という存在は消しよう滅めつするってことだね」

「ぼくが──消滅？」

「〝ｉ〟のことはミルファに聞いたね？　キミたちのオペラはね、予定にない恋粉、つまり〝ｉ〟がオペラ内で作られることに対応していないらしい。つまり、暴走する。または故障する。だから、大方、キミと水野が話していたとき、キミの中で恋粉が大量放出されたんだろ。その目標体、つまり水野に向けて。危なかったね」

　いや……危なかったねって。

「それと、朱しゆ璃りから提案された、例の取り引き」

　──え？

　ぼくが見ると、あずささんは何もかもお見通し、とでもいったいたずらっぽい目つきで笑った。

「取り引きのことを……知ってたんですか？」

　ぼくが驚おどろくと、あずささんは楽しげに笑った。

「その顔、その顔。おおかたキミは、後ろめたさを感じてたんだろ。で、キミの自分嫌きらいなネガティブ気質が全開になった。言ったろ？　あの子は、キミがキミを認めないかぎり降りてこられない」

　あの。

　根本的な質問していいでしょうか。

「いつまでチェリーやればいいんでしょうか？」

　あずささんはふっと自じ嘲ちよう気味に笑う。

「わたしも上に報告したんだけどね。いくら捻ねじれた界層が舞ぶ台たいとはいえ、男の子に恋天使やらせるのは設定的に無理があるって」

　ていうか、物語的にも無理がある。あらゆるところに無理がある。

「で？」

「で。いけるとこまで、いけって」

「え……ちょっと！」

　ぼくが慌あわてると、あずささんは肩かたをすくめる。

「まあ、とりあえず、こいつらを追おっ払ぱらうまでだね」

　──え？

　ぼくが振ふり向くと──

　そこには。

　いつの間にか、黒スーツに身を固めた、銀ぎん髪ぱつの少年とつるつる頭のサングラス大男が、手すりにもたれかかるように立っていた。

　あずささんは白衣のポケットに手を突つっ込み、言う。

「《朱璃》をトップに据すえ、こいつら六人の数式イクス保持者ペラーを従える、多界層縦断第一種臨界指定犯罪組織──永えい中ちゆう科か儀ぎ社しや」

　少年と大男は、空間にノイズを生じさせ、そこにいた。そこにいるのに、ぼくとは明確に立っている位置が違ちがう気がした。

「六妖イクスペル儀士シツクスの〝氷〟と〝泥どろ〟だっけ？　イェル・ジーンとルー・ファン・ドードマギー」

　あずささんが言うと、銀髪の少年は、軽く会え釈しやくしてみせる。

「やあユーノ＝プルコ。この間はろくに挨あい拶さつも出来ませんで」

　黒を基調とした、身体からだにぴったりのスーツ。それをおしゃれに着き崩くずした感じの少年はぼくと年なんて変わらないように見える。

　少年の背後にそびえる大男は、そういえばこの間から一度も口をきかない。年はずっと少年より上のようだけど、イェルと同様の黒のスーツが張り裂さけそうなほどの体つきには、独特の威い圧あつ感かんがあった。

「別に、三さん下したに挨拶される謂いわれはないさ」

　あずささんはそうにやり、と言い返す。

　イェルは白い頰ほおにじわりと殺気を浮かべたけど──瞬しゆん時じに、微笑ほほえんでみせた。こういうやつは、残ざん忍にんなことを平気でする気がする。

　イェルという少年は、表向きあくまで礼れい儀ぎ正しく、話を切り出した。

「まあ──三下も馬鹿じゃありません。界層に影えい響きようを及およぼすほどの恋粉を採取するつもりはないのです。お花畑に滅ほろばれて喜ぶミツバチなんてありえませんしね。だから、ちょいちょい、取る。どこの世界にも影響なんて与あたえないように──が、それすらあなた方、刻時機構は許せないらしい」

　それから、ぼくの方をちら、と見た。

「チェリー、でしたか。どうします？　時間はもう過ぎています。交こう渉しようは、これをもって最後としたい。水野ひなたの恋粉を切り離はなす準備はできています。あの人はね、ああなっちゃうと僕らでも止められない」

　そう言って、背後を振り返るイェル・ジーン。

　目で追った、その光景は。

　屋上から見下ろした、その光景は。

　そこは──ぼくの学校じゃなかった。

　校庭っていうものは。

　本来は短たん距きよ離り走したり、野球をしたり、チアリーダーが練習したり……そんな健全なことのために使うべき場所で──だけど、そこは。

　まるでサバトだった。

　無数の猫ねこたちが。

　あがめたてまつるかのように。

　阿あ片へんに酔よう廃はい人じんであるかのように。

　密集している。群れ集つどっている。

　それは、校庭の東側に位置する時計塔とうを中心として。

　時計塔の上には、より露ろ出しゆつの増した黒の衣い装しように身を包んだミルファさんと、どこかで見覚えのある少女が立っていた。そして──その少女の胸には白い猫が抱だかれている。

「最終通告です。我々、永中科儀社は刻時機構と──恋天使と、本格的にコトを構える気は無いんです。極きわめて穏おん便びんに事態を収束させたいので、あなたのよい答えを期待しています」

「だってさ。どうする？　恭一くん」

　あずささんはぼくを見た。

「あたしとしては異論の挟はさみようがない。キミに渡わたされた手紙で、キミに対する取り引きさ。キミが決めな」

　いつのまにか、階段からやってきた黒猫が足あし下もとで悲しげに鳴いた。

　ぼくは、そっと抱き上げ、肩に乗せる。

　そう──ぼくは。

　やっとわかった。あの時、ひなちゃんに会いに行った理由。

「決心は──ついてる」

「商談成立、ですか」

　イェルがずるそうな笑えみを浮うかべ、そう勝手に言い継ついだ。

「別に恥はずかしいことじゃないですよ。だいたい男の子を魔ま法ほう少女にするほうが間違っている。キミらは、狂くるった界層に、間違って選ばれただけで──」

「ぼくが恋こいをしている、という指し摘てきは正直びっくりだったけど──本心としては、安あん堵ど感かんのほうが大きい、と思う」

　ぴくり、とイェルの眉まゆが寄った。

「そんなこと聞いてませんが」

　小さい頃ころから当たり前にそばにいたひなちゃんが成長し、恋をする。それは自然で、当たり前で、きっと素す晴ばらしいことで……そこにぼくの感情が入る余地なんてない。そんなことはわかり切っていたことだった。

「取り引きはどうするのかだけ端たん的てきに言ってもらえますか」

「端的、か。あんまり引き延ばしても悪いから言うと、こんな卑ひ怯きようで姑こ息そくでやりきれない取り引きに巻き込んだキミたちに嫌けん悪おを覚えるよ」

　銀髪の少年の動きが止まる。

　ぼくは付け加えた。

「おかげで、いらない希望──いいや、つまらない感情の行き違いまで生じてしまってさ。つまり、端的に言うと──」

　ぼくは、決心を。覚かく悟ごを。腹を、くくりに行ったんだ。

「ひなちゃんから手を引け、くそやろう……ってこと」

　すすす、イェルは変な笑みを浮かべたままであとずさりした。

「へー」

　へー、へー、へーぇ、と重ねて言う。

「かっこうつけて。屁へ理り屈くつこねて。やせ我が慢まんしまくり。キミに向いているわけでもない恋粉守るために、キミが望んでもいないことするってわけだ」

　冷静にみえた少年の態度に変化が生じた。

　イェルの両りよう眼めが、すう、と細まる。

「たまにいるけどさ、そういう奴やつ。見てて反吐へどがでるね。いくらあの甘い朱璃さまでも、もうこんなチャンスはくれないだろう。それ覚悟で言っているんだな？」

　クォーツのように高速に、忙いそがしく、ぼくの心の指針もぶれた。一いつ瞬しゆん。

　だけど──何度聞かれても。

「ひなちゃんの恋はひなちゃんのもので──誰が踏ふみにじってもいけないものだ、と思う」
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　ぼくは言った。

　言えた。

「──はい、勝負あり☆」

　あずささんがイェルの方を見て言う。

「な？　この界層は実に正しい選せん択たくをした」

　……いや、それは違ちがうだろ。

　イェルが正気を失ったかのように怒ど鳴なり散らし始めた。

「そんな甘っちょろいもの僕は信じない。その証しよう拠こに見ろよ、こいつ。変身出来ていないじゃないか、こんな壊こわれたオペラで、こんな歪ゆがんだ界層で、そんな甘い理想が……！」

　イェルが叫さけぶようにぼくを指さした、その瞬間。

　ぼくの首もとの──マジカルチョーカー〝オペラ〟がせりあがった。

　あずささんはにやり、と笑う。

「言ったろ？　そこに悪があるかぎり──恋天使は舞まい降りるんだ」

《界層異常確かく認にん。数式関かん与よ感知。〝熾ヴイ界ジヨン〟と認識》

　光が。

　首もとから溢あふれ出した光が世界を制圧する。

《恋天使プログラム、発動》

　刹せつ那な──ぼくの身体からだがまばゆく発光する。

　オペラから溢れ出した光が流れる──首筋から、頭とう髪はつへ。首筋から、胸むなもとへ。

　髪かみが──伸のびる。赤く、紅あかく、つややかに。

　魔ま法ほう少女を楽しんでいる？

　魔法少女でいることを望んでいる？

　そんなことあるもんか。

　どこのセカイに、魔法少女になりたがる男の子がいる？

　だけど──

「心に翼ミクステ──ルスフア瞳に勇気ーマリア」

　どこか致ち命めい的てきに、どうしようもなく何かが欠けたぼくの──

　ぼくのような瞳ひとみにひなちゃんがなるくらいなら。

　ぼくがチェリーになったほうが遥はるかにましだった。

　ぼくがひなちゃんに逢あいに行ったのは。

　魔法少女となってしまう、その覚かく悟ごを決めなきゃいけなかったから──

「愛は──ダロステすべてのロスフア悪を断つーダリア」

　紅バーミ蓮リオンの髪を翻ひるがえし。

　桜色のレオタード。

　深しん紅くのショートガード。ベルテッドリボンブーツ。

　光の収束──

　あたしは、恋天使として。

　そこに舞い降りた。




「くそっくそっくそ！　なんでだよ！　誰だって自分がかわいいんだろ？」

　イェルは先ほどまでの氷のような冷静さなんて欠片かけらもなくしちゃって、地じ団だん駄だ踏んでみせた。てか、生なま地じ団だん駄だっていかす。今度、あたしもマスターしよう。て、いやいや。そうじゃなくて。

　恭一って、ホント難しい生き方してる。あたしになるのに、これだけじらされるっていろんなことが手間取っちゃうわけだけど、それでもなんか……なんか素す敵てきだとあたしは思う。これって自分萌もえ？　てかそれきもいし。いやいやよくわかんないけど、だけど、銀ぎん髪ぱつくん。キミのその疑問にだけはあたしは答えられる。

　女の子はやっぱりＳ字姿勢──通つう称しようモデル立ちで思いっきりかっこつけて。

　あたしは人差し指を銀髪ちゃんに向けた。

「それはきっと愛、なんだと思う」

　あたしの微笑ほほえみに──イェルは、う、と黙だまった。

　そうなのだ。この世の中には愛が足りない。愛なんて、すぐに踏みつけられて、裏切られて、そこらにぽいされちゃったりするけれど、でもでも、必ず残る。心の奥底に、じっと隠かくれて残っている。その、隠れても残っているというのが大事なのだ。うん。

「イェル、おまえの負けだ」

　わ!?　大男が初めて喋しやべった。

　て、あたしが驚おどろいている間に、大男──ドードマギーは、イェルを小こ脇わきに抱かかえ、そのまま校庭へと飛び去った。

　そして、そこはこれからあたしの戦場となるはずであろう場所だった。

「チェリー」

　あずささんの声に振ふり向く。

「遅おくれた分やばいよ。わかってるね」

　──え？

　あたしは目をこらし、校庭全域を改めて見た。

　てか、『キャッツ』でもここまでキャストはいないし──そう言いたくなるほどの圧あつ倒とう的てきな猫ねこ人間の集団……て、え？　猫人間？

「そう、さっきから学園中に誰だれもいないのに気がついたかい？　すべての猫はこの大お度ど城き学がく園えんの生徒たちさ。熾ヴイ界ジヨンに吞のまれ、変異している」

　あずささんも立ち上がり、あたしの横から校庭を見下ろしていた。

　……え？　猫？　生徒たちが？

「じゃあ……」

　あたしの胸で、すやすや眠ねむる吞のん気きな黒猫を見た。

「この子も？　誰か、生徒？」

「そういうことだね。そして、あの時計塔とうの少女が今回の熾ヴイ界ジヨンの女王」

　見た。時計塔の上。

　そのまま、視力に力を込こめる。瞳の中の魔ま道どう数すう式しきが反応し、回る。

　全視界範はん囲いのアイリスを調整。被ひ写しや界かい深度上じよう昇しよう。

　見えた。くっきり見える。

　ひとりの少女とミルファが立っていた。

　少女には見覚えがある。

　ツイストに結ゆったお下げを肩かたまで垂らし、背せ丈たけは下から数えたほうが早いくらいの小こ柄がらな女の子。たしか、隣となりのクラスの──藍あい住ずみかおるさん。

　藍住さんは虚うつろな表情をたたえ──下界を見下ろす。

　おとなしい子なはずだった。

　だけど──いまは、目がいっちゃってる。白目の割合が増え、空くう虚きよな笑えみを浮うかべたまま、手を校庭に向けてかざしている。無数の猫人間たちの女王として君臨している。そして、その胸には一匹ぴきの白い猫が抱だかれていて……その猫にあたしは見覚えがあった。それは……体育館の非常階段でひなちゃんが姿を消したあと鳴いていた、あの白猫だった。

「あれが……ひなちゃん？」

　あずささんは頷うなずいた。

「そう、現在、水野ひなたは敵の手にある。そして、あそこ見な」

「──あ」

　猫人間の群れの中に。

　黄色のバレースカートが薄うす汚よごれ、倒たおれ伏ふしたマリー。

　空中には──

　逆さ吊づりにされ、浮ふ遊ゆうするバイオレット。

　が──誰かの指が鳴らされた合図で。

　どさり、とコンサートの終わりを告げるかのように落下した。

　その指揮者は時計塔の屋根の上にいる。こちらを睨にらみつけ、そして凶きよう悪あくな笑みを浮かべ嗤わらっていた。

「だいじょうぶ。まだふたりは──あ、こら、チェリーっ！」

　あずささんが何か言ったけど……もう、あたしは聞いていなかった。

　軽く跳ちよう躍やくし、屋上の手すりに一度足をかけ、そこからもう一度跳とぶ。

　滑かつ空くうし、降り立つ。

　校庭に、降り立つ。

　群がる猫人間たちは、ゆっくりと着地したあたしと黒猫を見た。

　ぐるるって喉のどが鳴る。よだれなんか垂らしてる。なんか──強きよう烈れつな獣けもの臭しゆうが彼らの存在感を否いや応おう無しに立体化させる。

　藍住さんがその細く長い手を高く掲かかげると──時計塔の周りの猫たちはぞろぞろと動き始め、あたしを囲み始める。

　みんなみんな、気味悪く目が爛らん々らんと光っていたりするけど。しゃーこのやろーって感じで口を開いて威い嚇かくしてきたりするけど。でもでも、本当はこの学園の生徒たちであるわけで。友達であるわけで。

　一度、睨みつける。

　そして、ひと呼吸おいて。

「──どいてくれるかな？」

　あたしは猫人間たちになるべく優やさしく、だけど断固として言った。

　初め、びくり、として牙きばをむいた猫人間たちも動きを止めた。じわじわと輪になりあたしから遠ざかる。あたしは、そのまま歩を進める。ふたりの魔ま法ほう少女に向かって歩み続ける。

　猫人間たちが、割れるように開き、そこに道が出来た。

　ふたりが──顕あらわになる。

　ボロボロにやられちゃって。

　ざまーみろって？

　いいキミだって？

　あたしがいない間、ふたりぼっちで戦って。

　男の子なのに、女の子の姿で死んじゃうなんて──

　恋粉？

　恋天使？

　刻時機構？

　永中科儀社？

　使命？　世界を守る？

　そんなこと知らない。くだらないよ。あたしたちはもっと深刻な現代中学生だったんだ。三人とも同じことで悩なやんで、苦しんで、同じ運命を辿たどるしかなかったのに。あたしたちは、どうして、もっとうまくやれなかったんだろう。

「──仇かたきはとるから」

　あたしのその言葉に。

　むくっと、バイオレット、そして、マリーが起き上がった。

「──殺さないでくれる？」

「この程度なんでも──ないですわ」

「……あれ？」

「いま、ようやく数式がフルＤダウンロードされたみたい」

「……あなた、いつも遅おそすぎなんですわっ！」

　ふたりとも、よろよろと起き上がる。バイオレットは槍やりを杖つえに、マリーは大おお金かな槌づちを支えに、よろめき立ち上がった。

　あたしたちは──睨み合うように目を合わせる。一いつ瞬しゆん、先ほどふたりに言われた言葉を思い出した。

　だけど、次の瞬間。

　バイオレットはあたしの首筋に手を回し、マリーがあたしの腕うでを取るように。体を寄せ、もたれかかってきた。抱きついてきた。

　それは、すごくぎこちなかったけど。ある意味男の子同士が、女の子の格好で抱き合う、というすごく気持ち悪い行こう為いだったかもしれないけど。あたしは自然に、ふたりの背に手を回していた。

「遅おくれてごめん」

　あたしは言う。

　どうしてなんだろう？

　あれだけひどいこと言われたのに。

　あんなにもう一いつ緒しよに戦えない、と思ったのに。

「──言い過ぎた。さっき」

　小さくつぶやき、だけど、目を合わせようとしないバイちゃん。

「──ふたりとも、淋さびしかったということで。許すのがよいですわよ」

　マリー。あたし、あなたの上うわ目め遣づかいなくせに見下ろしセリフ大好き。

　何か返事しようとして、かすれそうになる声をごまかすように咳せき払ばらい。

　そして、照れ隠かくしのようにあたしは時計塔とうの上を見上げた。

　ミルファの衣装は極めて動きやすそうな、すけすけでエロエロでゴスチックなものに変わっていた。胸の前で腕を組み、薄うすく笑う。

「へぇ、来たんだ？」

　そう言うミルファは、あたしの目の中の差動位変調指数では──とんでもない数字でてるんですけど。てか、赤いんですけど。

「チェリー」

　後ろからバイオレットが声をかけてきた。

「さっきから……わたしたちの魔道数式が発動するより早く攻こう撃げきされちゃう。あいつ土つち屋やとは違ちがう」

「ホントなのですわ！　武器も、魔道数式も読み込む時間がないのですわっ」

　マリーも泣き言のように言い添そえた、その時。

　なんかびびるふたりの前にあたしが進み出ると、ミルファは拍はく手しゆしてみせた。

「取り引きは断ったか。褒ほめてやるよ、さすが心は男の子だね」

　そんな微び妙みような褒め言葉なんて嬉しくないし。

　それからミルファのあたしを見る目つきが変わった。

「やっぱ──紅くれないは紅なわけね」

　どこか妙な迫はく力りよくがあって、そのくせ嬉うれしそう。

　いまいち言っていることがわかんなくて、ぽかん、としていると、時計塔の上に黒い影かげがふたつ現れる。イェルとドードマギーだった。

「ミルファ、さっさと終わらせよう」

　イェルが憎にく々にくしげにあたしを睨にらむ。が──ミルファは嗤わらっていた。その凶きよう悪あくな眼まな差ざしがこれ以上なく凶悪に歪ゆがむ。口から、逆立った髪かみから、赤い何かが立ちのぼる。

「イェル、ドディ。手ぇ出すなよ。出したら殺すぞ」

　ミルファは背後のチビデカコンビの同どう僚りように言う。

「こいつはあたしがやる」

　はあ……とイェルが頭を抱かかえていた。

　ミルファは嬉しそうに、長い指をひらめかせ、手招き。

「ＯＫ、紅のチェリーちゃん。かかってこいよ。あたしを楽しませてみな」

　意味わかんないし。てか、あたしにとっては最も早はやどーでもよかった。ミルファなんかシカト。あたしの目的はその横──藍住さんの手の中にうずくまる、白い猫ねこ。白く、愛らしい猫。まっすぐあたしを見ているひなちゃん。

　あたしは、そのまま手を差し出した。

「ひなた！」

　猫はあたしを見る。一心に見つめ返してくる。

　ひなちゃんが誰を好きであろうと──覚かく悟ごは決まった。

　今のあたしは恋天使だ。恋こいを、守る。世界の平和なんて知りゃあしないけど、ひなちゃんは守る。ひなちゃんだけは守る。

「必ず、助ける。そこにじっとしていればいいからね」

　にゃぉ、と猫は鳴いた。あたしは目を細めて手を振ふった。

　途と端たんにミルファの笑え顔がおが凍こおりつき、醜みにくく歪んだけど。

　そんなこと知らない。てか、これ以上ちょっかいかけてくるなら、はり倒たおすし。いやいや、バイちゃんとマリーをボコった分だけはきっちり返させてもらうし。

　圧あつ倒とう的てきな殺気が取り囲む。

　見ると──視界、三百六十度、あたしたちは猫に似た蟲人ヒートたちに取り囲まれていた。

「よくこんな大人数、ふたりで相手していたね」

　言いながら、あたしは肩かたにへばりついていた黒猫をそっと地面に下ろした。

「安全なところに隠れておいで。だいじょうぶ。必ず元通りにするよ」

　黒猫が、「みゃう」と一声鳴いて垣かき根ねの中に隠れるのを確かく認にんすると、あたしたちは円えん陣じんを組む。互たがいに死角を封ふうじるように回転する。

「……実際、とんでもなく、疲つかれましたわ」

　答えながらも、マリーはだいぶ息を整え直したようだった。同様にあたしに背中を預けてくる。

「このまま戦っても同じことの繰くり返し。手はあるの？」

　バイオレットも背中をあたしに合わせながら尋たずねてくる。

「あたしはミルファ──あいつ、赤あか髪げだけどね、ケリつけないといけないみたい。だから、あいつに突つっ込む」

「あいつ、強いよ？」

「わからないけど──やる」

「あなた、馬鹿じゃありませんこと？　またやられますわっ」

「ううん、手があるの。たぶん、今回強いのはあのミルファだけだと思う。あいつの数式が光速なんだと思う」

　あたしが笑うと、

「そっか──」

　と、バイちゃんは飲み込んだみたいだった。そして、珍めずらしく嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「じゃ、ほうっておくからね？」

　少し遅おくれて、あ、とマリーも続いた。

「さっぱり意味わからないですけれど──勝手にさせてもらいますわ」

　ふたりはわかってくれてる。にやにやしちゃう。

「それならこの槍やりの使い方を魅みせられるかもしれない」

　そこで、魅せられる、と言うバイオレット。あなたはすごい。

「まかせる。ただ──この猫人間ってか蟲人ヒートたちは、大度城学園の生徒たちなんだ。やりすぎないで。ここは熾ヴイ界ジヨンだけど、きっと心のどこかに残っちゃう」

　バイオレットは、ただ笑った。

　同時に──猫人間が跳ちよう躍やく。跳躍。跳躍。跳躍。

　バイオレットの微笑みが消え去る間もなく。

　旋せん回かい──閃せん光こうし、穿せん孔こうし、先せん攻こうする。

　槍が鮮あざやかに弧こを描えがき──弾はじき、叩たたき、突き、吹ふき飛ばす。

　ミルファの手のひらがこちらに向く。

　その瞬しゆん間かん──あたしは跳とんだ。

　この目の中の。

　差動位変調指数という表示が数式のＤダウンロード、発動時間に関係するならば。

　たぶん、バイちゃんよりあたしのが早い。

　数式で一番容量の小さい──序数式。

　従って発動時間は最短──〇・一秒。

「右う齪そくに凜りん。奏かなでられるは──」

「咫し！」

　笑い、制す、ミルファ。

　うわ。はや！

　一瞬で、あたしの数式が解除され──降り注ぐ光の刃やいば。

　いたい、いたい、いたいっ、ちょっ──咄とつ嗟さに両りよう腕うでを交差させてかばったけど。焼けるってば、このやろーっ！

　あたしの全身に殺さつ到とうする光。てか、詠えい唱しようのショートカットって予想以上の速さ。桜色のグローブが──ぼろぼろになる。回転、回転、回転。空中でくるくると──身を挺ていして稼かせいだ、この時間。わずか、〇・六秒。

　紅くれないの髪かみを翻ひるがえし、あたしは見た。ふたりの唇くちびるが動く。

　群ぐん青じようと金糸雀かなりあの少女が、印を結ぶ。

「魔道数式・李リシ書ユウ文ウエン召しよう喚かん！」「魔道数式、金属生命体メタリカ召喚ですわっ」

　ふたりは生かす。活いかす。イカす♪

「甘い──」

　ミルファが再びキャンセルさせる笑みを見せたとき。あたしが先に微笑んだ。

　〇・八秒。完成。

「──神速なるコントラクト切り札・ブリツジ・発動」

「──！」

　ミルファがそう来るのはわかってた。わかってたのよ、にひー。ミルファの技わざは──瞬間詠唱、もしくは、瞬間解除。最初に解除された数式は囮おとりであるわけで──右齪に凜、て詠唱の序文が重なる別の数式を発動したあたしは天才。つまり、つまり、本文のみの最短発動数式は──いくらミルファが光速発動を駆かるったってあたしのほーが早い。だんぜん早いってのだっ！

「──二重詠唱か!?」

　当たりっ☆　と、空中で回転しつつ、きりもむように体勢を変え、あたしは両腕をミルファめがけて広げてみせた。無数のトランプ型波動が放射される。

　てか、トランプって。いくら魔法とか言ってもファンシー過ぎ。

　まあ、威い力りよくが弱いとはいえ。

　ほとんどこの赤あか髪げの魔女には目つぶし程度の効果しかないとはいえ。

　スーパーキャンセルを防ぐには十分充じゆう分ぶん、二〇〇％！

「ち」

　ミルファが舌打ちしたときにはすでに──バイオレットの髪は揺ゆらめくように逆立ち、唇からは言こと霊だまが紡つむがれていた。

「……その姿正しく、力量はその両りよう脚あしに。ただ清せい浄じようなる部屋において筆ひつ墨ぼくを取るがごとし。我、絶ぜつ招しようの七をここに解く」

　その、舞ぶ踏とうの極ごく意いは脚にある。

　バイオレットの黒くろ髪かみが弧を描く。

　勢いよく広げた脚を──踏ふみ出し。

　長く形のよい脚が惜おしげもなくスリットから伸のび、空間を鳴動させ──震しん脚きやく。

　強力な土台を確保した槍やりは最大の力を発し、旋回す。

　宙を舞まう無数の蟲人ヒート。

　跳躍。跳躍。跳躍──蠢うごめき──殺到する。

「六ろく合ごう大たい槍そうＤダウンロード。一百零グラン八槍ホルト──我とともに咆ほう哮こうせよ！」

　刹せつ那な──光が集まり、バイオレットの翡ひ翠すいの槍が。

　槍が。

「こおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ」

　回る。廻まわる。周る。舞わる。旋せん転てんし、薙なぐ。薙ぎ倒たおす。

　荒こう野やを一いち陣じんの風が──猛もう撃げき、突とつ進しん、突とつ貫かんする。

　清風一いつ閃せん、竜たつ巻まきのごとく──舞い弾はじかれるは蟲人ヒートたち。




「三人同時召喚プラス二重詠唱か」

　ミルファは悔くやしげなそぶりもみせず、淡たん々たんと言う。にまり、と笑う。

　バイオレットは──約束を守ってくれた。

　槍先を逆さにし──柄えの部分で突つき、撃うち、薙いでくれている。

「マリー！　まかせていいかな？」

　着地と同時に襲おそいかかって来た二組の猫ねこ人間を投げ飛ばしたあと、あたしはマリーを振ふり返った。

「任されましたわ！　ただし──」

　マリーは、すでに、白ウ銀ルのス大ラ金グ槌ナを召喚。振り回し、弾き飛ばした猫人間から、一度構え直し、コルセット風オーバースカートをはたくと、「あいつが首しゆ魁かいなら、決着をつけてくださること！　いいですわね！」

　怒おこったように──了りよう解かいしてくれた。

　ありがとって、Ｖサインをマリーに向けるとあたしは時計塔とうに向けて猛もう然ぜんと駆け出す。

　時計塔への進路。

　道を塞ふさぐ猫人間が四人──

「どいてっ」

　目の中の数式が回る。

　最短の進路プラス最効率攻こう撃げき展開が示され──迷いなく、実行。

　片手で一回、側転。

　空中で旋せん回かい。両脚でふたりを散らし──

　着地と同時に。首を軽く捻ひねる。空を切る、蟲人ヒートの攻撃。

　そのままカウンター気味に発勁パンチを出す。繰くり出す。

　呼吸の爆ばく発はつ。

　背後に勢いよく飛ぶ蟲人ヒート。蟲人ヒート。

「ミルファ！」

　あたしは叫さけぶと同時に──跳とんだ。

　跳ちよう躍やくする。

　──と。

　ミルファが、ゆるやかに手を差し伸べ──あたしは。

　意味不明な重力に絡からめとられ──瞬しゆん時じに宙に縫ぬいつけられた。

　──え？

　動けない。微み塵じんも──わずかにも。

　詠えい唱しようすらしていない。

　瞬間発動ってそんなのあり？

「チェリー」

　そうミルファの口元が動く。

「あんまり、数式イクス保持者ペラーを甘く見るなよ」

　空中に貼はりつけられて──指の一本一本までが釘くぎで固定されたかのように動かせなくなる。

「数式はな、昨日今日恋天使にされて、使いこなせるなんてそんな甘いものじゃねぇ。土屋耕こう介すけを撃退したっていい気になっているようだけど──蟲人ヒートと、血液中に数式を織り込んだあたしら数式イクス保持者ペラーじゃレベルが違ちがう。セカイが違うんだ。数式はこの世のあらゆるものに深く関かかわり、この世の髄ずいを成している。それすら思いも至らず──正義の味方ごっこで愛なんて言葉を振りかざし、あろうことか〝紅くれない〟名乗るなんて──この場でばらばらのぐちゃぐちゃに引き裂さいてやりたいけれど。朱璃さまの命令は絶対だから、今回は、半殺しで勘かん弁べんしてやる」

　あたしを──見み据すえるその目は訳のわからない怒いかりで燃え立っている。

「てか、なんなの？　あたしらはイヤイヤやらされてるんだってば！」

「いいかい？　あたしらはただの気まぐれでこの界層に干かん渉しようするんじゃない──理に感性を詰つめる天才の棋き譜ふのもと、遠大なる計画をずばぬけて優ゆう秀しゆうな駒こまを駆く使しして、介かい入にゆうする。あんたごとき中ちゆう途と半はん端ぱな数式イクス保持者ペラーが遊び半分で立ちふさがるつもりでいるなんて──」

　猛もう烈れつな炎ほのおが世界を焼き尽つくすように、ミルファの身体からだから立ち上がった。

　熱い──ありえない質量……なんで詠唱すらしてないのに？　目の中にアラートが殺さつ到とうする。て、やばい、これ……防げない……！

「にゃあぅ！」

　その時、藍住さんの胸の白猫が鳴いて──あたしをみつめて──

　ひなちゃん。

　ひなちゃん。

　ひなちゃん──

　[image: 迸]ほとばしれよ、あたし。ここ、正念場。てか、だれが遊び半分だって？　こんな恥はずかしい格好させられて、遊びどころかしゃれにもならないから！　むかむかむかむか～っときたあたしは、根底から溢あふれ出すアルティメットくそ魔ま法ほう力全開。ここでひなちゃんを見殺しにしたら、あたしがあたしになった意味がなくなる。こんな、ふりふりのくるくるにさせられた意味がわからなくなる。

「紅の属性において──」

「無む駄だだって」

　がくん、とまた力が抜ぬけていく。

　詠唱なしの魔法解除──ってあれ……？

　あ。

　ひらめいた。理・感・天・優・使──？

　すこしだけ、タネがわかった──気がする。

　貼りつけられたままでいるあたしに。

　ミルファは言う。

「そろそろ、時間だよ、チェリー。熾ヴイ界ジヨンに一定の時間吞のまれている人間の恋粉は分ぶん離りする。もう、まもなくさ。水野ひなたの恋粉を頂いてゆく。その他大勢の恋粉もついでにな」

　ていうことは。

　時間はない。最後の一いつ瞬しゆんに賭かけるしかない。

「あのさ」

　あたしは言う。

「数式が何かなんてわからない。恋天使になったら何をするべきなのかもわからない。だけど──あたしの身の回りで不幸になる人がいるなら、あたしはそれを看過することはないと思う。見過ごすなんて出来ないと思う」

「へえ」

　ミルファは、初めてあたしの目をちゃんとのぞき込んだ。

「それがホントだとすると。おまえいつか──刻時機構すら敵に回すな」

　──？

　意味わかんない。意味わかんないけど、言う。喋しやべり続け、すさまじい熱量に耐たえながら、時間を稼かせぐ。

「……恭一のこと、根性なしとか言ったけど。あいつはあいつの言葉に責任を持ちたいだけなんだ。言葉は人を活いかしも殺しもする。その覚かく悟ごをもって言葉を放ちたいだけなんだ。あいつはぐちぐちしてるかもしれない。いらいらさせるかもしれない。だけど、人を傷つけたくないって思うその気持ちを、あたしは誇ほこりに思う。全世界が恭一を否定しても、あたしだけは断固味方する」

　──検けん索さく終しゆう了りよう。時間を稼ぎつつ、割り出した言こと霊だま。電界招来。

「たとえばね、落ち込んだりすると、誰だれかと──でんわしたり、かいわしたりするでしょ？　それってしょうしんしょうめい、しんらいのあかしだとおもうんだよね！」

「は？」

　突とつ然ぜん飛んだ話に、ミルファは眉まゆをひそめた。

　にやり。

「わからないかな？　電わしたり、界わしたり。それは招しんしょうめい、しん来のあかしなの！」




　瞬間。

　意識が溶とけ込む──やった！

　そこは──認にん識しき不可能な、無限空間。どこかから声が響ひびいた。

『短縮シヨート詠唱カツト確認！　ようこそ！　刻時機構魔道数式データベースへ☆緊きん急きゆう時ですね？　ずばり、緊急時ですね？』

　冥くらく──静かで、ただ碧みどりの色が遥はるか遠くで明めい滅めつするだけのセカイ。あたしは溶け込み──その〝声〟は導く。

『よーし、わかりました！　そーゆーことなら、いろいろとあるうざい事前説明はこの際、特別に省いてあげます！　もー、どうしようもなくてんぱってるあなたをフォローユー☆　恋こいに悩なやみ！　試練に惑まどい！　運命に舞まう！　──そんなあなたに、刻時機構データベースより、とっておきのマジカルＤダウンロード！』

　てか、長すぎ。つか、緊きん迫ぱく感かんなさすぎ。

　だけど頭の中に、碧の数式がなだれ込む──幾いく千せん、幾万の星のカケラのような光こう彩さいが殺到し、それは形作られ……

　確固とした、魔道数式として、そこに顕けん在ざい化かする。

　韻いんを紡つむぎ、印を結ぶ──




「おまえ？」

　もう、遅おそい。チェックメイト。

　背中から──焼けるように何かが立ちのぼり──炎ほのおの翼つばさは羽ばたかれた。

　ミルファの使った手を拝借──

　詠唱のショートカットというのは、つまり。

　電界での詠唱であるわけだ。別の言葉に隠かくされた、言霊。

　そして、魔法質量マギグラムの前借り。必然、詠唱は発動後に唱えられることとなる。

「──疾しつ風ぷう迅じん雷らい、悲ひ恋れんのごとく、砕くだかれるはただ鏡のみ。封ふうじられたマーキューリー・ラブの銘なにおいてここに命ず。ミーキシティア、ナノクリストフ、サンバラバリノフ、キリステルシア、バルバルバルバノリシテア──紅くれないの項こう目もくにおいて雷鳴の属性、轟とどろけ──」

　ミルファによる炎の呪じゆ鎖さが、あたしの炎の翼により引きちぎられ──

[image: ]

「《火輪》クリムゾン・アッシュ！！！」

　全力で手を伸のばす。手のひらが──瞬時に紅ぐ蓮れんの炎に包まれた。

「──っ！」

　ミルファがわずかに身をよじる。だけど。

　あたしの狙ねらいはこいつじゃない。そのまま。

「チェリー、きさま！」

　突とつ進しん、猛もう進しん、爆ばく進しん──

　アドレナリン大量分ぶん泌ぴ。ノルアドレナリン大量放出。

　そのスローモーションのセカイで。

　あたしは、藍住かおるの胸に手を突つき入れた。

　指が、かろうじて──それに触ふれる。

　摑つかむ。引き抜ぬく。握にぎりつぶし──投げ捨てる。遠くに。力ちから一いつ杯ぱい。

　空中で──藍住さんの体内で成長していた『蟲レウ』は、砂さ塵じんと消える。

「──あ」

　傾かたむく藍住さんを受け止め、

　空中で白しろ猫ねこひなたを、受け止め──。

　見た。ミルファがこちらに手をかざす。

　膨ぼう大だいな質量が迫せまり来る。目の中にとんでもない数字が表示される。

　勝てない。勝てなくてもいい。

　けど、

　負けない。ぜったい負けたくない。

　が──

　次の瞬しゆん間かん。

　ミルファの顔の中心に花びらが散った──と、鮮せん血けつが飛び散る。

　数式の過状オーバー疾走フロー。

　あたしの目の中で。

　ミルファの差動位変調指数が、界層を壊こわさないよう押さえていた絶対質量を超こえていた。

　あたしたちは、空中ですれ違ちがう。

　ほぼ同時に──猫人間たちが元の生徒たちへと戻もどり、倒たおれ伏ふした校庭に降り立つ。

　あたしは──右みぎ腕うでで意識を失っている藍住さんをその場にそっと寝ねかせ、左腕に人の姿に戻り、意識を失ったひなちゃんを抱だきつつ、かろうじて、かろうじて、ミルファを睨にらみつける。だけどもう──限界だった。

　わずかの魔法質量マギグラムもない。前借りした魔法質量マギグラムが急速に体中を締しめ上げていた。力が入らない。視界が霞かすむ。脚あしなんかぐらぐらだ。

　ミルファはこちらを向き。

　笑った。

　嬉うれしそうに。鼻血を手で押さえながら。

「──今回は引いてやるぜ」

　赤い魔ま女じよ、はそう言った。




エピローグ　カケラの記憶




「──熾ヴイ界ジヨンは完全に消えたみたいね」

　ぼくが腕の中で眠ねむるひなちゃんを、校庭の隅すみにあるベンチの上にそっと寝かせていたら、背後からあずささんの声がした。

「おい？　佐さ倉くら？　しとめ損そこなったわけじゃないよな？」

　マリーが──いや、森もり井いが。

　肩かたで息をしながら、工事現場の荒あらくれ男かよ、という趣おもむきでプラチナハンマーを肩に背負っていた感覚そのままに、なぜかモップを背負い、皮肉めいた口調で話しかけてきた。

　ぼくは答える。

「──こっちが、殺されるかと思った」

「──やっぱり強いのか」

　吉よし住ずみも長めの自然なウェーブがかかった前まえ髪がみを一度かき上げながら近づいて来る。こっちは息も切れていない。どういう体力をしているのだろう？　と、まあ、そうは思いつつ。あの赤い髪のエージェントについて頭の中でまとめた。

「一言で言って──負けた気がする」

「──ち」

　なんか、吉住は心なし悔くやしそうだった。

「二度同じ不覚はとらない」

　クールな顔して、強敵はきっと〝とも〟とでも呼ぶのだろう。

　ていうか、再戦する気があるのか、こいつ。

　ぼくは、といえば──とっても、非常に、このうえなく、疲つかれた。

　その場に倒れた。大の字になる。

「しかし」

　吉住は辺りを見み渡わたしてため息をついた。

「すごい光景だな」

　ぼくも首を横にする。校庭、花か壇だん、昇しよう降こう口ぐち。学園内に群がる、生徒、生徒、生徒──の気絶体。

　ていうか、誰だれがここまで叩たたきのめしたんだ。

「まあ、全員、峰みね打うちを心がけた。一応、病院に行くことをお勧すすめするけど」

　それは、このひと。吉よし住ずみ怜れい。

「恭きよう一いちくん」

　ぼくの、黄金色に染まる空に向けられた視界に、あずささんの顔が挿そう入にゆうされた。

「──あずささん」

「まあ、よくやったよ」

　ぼくは──首を振ふる。

「やっぱり、ぼくらに恋天使ラブエルは無理だと思うんですけど」

「そーだっ！　早くもとに戻せよっっ」

　森井もその場にへたり込みながら怒ど鳴なった。

「今日はなんとかなったが、今後もうまくいく保証はない」

　吉住がいつも通り論ろん旨しをまとめてくれる。

「そうね──」

　あずささんは白衣から、タバコを取り出し、のこり一本を愛いとおしげに口にくわえ、箱のほうは握にぎりつぶした。

「きみらは、とんでもなく弱い気もするけど──強い、のかな。弱さの裏返しが強さなのは当たり前だけど、気がつきにくいことだしね」

　火をつける。おいしそうに吸って、まずそうに煙けむりを吐はき出した。

　ていうか、意味わからないんですけど。

「ところで恭一くん、ミルファのショートカットよく見破ったね？」

　……なんかごまかしてませんか？

「向いてるんじゃない？　恋天使」

　ていうか、強ごう引いんに話を進めているのか……。

「──え？」

　突とつ然ぜん、吉住がどこかに目を向けた。

「あ～っっ」

　と、叫さけぶとそれからどこかに向かって吉住は猛もう然ぜんと駆かけ出した。魔法質量マギグラムを前借りしたぼくは体が動かない。

「どーしたの？」と大の字のまま行ぎよう儀ぎ悪く訊きくのみだ。

「ミラっ！　ミラっ！　ちょっと、おい、しっかりしろ！」

　吉住はひとりの女生徒を必死に介かい抱ほうしているようだった。

　森井がモップを抱かかえたまま、つまらなそうに言う。

「吉住の妹だろ。ていうか、全校生徒叩きのめしたんだから、そん中に妹もいることくらい予想つかないのかね」

　……吉住、妹なんかいたんだ？

　なんか無ぶ愛あい想そうな吉住似の女の子の姿を想像すると笑える。いや。バイオレット似なら、すごいことだけど。

「で、今回のは──あの子が原因なわけ？」

　森井がぼくの頭上近くを顎あごでしゃくる。

　あ。そうだ。

　ぼくはがばっと起き上がる。まだ体の節々が痛むけど──膝ひざに手をかけ、なんとか体を立たせた。森井も立ち上がり、近寄ってきた。

　その子は──藍あい住ずみかおるさんは、そこで寝ねていた。同学年の中でも、比ひ較かく的てきまだ幼げなその頰ほおには涙なみだの跡あとが微かすかに残る。

「その子の大事にしていた猫ねこが轢ひかれたらしいね、今朝。即そく死しだったらしい」

　あずささんがどこか淡たん々たんと言う。

　あ──それって桃ももちゃんが言ってた……。

　そっか……。

「──そうなんだ」

　ぼくは藍住さんの枕まくらもとに座り、彼女のすこし乱れた前まえ髪がみを指先で整えた。

　そんなことで──何にもなりやしないことは、わかっているけど。

「は！　猫？　そんで、猫？　全校生徒を？　まったく、信じられないね！」

　森井が、やたら、ありえねー、ありえねー、とうろうろする。ぼくは言った。

「森井って、何かペット飼ってる？」

　は？　と不ふ審しんげな顔をしてぼくを見たあと、森井は言う。

「クロイワトカゲモドキをちょっと」

「トカゲ？　モドキ？」

「高貴なるトカゲマニア垂すい涎ぜんの的。このうえなく愛らしいボクのただひとりの友達だ！　あのルビーを思わせる眼まな差ざし。悪あく魔ま的てきな魅み力りよく溢あふれる精せい悍かんな顔立ち──」

　ひとつため息をついてぼくは続ける。

「……ま、いいや。そのトカゲちゃんが車に轢かれたらどうする？」

「ひ、轢いたやつは市中引き回しのうえ、磔はりつけ、獄ごく門もんに決まってるだろっっ」

　すかさず憤ふん慨がいしてみせる森井から目を離はなすと、ぼくは、再び憔しよう悴すいしきった顔つきで地面に伏ふせる藍住さんに目を落とした。

「そーゆーことみたいだよ。あいつらはね、心の隙すきを突ついて、心の隙に憑つく。そこに蟲レウを忍しのばせて熾ヴイ界ジヨンを作る。そして──」

「そして──その熾ヴイ界ジヨンはミルファによって数式強化され、水みず野のひなたの恋スヴ粉ニールを切り離すべく利用された」

　ぼくのセリフをあずささんが引き取った。

　その時。

　そこかしこから、ううん、という呻うめきが聞こえ始めた。

「やば！　生徒たち起きるぞ？」

　森井が慌あわて始める。ていうか、何を慌てる必要があるのかわからない。

「やっぱり、仕方なかったとはいえ──さんざん打ちのめしたのが気まずいんじゃないのかな」

　また、あずささんがぼくの心を読むかのように、ふふん、と笑う。

「んじゃ、わたしは行くね。くじけず、きばれよ、青少年」

　なんだ、人ごとみたいに。って、しょせん人ごとか。

　刻こく時じ機き構こうにとっても、あの人にとっても。この世界──第１１７界層も、ぼくらも、それこそ無数にある界層世界の中の、物語のひとつにすぎないのかもしれない。いちいち深く干かん渉しようしていたらやっていけないのかもな……。

　ぼくがそんなことを考えながら、あずささんの背中を見送っていると、あ、と養護教きよう諭ゆは振ふり返った。

「あのこと、気をつけんのよ。しばらくちと辛つらいかもだけど。忍ぶだけにしとくよーに」

「──忍ぶ？」

　すると、あずささんは口元に手を当て、口真似まねだけで。

『み・ず・の』

　と言って、ちゃおー☆と去って行った。

　ていうか、なんだホント、あの人。とことん人ごとだ。

「そうか、ボクも気を失っているフリすりゃいいんだ！　頭いーな、ボク！」

　背後では、森井は言うが早いか、その場に倒たおれ込んだ。こいつ、本当はかなり小心者なのかもしれない。

　だけど、まあしかし……たしかにその案はいちばんスムーズな気がする。

　ぼくもその場に倒れ込んだ。

　ふと、顔をあげて見ると、吉住は不自然に妹のミラちゃんの横に寝そべっている。それは、さすがに不自然すぎだろ、と思ったけど放ほうっておくことにした。

　ていうか……

　──不自然、か。

　どうせ、何もかも不自然なんだよな。

　ぼくはそう思い返すと──そっとベンチの近くまで移動した。

　ひなちゃんが横たわって意識を失っている。低く、呼吸はしている。

　一度、振り返る。

　確かに、すごい光景だ。

　前衛芸術というか。

　力つきたマスゲームというか。

　学園中に広がる無数の生徒たち……の気絶体群。

　そんなことはいいだろ、と心の中で声がした。ぼくの心臓がどうしようもないくらい高鳴る。いやいや。これは犯罪だ。許されざることだ。

　ひとつ深呼吸して。

　もう一度、ひなちゃんのほうを向く。

　そのかわいらしく鼻にかかった前まえ髪がみを見る。やわらかな曲線をえがく頰ほおを見る。濡ぬれたようにすこし開いた唇くちびるを──見る。

　初めて、唇の横に小さなほくろがあることを知った。

　唇を、見る。

　そして。

　そして。

　そして──

　根こん性じようなしのぼくは。

　ひなちゃんの髪にそっと手を当てたあと、上着だけかけるとその場に倒れ込んだ。

「……ち」

　舌打ちに気がついて、顔をあげると──

　いつのまにか、そこに転がっていた桃ちゃんが目を瞑つぶったまま。

　かわいらしく舌を出した。

　そして、片目だけ開けて言う。

「恭ちゃんが魔法少女さんだってことは内緒にしとくですけど──」

　聞こえるか聞こえないかのウィスパーボイス。

「ひなちゃんは譲ゆずってあげません☆」

　そういうと、桃ちゃんは笑いをこらえたような表情のまま目を瞑った。

　風に揺ゆれる彼女の髪には、こま犬のへんてこなリボンが結ばれていた。

　て……え？

　あの……黒くろ猫ねこ……ひょっとして。

　ていうか。

　──ありえないだろ。





第二話・覚悟がキラリ☆（完）









　あとがき




　魔ま法ほう少女企き画かくのゲームシナリオを書きませんか？

　デジターボという企画会社に、そう声をかけて頂いたのは、二〇〇五年のもう年末でした。

　男の子が魔法少女にされた学園もの。

　当初の企画は、どこかほのぼのとした、ドタバタものでした。

　漫まん画がやアニメを超ちようリスペクトする僕は、これは面おも白しろくなりそう！　と即そく座ざに思ったのを憶おぼえています。

　当時の僕は、映像制作系の仕事をしていて、企画して脚きやく本ほん書いて撮さつ影えいもして編集までする、というなんでも屋からさらに、舞ぶ台たい演出などにも手を出したりしていました。そういうわけで、映画や演劇の脚本は書いたことがあったのですが、ゲームシナリオは初めてでした。書けるのかな？　そう思うと同時に、なぜか幾いくつもの物語の景色が頭の中に浮うかんでいました。しかも、この物語のラストシーンまで浮かび、気がついたらぽろぽろ泣いていました。

　これはやばい。そう、僕には妄もう想そう癖へきがあるのです。

　当初、ゲームはデジターボ、ノベライズは角川書店というお話だったようです。しかし、様々な紆う余よ曲きよく折せつがあり、ゲーム化は流れてしまいました。つまり、そこで僕のお仕事も流れたはずなのです。だけど、頭の中の映像だけはいつまでも残っていて、その様子を察したのか、書く？　と言われ、書く！　と答えたのが、この『桜ｉｓｈ』という物語の始まりでした。

　というわけで──

　初めまして。一にのまえ肇はじめです。

　この作品が小説デビュー作となります。

　さらに本書は『ザ・スニーカー』連れん載さい時と大分違ちがうものとなっています。当時は小説とはなんぞや、ということが今以上に分かっておらず、脳内の光景をただただ必死にかき出していたような気がします。読んでくださった方もいると思いますが……ほのぼのとした企画が……なんてことでしょう。血まみれの死体の転がるとんでもないお話に変わっていました。そのような作品を丁てい寧ねいに読んでくださり、なおかつ連載の許可まで与あたえてくれた、デジターボ、角川書店スニーカー編集部、いや、それよりなにより、応おう援えんしてくださった読者の方々に無上の感謝を捧ささげます。

　そういうわけでありまして、本書をお読み頂いて、つまらなかった、と思われた方。本当にごめんなさい。間違いなく僕の責任です。

　また、面白かったと思ってくださった方。それはずばり僕じゃなく、あなたがえらいのです。作者のつたない物語伝達技術をあなたの脳が補完してくれているのです。だから、自分の感性を褒ほめてあげてください！　きっといつか地球を救う素す晴ばらしい脳みそです！

　……とは言っても、みなさんの脳みそだけに頼たよっているわけには、もちろんいきません。僕もこれから、より多くの人に愉たのしんで頂けるよう、全身全ぜん霊れい精しよう進じんしていくことをお約束いたします。本当に未熟ですが、頑がん張ばります。毎日レベルアップです！

　さてさて『桜ｉｓｈ』です。

　題名にありますように、桜、というお花が作品の裏テーマにあったりします。みなさんの中で桜、という花のイメージはどのようなものでしょうか？

　僕にとって桜のイメージとは、「儚はかなさ」「狂くるう」、そして「それでも信じる」という言葉でした。

　世の中のたいていの夢・目標はことを進めていく過程において様々な困難に出くわします。そのとき、もがき、諦あきらめないでやり通すにはとんでもない精神力が必要です。そして、その精神力の発はつ露ろはドラマを生みます。ハリウッド映画を始め、様々な古今東西の物語、肉体の限界に挑いどむスポーツに人々が感動するのは、みな困難を乗り越こえていく精神力を見たい、と思う要素がどこかにある気がしています。

　僕は、そういうのが大好きで、今までたくさんたくさんパワーをもらえました。苦しいとき、自分も頑張ろう、と思えました。この作品で、そういうものが描えがいていけたら、と願っています。

　本作の主人公、佐倉恭一は、これからまだしばらくもがくことになりそうですが、きっともがき通してくれると思います。弱音を吐はくかもしれませんし、ぐちぐち言うかもしれませんが、きっと頑張り通してくれると思います。

　そして、いつかチェリーの助けを恭一が必要としなくなるとき……この物語は終わります。それまでおつき合い願えたら幸いです。




　最後に、お礼を言わせてください。

　最初の担当編集者、青山さん。評価がぼろぼろの頃ころからただひとり味方してくれて、僕という未熟な土ど壌じように種を蒔まき、死ぬほど水をかけてくださりありがとうございました。あなたがいなかったら、本書発行という花は咲さかなかったと思います。

　現担当編集者、田上さん。僕と青山さんのほとんど悪ノリで勢いよく葉を伸のばし放題であったこの作品を、厳しくも優すぐれた視線で捉とらえ直し、ばしばしと葉を剪せん定ていしてくださりありがとうございました。たいへん勉強になりました。

　また、デジターボ社長、小坂氏。こんな好き勝手にしている人間を野放しにしているうえに、落ち込んでいるところを見み抜ぬきご飯に誘さそってくださるその器量に頭が下がります。企画者、安曇小石さん。あなたの素敵な企画をこういう形に結けつ晶しよう化させてしまった責任は負います。見ててください。三杜シノヴさん。かわいらしい素敵なイラストをありがとうございます。また、この本の制作過程に関かかわって頂けた様々なみなさん、素晴らしいお仕事ありがとうございました。

　そして、そして、手に取ってくださっているあなた。

　こういう形で出会えて幸せです。

　この物語を読み終わった後、あなたの瞳ひとみにいくばくかの勇気が湛たたえられていることを願います。

　本当に、ありがとうございました。




　　二〇〇七年六月


 一にのまえ　　肇はじめ　　
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